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私はあなたが好きじゃない




　残暑が厳しい九月の平日、午前十一時。

　みなとみらいにあるホテルのラウンジには、爽やかなピアノのメロディーが響いている。

　横よこ浜はま港こうを一望できる明るい店内はそれほど混み合ってはおらず、外の喧けん騒そうを忘れるほどのゆったりとした優雅な時間が流れていた。

　けれど、そんな雰囲気とは正反対に私―沢さわ木き千ち菜なの心はざわついている。さっきから腕時計をちらちらと確認しては、なかなか現れない待ち人を待ち続けること三十分。

　どうしてあの男は来ないの！

　日付も時間も場所もすべて指定してきたのは向こうだというのに遅刻なんてありえない。

　次第に怒りが湧いてくる。落ち着くためにコーヒーを飲もうとカップに口をつけたもののすでに空っぽ。新しく注文したくてもこのラウンジのメニューはすべてにおいて高級価格だ。一杯千円以上もするコーヒーを二杯も頼めるほど、私の財布に余裕はない。

　近くのテーブルで談笑しているマダムたちがつまんでいる豪華なアフタヌーンティーセットが羨ましくて、つい目が向いてしまう。

　三段のケーキスタンドには季節のフルーツをふんだんに使ったプチケーキやスコーン、サンドイッチなどが上品に盛りつけられている。

　ううっ……美味しそう。

　しっかりと朝食を食べてきたはずなのに私のお腹はすでに空腹を訴えている。

　耐えられそうにないのでなにか軽く食べられるものでも頼もうかとメニュー表を広げてみるものの、思わずため息がこぼれてしまった。わかってはいたけど、お値段が優しくない。

　諦めてメニュー表を戻し、腕時計に視線を落とした。

「――すまん。待たせた」

　すると、頭上から男性の低い声が聞こえて顔を上げる。

「急な呼び出しが入って遅れてしまった」

　ようやく現れた待ち人は、テーブルを挟んだ向かいのソファに腰を下ろすと、正面から私を見つめた。

「久しぶりだな、千菜」

　百八十センチを優に超える長身に、がっしりとした体格と黒髪の短髪。

　きりっとした目元と固く結んだ口元からは相変わらず表情が読めないし、感情のない声で私の名前を呼ぶのも変わっていない。

　最後に会ったのは四年前。あれから月日が経ち、私は二十六歳に、彼は三十四歳になったはずだ。

　それにしても、久しぶりの再会だというのに待ち合わせの時間に三十分以上も遅刻してくるのはどうなのだろう。仕事なら仕方がないから文句は言えないけど腹は立つ。

　正直いって、私はこの男が大嫌い。

　そんな心の中の敵意が表情に出てしまった私は自然とふくれっ面になってしまう。

「どうした。俺の顔になにかついているか？」

　けれど、相変わらず他人の感情を読み取るのが苦手というか無頓着というか。彼は、目の前の私のことなどまったく気にする様子もなく、近くを通った店員にコーヒーを注文している。

　きっと自分が私から嫌われているとは一ミリも思っていないのだろう。

　今日だって本当は会いたくなかった。

　この四年間、彼との関わりが一切なくなって、穏やかに暮らせていたというのに。こうして顔を突き合わせると嫌でもあの日のことを思い出してしまう。

　私はこの男が大嫌い。

　それなのに、これからの人生を共に歩むパートナーになるかもしれないなんて想像したくもない。

　なんとしてでも回避するべく先手を打つことにした。

「言っておくけど」

　私は静かに口を開くと、目の前の彼を見据える。

「私はあなたが好きじゃない。これからもずっとそれは変わらないから」

　今でも忘れない。

　九年前、この男から言われたひどい言葉。

　傷ついた心をさらに傷つけられた私がどれほど悲しい思いをしたのか。きっと、ロボットのように感情のないこの冷徹人間にはわからないだろう。

「――そうか」

　私の言葉に少しも動揺することなく、しばらくすると彼は頷うなずいた。そして、鋭い眼光を私に向ける。

「それでも俺は千菜と結婚する。それはもう決まったことだ」
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『私が結婚ってどういうこと!?』

　沢木家のリビングに私の叫び声が響き渡ったのは今から一カ月前のこと。

　仕事を終えて、同僚と焼肉屋で夕食を済ませてから帰宅すると、珍しくリビングには父の姿があった。

　ソファに寛ぎながら母の淹いれたコーヒーを優雅に堪能している。その姿を見た時から少しだけ違和感はあった。

　私の父の玉たま蔵ぞう、五十九歳は都内にある某難関私立大学の理工学部で教授をしているのだけれど、研究に没頭するあまり普段は大学近くのマンションを借りて生活をしている。

　私と母が暮らす神か奈な川がわの実家に帰ってくるのは二カ月に一度ほど。それくらい玉蔵が家にいるのは珍しいことなのだ。

　それは私が幼い頃からなので、私は玉蔵との思い出がほとんどない。授業参観も運動会も音楽会も玉蔵は一度も出席したことがなかった。

　そのため、父親らしいことを一度もしてくれたことがない玉蔵は、私にとってたまに家にふらりと帰ってくるおじさんのような存在なのだ。

　そのせいもあり呼び方も『お父さん』ではなくて『玉蔵』と名前で呼んだ方がしっくりとくる。本人は『パパ』と呼んでほしいらしいけど、絶対に呼びたくない。

　そんな玉蔵が珍しく家にいるから不思議に思うと、久しぶりに会う私に向かって突然こう告げたのだ。

『千菜。来年、結婚することになったぞ』

　どうだ嬉しいだろ。そう言わんばかりの得意気な表情を浮かべる玉蔵に、私は言葉をなくした。

　ケッコン……結婚!?

　けれど、すぐに理解すると思わず叫び声をあげてしまった。

『私が結婚ってどういうこと!?』

　肩にかけていたバッグをひとまず床に置いてから玉蔵に詰め寄る。するとなぜか玉蔵は私に向かって鼻をくんくんと鳴らしている。

『おっ、千菜。なんだかお前からいい香りがするぞ。香水でもつけているのか？　いつの間にか大人の色気を出しおって、パパはちょっぴり寂しいぞ』

　そんなことはどうでもいいので、今は結婚の説明をしてほしい。

　ちなみに私からするいい香りというのは、焼肉屋で煙の匂いが服についてしまったので、同僚が手持ちの香水を私にふりかけてくれたからだ。

『そんなことよりも結婚って？』

　ソファに座る玉蔵の隣に腰を下ろして、ただちに説明を求める。玉蔵は優雅な仕草でコーヒーを一口飲んでから口を開いた。

『ママから聞いたんだ。千菜が恋人に振られて落ち込んでいるから、このままだと男性不信になりそうだって』

『男性不信？』

　それは大おお袈げ裟さだと思う。

　玉蔵の言葉を聞いてキッチンに視線を投げれば、こんな夜遅い時間に趣味であるお菓子作りに勤しんでいる母と目が合う。こねこねと生地を練りながら、マイペースな彼女はにこりと私に笑いかける。

『ママは千菜ちゃんが心配だったのよ。たけるくんと絶対に結婚するって言っていたのに振られちゃったから。たけるくんから貰った指輪を握りしめて何日もずっと泣いていたでしょ。ママこっそり部屋を覗のぞいていつも見守っていたのよ』

『ママ、お願いだから勝手に人の部屋を覗かないで。それと、いつも言っているけど、たけるじゃなくてかけるだから』

『そうそう。かけるくんだったわね。あらやだ、ママったらまた間違えちゃった』

　こねていた生地を今度はバンバンと叩たたきつけながら母はケラケラと笑っている。

　別れた今となっては元彼の名前がたけるでもかけるでもどうでもいいけれど。というか、思い出したら涙が出そうだ。

　吹っ切れたと思っていたのに、どうやら私の心の中にはまだかけるが住み着いているらしい。

　たった一年の交際期間だったけど、平凡な顔つきの私にしては奇跡のようなイケメン彼氏だったからなぁ。あの整った優しい顔つきと癒しのボイスであの日のように私を見つめて、私の名前を呼んでほしい。

　ううっ……かけるに会いたい。

　元彼を思い出してしゅんと落ち込んでいる私の頭を撫なでながら玉蔵が『かわいそうに。パパの胸に飛び込んでおいで』なんて言うのが気持ち悪くて涙が引っ込む。

　確かに、かけるのことはまだ綺麗さっぱり忘れられない。でも、だからといって男性不信にはなっていない。母が勝手にそう思い込んでいるだけだ。

　調子に乗っていつまでも私の頭を撫でている玉蔵の手を振り払いキッと睨にらむ。

『それで、私がかけると別れたことと結婚がどう関係あるの』

　そう問い詰めると、玉蔵は振り払われた手を切なそうに見つめながら口を開く。

『ママがこのままだと千菜は一生結婚できないかもしれないとわんわん泣き出すから心配で。ここはパパがママのために一肌脱いで、千菜の結婚相手を見つけてあげようと思ってな』

　脱がなくていいからしっかりと着ていてほしい。というか、私じゃなくてママのために私の結婚相手を探したんだ。

　子供の頃から薄々気付いてはいたけれど、玉蔵は娘の私よりも妻である母の方が大好きだ。私の誕生日はよく忘れるくせに、母の誕生日だけは絶対に忘れず高価な贈り物を毎年のように捧ささげている。

　まぁ、私も玉蔵から好かれたいなんて思ったことがないから別に気にしてはいないんだけど。

『それで、私の結婚相手は誰？』

　玉蔵の見つけた相手となんて結婚する気はまったくないものの一応尋ねてみる。すると、玉蔵がにんまりと笑ったのですぐに嫌な予感がした。

『よくぞ聞いてくれた千菜。お前の結婚相手はさとるくんなんかよりも遥かに立派な男だ』

　だから、かけるだって。

　両親揃って私の彼氏、じゃなくて元彼氏の名前を間違えないでほしい。そもそも玉蔵はかけるのことをなにも知らないのに勝手に比べないでもらいたい。

『その立派な男性とやらはどこのどなたですかね』

　気だるげに問いかけた私の耳に、玉蔵のハキハキとした声が飛び込んでくる。

『貴たか利としくんだ。千菜もよく知っているだろ』

　久しぶりに聞いたその名前に、さーっと血の気が引いていくのがわかった。

『貴利くんって、郡ぐん司じ総合病院の？』

『そうだ。郡司総合病院の院長をやっているパパの大親友、史ふみ貴たかの息子の貴利くんだ』

　郡司貴利。

　できれば二度とその名前を聞きたくなかった。しかも、あの男が私の結婚相手だなんて冗談でも笑えない。

『史貴によると、貴利くんは今年の四月に出向先の北ほく陸りくの病院から異動になって、こっちの病院に戻ってきたそうだ。今は港みなと町まち総合病院に勤務しているらしい。ほら、千菜の職場の港町図書館のすぐそばにあるだろ』

　まさかあの男が私のすぐ近くにいるなんて。

　四年前、北陸の病院へ異動になったと知った時は、これでしばらくは顔を合わせずにすむのだと大喜びしたはずなのに。こんなにも早くこっちへ戻ってくるとは。

『貴利くんは、今は大学の医局に入って関連病院をいろいろと回っているらしいが、いずれは史貴の跡を継いで郡司総合病院の院長になるはずだ。今も脳神経外科医として将来を嘱しょく望ぼうされるほどの実力らしいぞ。ほら、別れたさとしくんなんかよりもよっぽど立派な男だろ』

　だから、さとしくんって誰よ。もはやかけるの名前の一文字も残っていない。

　いや、そんなことよりもこのままでは貴利くんと結婚させられてしまう。それは避けたい。なんとしても避けたい。そうしないと私の人生はお先真っ暗だ。

　あんな血も涙もないような冷徹人間となんて一生を添い遂げたくない。絶対に嫌だ。

　玉蔵の話によると、大親友の史貴さんと久しぶりにお酒を飲んだ席で、お互いの子供の話題になったそうだ。

　玉蔵は、娘の私が彼氏に振られたショックから一生独身でいることを誓い、それに妻がそうとう落ち込んでいるからなんとかしてあげたいと史貴さんにぼやいたらしい。

　なんだかいろいろと大袈裟に脚色されているけど、そもそも私はかけるに振られたからといって男性不信になんかなっていない。それに、結婚を諦めたわけでもない。

　けれど、その話を聞いた史貴さんが、それならうちの息子の貴利も仕事ばかりで浮いた話をひとつも聞かないし、このままでは婚期を逃しそうだとぼやいたそうだ。

　そこでふたりはひらめいた。

〝そうだ！　お互いの娘と息子を結婚させよう〟

　父親同士が大親友なので、その子供である私と貴利くんも幼い頃から面識がある。きっとよきパートナーになるであろう。そう思った玉蔵と史貴さんにより私と貴利くんの結婚は勝手に決められてしまった。

『ふざけないでよ。私は絶対に貴利くんと結婚なんてしないからね』

『パパはふざけてなんかいないぞ。千菜のことを思って決めたんだ』

『でもさっきママのために私の結婚相手を選んだって言った』

『それは、ほら。あれだ、えっと……』

　玉蔵はもごもごと言葉を濁すが、適当な返しが見つからなかったらしい。とにかく、と声を張り上げる。

『千菜は貴利くんと結婚しなさい。もう史貴と約束してしまったから、千菜が断るとパパが嘘うそつきになってしまう。それでもいいのか』

『いいよ』

　玉蔵が嘘つきになろうが泥棒になろうが私には関係ない。

　とにかく私は貴利くんと結婚したくない。絶対にしたくない。しないからね、とジッと睨みつけていると、玉蔵が大きなため息をこぼした。

『千菜は貴利くんのなにが不満だっていうんだ。いい男じゃないか。将来を嘱望されるエリート医師な上に、いずれは大病院の院長。性格も真面目だし、見た目もいい。こんなにハイスペックな男はそうそう見つからないんだからな』

『ハイスペックなんてどうでもいいから、私は結婚するなら優しい人がいい』

　あと、できればかけるのような細マッチョなイケメン希望。

『なにを言っているんだ千菜は。貴利くんは優しいだろ。なんせ、病気で苦しんでいる人をその病魔から救っている医者なんだからな』

『あの人は優しくなんてないよ。だってむかし……』

　そう言いかけてやめた。

　九年前、彼が私に放ったあの言葉は、なんとなく私以外の人には教えてはいけない気がした。

〝いつまで泣いていれば気がすむ。人はいつか死ぬと決まっている。それが遅いか早いかどちらかだ〟

　彼は人の命を救う医者を目指しているはずなのに、大好きな祖母を亡くして悲しむ私に、どうしてあんなにも冷たい言葉が言えたのだろう。

　子供の頃からクールで寡黙で、あまり人に興味がないのかな？とは思っていたけど、そこまで心が冷たい人だとは思わなかった。ほんの少しだけど彼の優しいところも私は知っていたから。

　でもあの瞬間から、私は貴利くんが大嫌いになった。

　きっと今頃は、患者やその家族に寄り添えない最低な医者になっているはずだ。

『むかしがどうかしたか？』

　途中で言葉を止めた私を心配に思ったのか玉蔵が尋ねてくる。ううん、なんでもないと私は首を横に振った。

　それから、結婚したくないとどんなに強く訴えても頑固な玉蔵には聞き入れてもらえなくて、仕方なく私は貴利くんと四年振りの再会を果たすことになる。

　もしかしたら彼も私と同じように父たちが勝手に決めてしまった結婚に乗り気ではないかもしれない。貴利くんの性格を考えたら他人に自分の将来を決められるなんて絶対に嫌なはずだ。

　本人同士が納得していなければ、さすがにこの結婚話はなくなるだろう。そう期待していたのに……。

〝それでも俺は千菜と結婚する。それはもう決まったことだ〟

　みなとみらいのホテルのラウンジで貴利くんは私にそう告げた。

　どうやら彼は私とは違い、この結婚を受け入れる気でいるらしい。

　軽くめまいがした瞬間だった。
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「久しぶりね、貴利くん。ちょうど昨日焼いて冷やしておいたチーズケーキがあるのよ。よかったら召し上がってちょうだい」

「ありがとうございます。いただきます」

　四年振りの再会から三日後の土曜日、午前十時。

　仕事が休みなのでのんびりと目を覚まして一階のリビングへ下りると、なぜかそこには貴利くんの姿があった。ダイニングテーブルで母と呑のん気きにお茶とスイーツを楽しんでいる。

「久しぶりに食べましたが、おばさんのケーキはやはりとても美味しいですね」

「そうかしら。そう言ってもらえると嬉しいわ。まだまだあるからおかわりしてね。……あら、千菜ちゃん起きたのね」

　リビングの入口でパジャマ姿のまま突っ立っている私に気が付いた母に「おはよう」と声をかけられた。すると、もぐもぐとチーズケーキを頬張っている貴利くんの視線も私に向けられる。

「おはよう千菜。相変わらず朝は弱いみたいだな。もう十時だぞ」

　そう言って、再びチーズケーキを食べ始める貴利くんはもう無視することにして、私はキッチンへ移動すると冷蔵庫から水の入ったペットボトルを取り出してごくごくと喉に流し込んだ。

　九月も半ばに入るというのにまだまだ気温の高い日が続いている。クーラーをかけているリビングは涼しいものの、外は強い日差しが照りつけて暑そうだ。

「さてと、千菜ちゃんも起きてきたし、ママはお仕事に行ってきますね」

　母はゆっくりとイスから立ち上がると、自分の飲んでいたカップを持って私のいるキッチンへとやって来た。その姿をよく見ればすでに出かける準備を済ませていたようで、清楚なワンピースに髪も綺麗にまとめられている。

　マイペースな性格の彼女だけど、こう見えて心理学者として活躍しているそれなりの有名人だ。雑誌の連載をいくつも抱えていたり、大学で週に二、三回ほど講義をしていたりとなにかと忙しい日々を送っている。

　今日はこれから関かん西さいで開かれるセミナーの講師の仕事が入っているらしく、戻ってくるのは明日の夜遅くになるらしい。

「それじゃあ、千菜ちゃん。おうちのことはよろしくね。あなたの朝食は冷蔵庫に入っているから温めて食べて」

「はーい」

　寝癖でボサボサの髪をゴムでひとつに結びながら返事をすると、母はリビングのソファに置いてあったボストンバッグを手に取った。その視線がダイニングテーブルでチーズケーキを食べている貴利くんへと向かい「ゆっくりしていってね」と微笑んでからリビングを後にした。

　しばらくすると玄関の閉まる音がして、どうやら家の中は私と貴利くんのふたりだけになってしまったようだ。

「おばさんは相変わらず忙しそうにしているんだな。寝坊助の千菜も少しはその姿を見習った方がいいと思うぞ」

　リビングにそんな声が響いたので、ぱくぱくとチーズケーキを食べ続けている男をキッと睨みつけてやる。

　余計なお世話だ。私だって仕事の日はしっかりと早起きしている。休みの日くらいのんびりと寝たっていいと思う。

　そう反論したくなったけどグッと呑のみ込んだ。この男になにかを言い返した場合、その何倍もさらに面倒くさい返事が戻ってくることを私は知っている。

　はぁ……と重たいため息をこぼしながら、冷蔵庫の扉を開けた。

「それで、貴利くんはどうして家にいるの？」

　自分の朝食を電子レンジで温めながら貴利くんに声をかける。

　こんな時間にのんびりと我が家でチーズケーキを食べているということは、仕事は休みなのだろう。

　玉蔵の話によると貴利くんは現在、勤務先である港町総合病院の近くにあるマンションでひとり暮らしをしているらしい。我が家からだと徒歩で約三十分の距離だ。

「将来の夫に対して千菜は随分と冷たいんだな。もう少し歓迎してくれてもいいんじゃないか」

「私たちが結婚するなんてまだ決まってないから」

　歓迎どころか早く帰ってほしい。今日は、子供の頃から読み続けているシリーズ作品の最新刊を読むと決めているんだから。

　早く帰らないかなと思いながら見つめていると、貴利くんがため息をついた。

「いい加減に受け入れろ。千菜は俺と結婚するんだ。そのことで今日は千菜に見せたいものがあって来た」

　見せたいもの？

　貴利くんとの結婚を受け入れる気は一ミリもないけど、いったい彼がなにを持ってきたのかは気になる。

　温め終えた朝食をトレイに乗せてダイニングテーブルへ運んでいると、貴利くんはイスの下から紙袋を取り出した。

「それなに？」

　ダイニングテーブルへ朝食を並べてからイスに腰を下ろすと、対面に座っている貴利くんが紙袋からなにかの雑誌を取り出す。それが目に入った瞬間、食べていた卵焼きを思わず口から吹き出しそうになった。

「えっ。どうしてこんなもの持ってるの」

　ピンクのかわいらしいブーケを持ったウエディングドレス姿の女性が表紙のその雑誌には、【この一冊で完璧！　これを読めば、式準備・入籍・新生活がよくわかる！】の文字が……。

　いわゆる、結婚情報雑誌というものだ。

　貴利くんの大きな手が雑誌をぺらぺらとめくっていく。

「付録がついているな。なんだこれは。なにに使うんだ。よくわからないから千菜にあげよう」

　いりませんと心の中で呟つぶやきながら、ウインナーを箸でつまむ。

　貴利くんがこの雑誌を見せに来たということは、彼はこのまま私との結婚を進めていく気なのだろう。

　父たちが勝手に決めたことなのにどうしてこうすんなりと受け入れられるのか。貴利くんの気持ちが理解できない。

　そもそも私はつい三日前、面と向かって『好きじゃない』と告げたばかりだ。

　つまり、私は貴利くんのことが嫌いなのに、こうしてまた私を訪ねて結婚の話をしているのだから、彼のハートはかなり強い。

　私なら嫌いと言われた相手とはできれば顔を合わせたくない。でも、貴利くんはそんなことまったく気にならないらしい。そんな鋼のような強きょう靭じんなハートを持つ彼をほんの少しだけ羨ましいと思ってしまった。

　けれど、結婚はしたくない。なんとしても回避したいと思っているものの打開策は見つかっていない。

　玉蔵の話によると結婚は今すぐにというわけではないらしい。久しぶりに顔を合わせたわけだから、まずはお互いの仲をしっかりと深めなさいと言われたけれどとんでもない。貴利くんとなんて無理だ。

　だから、なんとしてもこの結婚を白紙に戻したいのに、貴利くんがひとりで突っ走っているから困ってしまう。

　結婚情報雑誌を手に入れて私に見せてくるのだからその決意は相当なものだ。

「その雑誌、貴利くんが買ったの？」

「ああ。職場の同僚に結婚することになったがなにから始めていいのかわからないと相談したら、まずは雑誌を買ってみろと言われた」

「へぇ……」

　普通こういうものは女性側が買うのでは？　それで、男性に見せるのでは？　あまり男性が購入しているイメージがない。

　貴利くんが相談した同僚は本気でアドバイスをしたのだろうか。もしかしたら真面目で信じやすい貴利くんをからかうためだったのではないだろうかと、思わず想像してしまう。

「式について俺は特にこだわりはないから、千菜の好きにしてもらってかまわない。さっそく今度お互いの休みが重なった日にどこか式場を見に行きたいと思っている。それと、婚姻届だがすでにもう用意はしてある」

「え!?」

　まさかもうそこまで手が回っているとは。

　今すぐ結婚するわけじゃないのに、なぜこんなにも迅速に事が進んでいるのだろう。

　驚きと動揺で、今度はウインナーが口から飛び出しそうになった。

　貴利くんは雑誌を入れていた紙袋からＡ３サイズの用紙を取り出すと、テーブルに広げて私に見せる。

　そこにはすでに貴利くんの名前はもちろん、保証人の欄には貴利くんのお父さんの史貴さんと、私の父である玉蔵の名前が記入されている。あとは私が名前を書けばすぐにでも提出できそうだ。

　うかうかしていたら本当にこのまま貴利くんと結婚してしまうかもしれない。そうならないためにも、はっきりと断らないと。

　でも、嫌いだと告げても少しも動じる様子を見せない彼に、果たして私の気持ちは通じるのだろうか。私には結婚する意志がないとはっきり告げたところで、それがどうした？と返されてしまう自分の姿が目に浮かぶ。

　貴利くんは一度決めたらまわりの意見なんて一切聞き入れず、それに向かってずんずんと突き進んでいくような人だから。

　そもそも貴利くんは本当に結婚相手が私なんかでいいのだろうか。

　恋人はいないの？　いや、浮いた話が一切ないから史貴さんが心配して、こうして私との結婚が決まったわけだから、恋人はいないのだろう。

　それじゃあ好きな人は？　いや、貴利くんは恋愛事にあまり興味がなさそうだ。そういうことに一番興味のありそうな高校生の頃だって、学校終わりに図書館で毎日のように勉強をしているような人だったから。多分今も仕事一筋で恋愛なんてしていないと思う。

　そもそも結婚願望も薄そうだ。

　でも、実家の総合病院の跡取りでもあるし、もう三十代も半ばだし、世間的にもそろそろ結婚した方がいいはずだ――とか、多分そんなことを考えて、貴利くんは私との結婚を受け入れたのかもしれない。

　つまり、相手は私じゃなくても誰でもいい。

　そうだとしたらなおさらこんな結婚お断りだ。私は、結婚するなら大好きな人としたい。貴利くんとは絶対にしたくないんだから！

　もぐもぐとお米を食べながらそんなことを考えていると、目の前の貴利くんが不意にズボンのポケットへと手を伸ばした。そこからスマートフォンを取り出すと、すぐに耳に当てる。

「はい。郡司です」

　どうやら電話がかかってきたらしい。

「わかりました。すぐに戻ります」

　短い通話を終えてスマートフォンをしまうと、貴利くんは立ち上がった。

「病院からの呼び出しだ」

「ああ、うん、そうなんだ」

　どうやら帰るらしい。

　そういえば、再会した三日前も貴利くんは本当なら休日のはずだったのに、朝早く病院からの呼び出しがあって、その対応を終えてから私との待ち合わせ場所に遅れて来ていた。

　医者というのは忙しい仕事だ。そんな忙しい合間を縫って、わざわざ結婚情報雑誌を買いに出かけ、それを見せるためだけに私の家まで来たらしい。

「それじゃあ千菜。また連絡する」

　そう言い残して、貴利くんは我が家を後にした。

　残されたのはダイニングテーブルの上の結婚情報雑誌と婚姻届。

「置いてかれても困るんだけど」

　そうこぼしつつ、つい結婚情報雑誌を手に取りぱらぱらと中身を見てしまう。

　――私と貴利くんが結婚をする。

　そんな未来はやっぱり想像ができない。

『いつまで泣いていれば気がすむ。人はいつか死ぬと決まっている。それが遅いか早いかどちらかだ』

　九年前のあの言葉が脳裏によぎる。

　大好きな祖母の死を悲しんで何日も何日も泣き続けていた十七歳の私に、当時二十五歳で研修医として病院に勤務していた貴利くんはそう言ったのだ。

　人の死をなんとも思わないような冷たい心を持つ彼が医者として働いているなんて。彼の担当している患者さんとそのご家族が気の毒でならない。あんな人に医者は向いていないのではないだろうか。

「やっぱり貴利くんなんて嫌いだ」

　九年前のあの日から、私は彼を遠ざけた。

　それなのに、結婚なんてとんでもない。

　やっぱりなんとしても回避しなくては。そのための打開策を考えつつ残りの朝食を食べていると、自転車に乗って走っていく貴利くんが、リビングの窓を颯さっ爽そうと横切っていった。










それはもう恋～side　貴利




「あれ？　郡司じゃん。なんでいるの？」

　外来も面会時間も終了して静かになった院内を足早に移動していると、同じ歳の同僚で呼吸器内科の医師である三み雲くも翔しょう太たとすれ違った。俺の姿を見るなり嬉しそうに駆け寄ってくる。

「なんでと聞かれても俺はこの病院の医師だ」

　だからここにいて当たり前だろう。そう答えれば、三雲は苦笑いする。

「いや、そういう意味で聞いたんじゃないよ。お前、今日は休みだっただろ。それなのにどうしてここにいるのか俺は聞いたの」

「そういう意味か」

　理解した俺は三雲に説明する。

「受け持ちの患者の容体が急変したと呼び出された。今は落ち着いているが、今日は念のためこのまま泊まり込んで様子を見ようと思っている」

「そっか。ご苦労さん。俺も今日は当直なんだけど、郡司は今暇？」

「暇ではないが、少しなら時間がある」

「それならちょっとそこでお茶どう？」

　三雲が指さした先にあるのは自動販売機が並ぶちょっとした休憩スペース。

　俺は頷くと、三雲の後に続いて移動した。それぞれ飲み物を購入してから、誰もいないソファに少し距離を置いて腰を下ろす。

「そういえばアレ買った？」

　缶コーヒーを一口飲むと三雲がにやにやした笑顔を浮かべて俺を見てくる。

　アレとはなんだと考えながら缶コーヒーに口をつけて、ああアレか、と思い出した。ごくごくとコーヒーを喉に流し込んでから答える。

「結婚情報雑誌のことか。それならさっそく今朝購入して彼女に見せた」

　そういえば呼び出されて慌てて帰ったので、婚姻届と一緒に千菜の家に置いてきてしまった。一緒に見ようと思っていたのに残念だ。

　でも、千菜のために買ったものでもあるので、まずは千菜が目を通して結婚式や新婚生活についてのイメージを膨らませてもらいたい。

「それにしても驚いたな。女に一切興味がなさそうな郡司が突然、結婚するなんて言うから。まさか、女性にモテモテのこの俺よりも先に結婚するとはねぇ」

「俺も自分がこんなに早く結婚することになるとは思わなかった」

　むかしから結婚願望は薄かった。それよりも医師としての知識と技術を身に着けるのが最優先。

　想いを伝えられて何人かの女性と付き合ったが、彼女の存在をないがしろにしてしまう俺はいつもすぐに振られる。でも別に気にならなかった。

　そんなことよりも俺は脳外科医として早く一人前になりたい。

　脳の病気で大切な人を亡くして悲しんで泣いていた彼女のためにも――。

「そういえば、この前聞き忘れたんだけどプロポーズとかどうしたの？　今後の参考のためにも聞かせて」

　離れて座っている距離をぐっと詰めながら三雲がそう尋ねてきた。

　今後の参考か。そういえば最近、三雲にも本命の彼女ができたらしい。

　三雲とは医学部時代からの付き合いだが、正直に言って女性関係はあまりよろしくない。付き合ってもいない女性と身体の関係を持ったり、同時にふたりの女性と付き合ったり。俺にはまったく理解できない女性との関わり方だ。

　そんな風に女性には不誠実なやつだが、同じ医師としては尊敬している。医学の知識は豊富だし、技術もある。飄ひょう々ひょうとした人懐こい性格で患者からも人気があるようで、医師としては順調にキャリアを積んでいる。

　だからこそ派手な女性関係がいつか足を引っ張って、医師としてのキャリアを台無しにするような事態にならなければいいと常に心配していた。

　でも、そんな三雲にもようやく心から愛せる女性ができたようだ。今後の参考にプロポーズについて尋ねてくるところを見ると、どうやら結婚を考えているのだろう。

　プロポーズか……。

「してないな。そういえば」

　ぼそっと答えれば、「は!?」と三雲が声をあげ、信じられないものでも見るような目で俺を見る。

「マジかよ。それで結婚とか言ってるの？　プロポーズといえば女性の憧れだろ」

「そうなのか？」

「いや、俺も男だからそのへんあまり詳しくないけど。プロポーズは大事だと思う」

「そうなのか」

　千菜との結婚が決まったのは一カ月前。

　久しぶりに実家に呼ばれて帰ってみると、父が嬉しそうに俺に報告をしてきた。

『貴利、喜べ。父さんの大親友の玉蔵と話し合った結果、あいつの娘の千菜ちゃんを郡司家に迎え入れることになった。お前、千菜ちゃんのこと好きなんだろ』

　……俺が千菜を好き？

　父はなにを勘違いしているのかと疑問に思ったが、次の言葉を聞いて納得した。

『千菜ちゃんのために、父さんと大ゲンカしてまで脳外科を選んだくらいだ。千菜ちゃんのことが好きで好きでたまらないんだろ』

　……そういうことか。

　どうやら父は勘違いをしているようだった。

　そのきっかけはおそらく九年前。俺が医者として専門にする科を決める時に父と激しく対立したことだと思う。

　その頃の俺は初期臨床研修の一年目で、翌年には自分の専門とする診療科を決めなければならなかった。

　俺の父は心臓血管外科医として有名な存在で、難しい症例のオペを数多く成功させてきた名医だ。

　祖父が開業し、現在は父が院長を務める郡司総合病院も祖父の代から心臓血管外科が有名で、全国各地から患者が訪れるほど。

　だからこそ郡司家の長男であり跡取りでもある俺も心臓血管外科医になることを周囲から期待されていたし、自分もそうあるべきだと思って医者になった。

　初期研修が始まってからいくつかの科を回ったが、やはり心臓血管外科以外の科は選択肢にまったく入っていなかった。

　そんな俺の固い意志ががらりと変わったのは、九年前に千菜の祖母が亡くなった時だ。くも膜下出血だった。

　自宅ですでに意識を失っており、救急車で病院へ搬送されて緊急手術になったが、そのまま意識は戻らずに息を引き取った。

　祖母の死から一カ月が経っても千菜は泣いていた。当然だ。彼女の両親は仕事が忙しくてあまり家にいなかったから、千菜は祖母に育てられたようなものだ。

　これから先もまだ一緒にいられると思っていた存在をある日突然失って、千菜がどれほど傷ついたか。その死を受け止められず、立ち直れなくても当然だと思った。

　そんな千菜のために、俺になにかできることはないだろうか――。

　彼女の泣いている姿を見てふとそう考えている自分がいた。

　そして気が付いた。

　俺は、千菜の祖母の命を奪った脳の病気を治せるよう脳神経外科医になろう。

　だからといって千菜の祖母はもう戻ってはこないが、同じような病気で苦しむ人を助けたい。それが千菜のために俺ができる唯一のことのような気がした。

　それまでの俺にとって医者になることは義務のようなものだった。

　実家が病院を経営していることもあり祖父も父も医者。もっと言うと俺の母も医者で、親戚にも医者が多いという環境で育ったから、当然のように自分も将来は医者になるのだと子供の頃から思って生きてきた。

　医者になることに特別な理由や目的なんてなかった。

　だけど、あの日。俺は初めて医者になりたい明確な理由ができた。

　千菜のために――。

　俺は、専攻を脳神経外科に決めて後期研修を受けることにした。

　もちろん父には猛反対された。郡司総合病院の跡継ぎを俺ではなくて十歳年下の弟にするとも言われて、俺はあと少しで郡司家から勘当されてしまうところだった。

　けれど、事情を話したところ納得してもらえた。

　父は厳しいが情に厚い人間だ。千菜の祖母の死をきっかけに俺が脳神経外科医になることを決めたのだと打ち明ければ、『さすが俺の息子だ』と応援してくれた。

　もしかして、そのことがきっかけで父は、俺が千菜を好きだと思い込んでいるのかもしれない。だから俺を千菜と結婚させようとしているのか……。

　でも、俺は千菜に恋愛感情を持っているわけではなかった。

　千菜のことは子供の頃から知っているんだ。歳だって八つも離れている。恋愛感情なんて持つはずがない。

　そう思っていたが、本当にそうだろうか。俺は、改めて自分の気持ちを考えてみた。

　祖母の死を悲しんで泣いている千菜を見て胸が痛んだ。幼い頃から知っている、いわば妹のような存在の千菜の泣いている姿が痛々しくて、気が付くと自分にできることを必死に探していた。

　その結果、脳外科医になる道を選び、そうすることが千菜のためになると思った。

『相手のためになにかをしたいと思う。それはもう恋……いや、愛なんだぞ、貴利』

　そんな父の言葉で気が付いた。

　どうやら自分でも気が付かないうちに、俺の中で千菜は大切な存在になっていたらしい。

　そう自覚した瞬間、なんだかとてもすっきりとした気持ちになった。

　祖母を失って悲しむ千菜のために、俺にできることはなんなのか。そんなことをずっと考え続けていた過去の自分の行動にも納得ができた。

　俺は千菜に惚れている。

　千菜のためならなんでもできるような気がしたし、この先も彼女が俺のそばにいてくれる未来を想像したら、なんともいえない幸福な気持ちで満たされた。

　そして、俺は千菜との結婚を決めた。

　でも、どうやら千菜は俺のことが嫌いらしい。四年振りに再会した時にはっきりとそう告げられてしまった。

　なぜだ。俺がいったい千菜になにをしたというんだ。まったく思い当たる節がない。

　嫌われるようなことはしていないはずだが、面と向かって千菜に好きじゃないと言われた時は平気なふりをしたが結構傷ついた。

　それでも俺は千菜と結婚がしたい。

　でも、千菜はあまり乗り気ではない様子だ。そんな千菜をどうしたらその気にさせられるのだろう。

　もしかしたら、しっかりとプロポーズをすれば千菜も俺との結婚を受け入れてくれるのかもしれない。

　父親同士が決めた結婚なので必要ないと思っていたが、三雲が言う通りやはりプロポーズは大切なようだ。

「三雲。彼女にプロポーズをしたいと思うのだが、どうすればいい」

「いや、俺がそれを参考にしたくてさっきお前に聞いたんだけど」

　まぁいいかと呟いて、三雲が教えてくれる。

「まずは婚約指輪を買う。それを渡して、結婚してくださいって言えばいいんじゃないか」

「なるほど。指輪だな」

「指輪と言ってもそんじょそこらの指輪じゃないぞ。エンゲージリングだ。高価なものを貰った方が女性は喜ぶ。もしよかったら俺がかつての彼女たちに贈って喜ばれたブランドを教えてあげよう」

「それは助かる。ありがとう」

　正直に言って俺は指輪とかそういう系のものに弱い。というか興味がない。

　三雲が教えてくれるのなら助かる。さっそく今度の休みにでも買いに行こう。千菜との結婚のためなのだからお金はいくらでも出すつもりだ。

「あっ、そうだ。プロポーズと言えば定番のポーズがあるんだけど知ってる？」

　なぜか三雲がにやけ顔で尋ねてくるので、俺は首を横に振る。

「いや、知らないな。そんなものがあるなら教えてくれ」

「もちろん。よく見とけよ。こうするんだ」

　三雲は立ち上がると、俺の正面へと移動してその場に片膝をついた。背筋を伸ばして、両手で持った缶コーヒーを俺に差し出す。

「この缶が指輪のケースだとするだろ。こうして彼女の前にひざまずいて、指輪の箱をぱかりと開ける。そして、彼女の目をしっかりと見つめて言うんだ。俺と結婚してくださいって」

　なるほど。三雲は俺にわかりやすくジェスチャー付きでプロポーズの定番のポーズというものを教えてくれたらしい。

「男がプロポーズをする時はこうするって決まっているんだ。みんなしている」

「みんなしているのか。わかった。ありがとう三雲。さっそく実践しようかと思う」

「おお。頑張れ」

　健闘を祈ると三雲が俺の肩を軽く叩いた時、「郡司先生」と女性の声が俺を呼んだ。

　そちらに顔を向けると、パンツスタイルの白衣を着た女性がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

　俺と同じ脳外科病棟の麻あさ宮みやさんという看護師だ。はっきりとした年齢は知らないが俺よりも年下で、多分二十代後半だろうか。

「こんなところでまた三雲先生と休憩ですか。高たか松まつ先生が探されていましたよ」

「高松先生が？」

「明日のオペのことで確認したいことがあるそうです」

「そうか」

　高松先生は港町総合病院の脳神経外科で部長を務めている俺の上司だ。その先生が俺を探しているのだから早く戻らなければ。

　飲みかけの缶コーヒーを急いで飲み干していると、三雲の視線を感じた。

「郡司、明日オペ入ってるの？　確かお前、おとといが当直で昨日は日勤。今日だって休みなのに呼び出しで出勤してこのまま泊まり。で、明日はオペ。ハードだな」

「問題ない。いつものことだ。それに、仮眠は取れる」

　医者である祖父と両親がプライベートを後回しにして患者を診ている姿を幼い頃から近くで見てきた。

　実際に俺も同じ職についてみると、連日の泊まり込みは当たり前だし、定時で帰れることなんてほとんどない。

　自宅に戻れても呼び出しの当番日になっていると、患者の容体の急変や緊急オペが入れば深夜や未明でもすぐに連絡がくる。

「で、明日はなんのオペ？」

　三雲が尋ねてくるので俺は答える。

「脳のう腫しゅ瘍ようだ。高松先生が執刀する。俺はその助手に入る」

　患者は六十五歳、男性。断続的な頭痛が続いたため受診。脳ＭＲＩの結果、脳腫瘍の疑いがあり、明日、幹部摘出手術を受ける予定になっている。

　俺は、ソファから立ち上がると飲み終えた缶コーヒーをゴミ箱に捨てた。

「それじゃあ三雲。俺は戻る」

「俺はもう少し休憩してく。じゃあな」

　ひらひらと手を振る三雲に背を向けると、「郡司」と呼び戻される。

「プロポーズうまくやれよ」

「ああ、もちろん」

　俺は深く頷いた。

「えっ、プロポーズって……。郡司先生、ご結婚されるのですか？」

　すると、そばに立っていた麻宮さんが驚いたような声をあげて俺を見る。

「あれれ。沙さ紀きちゃんったらそんなに驚いた顔しちゃって。郡司が結婚するって知ってショックなのかな？」

　麻宮さんの反応を見た三雲が茶化すように声をかけた。

「そ、そんなんじゃありません。それと名前で呼ばないでくださいっていつも言っているじゃないですか三雲先生」

「別にいいでしょ。俺と沙紀ちゃんの仲なんだから」

「どんな仲ですか！」

　普段は物静かな印象が強い麻宮さんが三雲に対して大きな声を張り上げている。

　それに、さっきの三雲の言葉が気になる。『俺と沙紀ちゃんの仲』とはどういうことだ。俺の知らない間に、ふたりはどんな仲になっているんだ。

「もしかして、付き合っているのか。だが三雲、お前には彼女がいるはずだろ」

　確か三雲の彼女は病院関係者ではないはずだ。そうなると、こいつは懲りずにまた二股をかけているのか。しかも相手は俺と同じ病棟の看護師の麻宮さん。これは放ってはおけない。

「ほら、三雲先生。真面目な郡司先生が誤解するので適当なことを言うのはやめてください」

「郡司に俺と付き合っていると思われたくないなんて、やっぱり沙紀ちゃんは郡司のことが好――」

「やめてください」

　俺を除けものにして三雲と麻宮さんがなにやら言い合いを続けている。その様子を黙って見守りながら、とりあえずこのふたりが付き合っていないことはわかって安心した。

　俺は言い合いを続けているふたりのそばから静かに離れると、足早に高松先生のもとへと向かった。










どちらが本当？




　お昼過ぎの館内は利用者もまばらでゆったりとした時間が流れている。一日の中で私が最も好きな時間帯だ。

　ここ港町図書館は、市街地にある本館から少し離れた場所に位置する分館で、比較的こぢんまりとした造りになっている。勤務する司書の数もそれほど多くなく、利用者の多くも近隣住民というアットホームな雰囲気の図書館だ。

「三冊ですね。二週間後の土曜日の返却となります」

　貸し出し処理を終えた本を笑顔で手渡すと、目の前の女性の表情も明るくなる。

「お借りしますね」

　港町図書館の常連で、今年七十一歳になる中なか澤ざわ春はる子こさんは、カウンターに薄紫色の風呂敷を広げると借りた本を丁寧に包んだ。そしてそれを片手で持とうとした時、ふらりと身体がよろめく。

「春子さん。本、重たくないですか？」

　そう声をかけると、春子さんは笑顔で首を横に振る。

「大丈夫だよ。このくらいならいつもしっかりと持って、家まで歩いて帰るからね」

　娘さんの家族と同居しているという春子さんの自宅は港町図書館から歩いて十分ほどの場所にある。

　読書が趣味だという春子さんは港町図書館が開館した三十年前から通っているらしく、今も毎週欠かさずに通い続けている。

　もしかしたら、この図書館に勤務して四年目になる私よりも館内に並ぶ本について詳しいかもしれない。

「借りた本、入口まで持ちますよ」

　この時間帯の館内は比較的落ち着いている。私の他にもカウンターで仕事をしている同僚がいるので、彼女に声をかけてから私はカウンターを出た。

「いつも悪いわね、千菜ちゃん」

「いえいえ」

　私たちは図書館の司書と利用者という関係だけど、お互いを『千菜ちゃん』『春子さん』と呼び合う仲だ。

　というのも、春子さんは九年前に亡くなった私の祖母に雰囲気がとてもよく似ている。だから一方的に親近感を抱いてしまい、春子さんが本の貸し出しに来るたびに声をかけていた。

　ある日、春子さんに亡くなった祖母と似ていることを打ち明けると、彼女も私のことを孫のように接してくれるようになり、それ以来、親しくさせてもらっている。

「そういえば春子さん。定期健診にはしっかりと行きましたか？」

　風呂敷に包まれた本を両手で抱えるようにして持ちながら、春子さんのゆっくりとしたペースに合わせて館内を移動する。

　持病に高血圧があり、薬を飲んでいるという春子さんは定期的に病院で検査を受けている。でも、大の病院嫌いで、家族に強制的に連れられるようにして仕方なく通っているそうだ。

　私としては、祖母に似ていて親近感を抱いている春子さんには元気に長生きしてほしい。だから、しっかりと定期健診を受けて、もしもなにか大きな病気に繋つながるようなものが発見されたら、少しでもその症状が軽いうちに治してほしい。

　突然、家で倒れて亡くなってしまった祖母みたいにはならないでほしいから――。

　すると、そんな私の不安を感じ取ったのか春子さんが穏やかに笑いかける。

「大丈夫だよ。私は千菜ちゃんのおばあ様の分も長生きして、千菜ちゃんを見守らないといけないからね。定期健診も来週しっかりと行くよ」

「それなら安心です。長生きしてくださいね、春子さん」

「当たり前さ。この図書館にもまだまだ読んでいない本がたくさんあるからね。それをすべて読むまでは死んでたまるもんですか」

「さすが春子さん」

　身体はやっぱりそれ相応に歳は取ってしまうけど、春子さんの心は若々しい。

「そういえば、お宅の館長さんも入院しているんだって？」

　入口に着いて、私が代わりに持っていた本を受け取ると、春子さんは尋ねてきた。

「そうなんです。詳しくは知らないんですけど肺が悪いらしくて」

「そうなのね。あの館長さんももう歳だから」

　春子さんは心配しているけど、副館長の話によると館長の病気は命に係わるものではないらしく、手術の必要もないとのこと。病院でしっかりと治療を受けて、回復できたら退院になるそうだ。

「職員を代表して私が今日お見舞いに行くんです」

　そう言いながら、春子さんの前だというのについ深いため息がこぼれてしまった。

「あら千菜ちゃん。館長さんのお見舞いに行くのに、ため息なんてついたらいけないわよ」

「いえ、館長のお見舞いに行くのはいいんですけど、別に問題がありまして……」

「なにかあるの？」

　春子さんに尋ねられたけど、「ちょっといろいろと」とだけ答えて曖昧に濁す。

　今朝、館長のお見舞いに誰が行くのかを司書数名で話し合った結果、私が行くことに決まった。

　館長のことは嫌いじゃない。むしろ、子供の頃からの憧れである司書として私をこの図書館に採用してくれた恩人である。本のことも詳しいし、職員にも優しい素敵な館長だ。

　それなら、どうしてお見舞いに行くのをこんなにも渋っているのかというと、館長の入院先に問題がある。

　この辺りの基幹病院といえば港町総合病院で、館長はそこに入院している。つまり、貴利くんの勤務先にこれから私はお見舞いで訪れなければならなくて、もしかすると彼と遭遇してしまうかもしれないのだ。

　貴利くんが我が家を訪れて、結婚情報雑誌と婚姻届を置いていってから今日で二週間が経つ。

　仕事が忙しいのかしばらくは音信不通が続いていたけれど、おとといの夜に突然スマートフォンにメッセージが届いた。どうやら私とデートをしたいらしく、休みの予定を尋ねられた。

　デートと言っているけれど、もしかしたら結婚式場の下見に連れていかれるのかもしれない。

　確かこの前、お互いの休みが重なった日に式場を見に行こうと貴利くんが話していたから。

　デートなんて行きたくない。結婚を回避したい私にはとんでもないお誘いだ。

　だから、貴利くんからのメッセージには返信をしていない。おとといの夜から何度か届いたけれどすべて無視している。

　そんなこともあり、今は貴利くんと顔を合わせづらい。

　けれど、よく考えてみれば港町総合病院はとても大きな病院だ。貴利くんと遭遇する確率は低いのかもしれない。

　とはいえ、リスクがゼロではない以上、ここはもう忍者のように素早く病院内を移動して、なんとしてでも貴利くんと遭遇しないようにしないと。

　春子さんを図書館の入口で見送った私は、カウンターに戻って仕事をしながらそう決意した。




＊　＊　＊




　その日、仕事を終えたのは午後五時だった。

　港町図書館の閉館時間は午後八時だけれど、早番と遅番に分かれて勤務しているため、早番の私の退勤時間は午後五時なのだ。

　それもあって私が館長のお見舞い担当に抜ばっ擢てきされてしまったんだけど。

「えっと。館長が入院している部屋は……」

　港町総合病院は地下一階から八階まである巨大な病院で、私が今いる一階には受付、各診療科の外来、救急外来、それに売店やレストランなどがある。

　フロア図を確認していると、二階には内視鏡室やリハビリテーション室などがあり、三階には手術室、集中治療室、病院長室、総合医局などがあるそうだ。

　四階から七階が入院病棟になっていて、確か館長のいる部屋は五階。そこへ向かうため、少し離れた場所にあるエレベーターホールへと移動する。

　土曜日のこの時間だと診療時間はすでに終わっているので院内にはあまり人がいない。時々、私と同じように面会に来た人や、看護師や医師といった病院関係者とすれ違うだけ。

　白衣を来た人物を見るたびにビクッとするけれど、貴利くんらしき人物には遭遇していない。

　五階に到着するとスタッフステーションで名前などを記入して、館長のいる部屋へと向かう。

　開いている扉から室内の様子を窺うと、どうやら大部屋のようだ。四つほどのベッドが並んでいて、すべて埋まっている。私以外にも面会に来ている人がいるようで和やかな話し声が聞こえる。

　館長の姿を探すと、窓際のベッドにいた。なにやら管に繋がれているようだけど、わりと元気そうだ。

　白衣姿の男性医師がそばにいて、ふたりで話をしているらしい。

「おお、来てくれたのか」

　館長が私の姿を見つけると、軽く手をあげる。それに合わせて医師も振り向いた。

　ふんわりとしたショートスタイルの黒髪に、すっきりとまとまりのある小顔。身長も高いし、なかなかの爽やかなイケメン。どこか元彼のかけると雰囲気が似ていて、私の好みのタイプだ。

「かわいらしい方ですね。梶かじさんのお孫さん？」

　イケメン先生に〝かわいらしい〟と言われてしまい、私の胸がきゅんとときめく。すると、ベッドに座っている館長が「違う違う」と首を振った。

「彼女は職場の部下だよ」

「梶さんの職場っていうと、港町図書館の方かな」

　イケメン先生が私を見てにこりと微笑む。

「初めまして。梶さんの主治医をしています、三雲です」

「沢木と申します」

　イケメン先生の名前は三雲というらしい。

　爽やかな笑顔を向けられてまたも胸をきゅんとときめかせながら、私はぺこりと頭を下げた。

「ん？　沢木って名字どこかで聞いたような……」

　顔を上げると、三雲先生がなにやら私の顔を凝視している。好みのタイプの男性に、そんなにまじまじと見つめられたら焦ってしまう。

　動揺しながら視線を泳がせていると、三雲先生が尋ねてくる。

「沢木さん。お名前は？」

「えっ、名前ですか？　千菜と言います」

　なぜ名前まで尋ねられたのだろう。もしかして三雲先生も私に少しだけ興味を持ってくれたのだろうか。そうだとしたら嬉しい。私も三雲先生のお名前を聞いちゃおうかな。

　そんな淡い期待を抱いていると、三雲先生が突然ハッとしたような表情を見せた。

「ああ、なるほど。もしかして君がそうなのか」

　ジッと私を見つめながらふむふむと頷く三雲先生を見て、館長が私にこっそりと耳打ちしてくる。

「沢木さん。三雲先生と知り合い？」

「いえ、今日初めてお会いしたと思うんですけど」

　三雲先生の反応を見ると、私のことを知っているようだ。覚えていないだけで、会ったことがあるのだろうか。いや、こんなにイケメンなら絶対に忘れないと思う。

　でも、私に港町総合病院の知り合いなんていただろうかと思い浮かべる。

　身近にひとりいた……。

「あの、もしかして」

　そっと声をかけると、私の疑問に気が付いたのか三雲先生がにこりと笑う。

「俺、郡司の同期。よろしくね、千菜ちゃん」

　やっぱり。貴利くん繋がりで私を知っているんだ。

「そっかそっか。まさか俺の担当患者の梶さんの職場の子が郡司の婚約者の千菜ちゃんだったとは。世間って狭いね～」

「えっ、婚約者ってどういうこと!?　沢木さん結婚するの？」

　三雲先生の独り言のような呟きに、すかさず館長が反応をして声をあげた。

「いえ、違います。結婚しません」

　結婚話は浮上しているけれど、私は納得していないし、まだなにひとつ詳しいことは決まっていない。だから結婚については否定したものの、三雲先生が不思議そうに首を傾げている。

「結婚しないの？　郡司は千菜ちゃんと結婚するって張り切ってるよ」

　それは、あの人がひとりで突っ走っているだけです。と、心の中で呟いて軽くため息をついた。

　貴利くん……。

　お願いだから、しっかりと決まったわけじゃないのに、結婚のことをあまりぺらぺらと話さないでほしい。

　すると、館長が焦ったように私に詰め寄ってくる。

「沢木さん、いつ結婚するの？　まさか仕事辞めないよね。沢木さんにはできれば長く働いてもらいたいんだけど」

「あー、梶さんそれはどうかな」

　館長の問いに素早く答えを返したのは三雲先生だった。

「医者ってひとつの病院にあまり長くいないから。医局に入っているとその大学の関連病院にあちこち派遣されて転勤が多くなるよ。もしも郡司が遠くの病院に派遣になったら、千菜ちゃんは仕事辞めて付いていかないとね」

「沢木さん。そうなの？」

　三雲先生の話を聞いた館長が再び私に尋ねてくるので困ってしまう。

「いえ、あの、えっと」

　三雲先生……。

　イケメンですごくタイプだけど、余計な話をするのはやめてください。

「私は結婚しませんから」

　そう断言すると、館長は少しだけホッとしたような表情を見せた。

　一方で、三雲先生はなんだか複雑そうな表情を浮かべながら「郡司かわいそう」と呟いている。

　私を見てさらになにか言いたそうにはしていたけれど、次の瞬間、慌てたように腕時計に視線を落とした。

「あっ。もうこんな時間か」

　どうやらこれから他の患者さんの様子を見て回らないといけないらしい。三雲先生は慌てたように病室を後にした。

　それからは館長も結婚については特に触れようとはしなかった。私は、職員全員で購入した館長へのお見舞いの品を渡し、最近の図書館の様子を報告すると、あまり長居せずに病室を後にした。

　まさかの結婚話で驚かせてしまったけれど、館長の様子は普段とあまり変わらなくて安心した。退院するにはまだ少しかかってしまうものの、この様子だとまた元気に図書館に戻ってきてくれそうだ。

　お見舞いを終えた私はエレベーターに乗り込み、一階フロアへと戻る。

　出入口方面へと向かって歩いていると、ロビーの辺りで小学校低学年ぐらいの男の子と白衣姿の男性医師の後ろ姿を見つけてふと足を止めた。

　遠巻きにその様子を眺めていると、男の子が医師に向かってなにかを懸命に話しかけている。ここからだと男の子の声が小さくて、はっきりと内容まではわからないけれど、『お父さん』『手術』という単語が所々で聞き取れた。

　患者の家族とその主治医の先生だろうか。

　なぜかそのふたりから目が離せなくなって、こっそりと様子を見ていると、男の子が突然泣き出してしまった。溢あふれる涙を両手で必死に拭っている。

　すると、男性医師の手が男の子へとゆっくり伸びて、頭を優しく撫でた。

「大丈夫だ。お父さんの病気は俺が治す。だからそんなに心配するな」

　力強い声がロビーに響いて、ハッと気が付く。

　この声、聞いたことある……。

　後ろ姿ですぐにはわからなかったけど、もしかして男の子の頭を撫でている男性医師は貴利くんかもしれない。

　それを確認するため、男性医師の顔が見える位置へ少し移動するとやっぱりそうだ。貴利くんだ。

　私は、ふたりに気付かれない距離を保ちつつ、その様子を見つめる。

　ついさっきまでは貴利くんに会わないように院内を素早く移動していたはずなのに。その貴利くんを見つけても、なぜかこの場から足が動かない。

　今の私は、貴利くんから視線をそらせない。

　だって、泣いている男の子に向けている貴利くんの表情が、私の知っている彼とはあまりにも違うから――。

　いつもの無表情が少しだけ和らぎ、穏やかな笑みさえ浮かべている。

　貴利くんにもあんなに優しい表情ができると知って、軽く衝撃を受けた。

〝いつまで泣いていれば気がすむ。人はいつか死ぬと決まっている。それが遅いか早いかどちらかだ〟

　九年前、祖母を亡くして悲しむ私に冷たい言葉を放った貴利くん。

　きっと今頃は、患者やその家族に寄り添えない最低な医者になっていると思っていた。でも、泣いている男の子の頭を撫でる貴利くんはとても頼りになる医者に見える。

　貴利くんに優しく励まされて安心したのか、しばらくすると男の子に笑顔が戻った。

　すると、受付の方から女性が来て、男の子に声をかけている。母親だろうか。彼女は、貴利くんに頭を下げると、男の子と手を繋いで入口へと向かった。

　途中で男の子が振り向いて貴利くんに手を振ると、貴利くんもまたそれに手を振り返している。そして、男の子と母親は病院を後にした。

　それを見届けた貴利くんが、くるんとこちらに振り向いた時だった。彼とは距離を取って立っていたものの、貴利くんの視界に入ってしまったようだ。

　私を発見した彼の目が大きく見開かれる。

　見つかってしまって焦った私は、素早くこの場から立ち去ることにした。けれど、少し歩いたところで、低い声に「千菜」と呼び止められる。

　それを無視するように歩き続けていると、「待て」と手首を掴つかまれた。貴利くんが私を追いかけてきたらしい。

「なぜ逃げる」

「逃げてないよ」

　思い切り逃げようとしていたのに嘘をついた。

　掴まってしまったので大人しく振り向くと、いつも無表情の貴利くんにしては珍しく焦ったような表情を浮かべている。

「どうして千菜がここにいるんだ。どこか悪いのか」

　どうやら患者として私がここにいると思ったらしい。違うよと首を横に振る。

「上司が入院しているの。だからそのお見舞い」

「そうか、見舞いか」

　貴利くんがホッと息をつく。

「てっきり千菜がなにかの病気なのかと思って焦ってしまった。そうじゃなくてよかった。でも、よく考えてみればこの時間はもう外来は閉じているから診察に来ているわけないか」

　もしかして私を心配してくれたのだろうか。あの貴利くんが？　ロボットのように感情のない冷徹人間なのに。

　でも、さっきのあの男の子に向けていた貴利くんの表情はとても優しかった。

　無理に作った表情には見えなくて、泣いている男の子を励まして安心させようと自然とああいう表情になったのだと思う。

　人の心の痛みや悲しみをわからないような人だと思っていた。

　でも、さっきの男の子に接していた貴利くんは、私の知っている貴利くんとは違った。それに少し戸惑ってしまう。

　どちらが本当の貴利くんなんだろう……。

　そんなことを考えていると、「千菜」と貴利くんの低い声で名前を呼ばれてハッと顔を上げる。

「さっき見舞いに来たと言っていたが、上司は病気なのか？」

「えっ、ああ、うん。肺がちょっとね」

「肺がちょっととはどういうことだ。具体的な病名はなんだ」

「えっと……なんだっけ」

　忘れてしまった。副館長の話だと、館長は肺が悪いらしいけど、それがどんな病名だったのかを今すぐには思い出せない。

　でも、今さっき会った館長はなにやら管に繋がれていたけれど話もできるし元気そうだった。だからあまり深刻に考えなくてもよさそうだ。

「肺か。俺の専門は脳だからな……」

　貴利くんがぶつぶつと言っている。あまり長話をしたくはないものの、さっきからどうしても引っかかっていることがあって尋ねることにした。

「ねぇねぇ。さっきの男の子どうして泣いていたの？」

　すると、貴利くんが教えてくれる。

「あの子は俺の受け持ちの患者の息子だ。明日の父親の手術を俺が執刀する」

　そっか。お父さんの手術を控えているから、不安で泣いていたのかな。

「お父さんは大丈夫なの？」

　泣いている男の子の姿を思い出した私は、もしかしたらあの子のお父さんの病状はかなり深刻なのかもしれないと心配になった。けれど、貴利くんは「手術をすれば問題ない」ときっぱりと言う。

「あの子の父親は、慢まん性せい硬こう膜まく化か血けっ腫しゅといって、簡単に言うと脳の中で血液が溜まって塊ができる病気だ。軽い頭部外傷などがきっかけとなってじわじわと出血していくんだが、脳内の圧力が上がった時に吐いたり激しい頭痛が起きたりする」

　脳の中に血液が溜まってしまうなんて、話だけ聞くと大変な病気に聞こえる。でも、貴利くんがさっき言ったように手術をすれば問題はないのだろう。

「一カ月ほど前に通勤中に自転車で転んで頭を打って外来に来たそうだ。その時に担当した医師の記録によると、痛み止めの処方だけで様子を見ていたらしい」

「薬だけ？　でも、頭の中で出血していたんだよね」

　すぐに手術をしなくてよかったのだろうか。疑問に思って尋ねると、腕を組んだ貴利くんが説明してくれる。

「慢性硬膜化血腫の特徴なんだが、受傷してもすぐには症状が出ないんだ。だから、初めは少し頭痛があるくらいで、自力で外来受診ができる。だが、ＣＴを撮っても異常が見つからずに、大抵は痛み止めを処方して、あとは様子を見るしかない。その逆ですぐに症状が出るのは急性硬膜化血腫という」

「へ、へぇ……」

　相変わらず貴利くんの説明は細かく丁寧だ。

　そういえばむかし、貴利くんに勉強を教えてもらうことがあったけど、やたらと説明が長かったと思い出した。特に私が苦手だった数学と化学の公式を三時間くらいかけてみっちりと叩き込まれて、終わる頃にはかなりげっそりした記憶がある。

「あの子の父親も、初めの受診で確認ができなかっただけで脳内ではじわじわと出血をしていた。今朝早く激しい頭痛と嘔吐があり救急車で運ばれてきた。結果、慢性硬膜化血腫だとわかり明日の朝一で手術をする」

「そうなんだ」

「頭に穴を開けてストローのような管を通し、引圧をかけて血液を抜くんだが、局所麻酔のわりと簡単な手術だ」

「えっ……」

　頭に穴!?

　貴利くんは淡々と話しているけれど、医学にまったく詳しくない素人の私からしたら、その場面を想像するだけでブルルッと震えてしまう。

「術後も一週間ほどで退院できるし後遺症も残らない。だから、心配いらない」

「そっか。それならよかった」

　そこでようやく貴利くんの長い説明が終わった。

　あの男の子が大泣きしているから心配したけど、あの子のお父さんは貴利くんが手術をすれば無事なようで安心する。

　ホッとしたので「それじゃ、さよなら」と帰ろうとすると、「待て」とまたも貴利くんに手首を掴まれて引き戻されてしまった。

「俺の送ったメッセージは読んだか」

　やっぱり話題はこうなってしまう。

「はい、読みました」

「それならなぜ返事をくれないんだ」

「それは……」

　あなたと会いたくないからです。と、はっきりとは言えず、もごもごと口を動かす。

「千菜。俺とデートしよう。話したいこともあるし、渡したいものがある」

「渡したいもの？」

　なんだろうと気になったものの、すぐに嫌な予感がした。

　前回会った時に、結婚情報雑誌と記入済みの婚姻届を持参した貴利くんのことだ。またひとりで結婚に向かって突っ走って、余計なものを私に渡そうとしているのかもしれない。

　そう怯おびえていると、突然、救急車のサイレンが聞こえてきた。

「急患か」

　貴利くんは呟くと、入口の方へ視線を向ける。

　しばらくすると救急車のサイレンが消えて、ストレッチャーに乗せられた患者が運び込まれていく様子がここからでも確認できた。

　その光景にふと、私の身体が固まる。

　辛い記憶だからなるべく思い出さないようにしていたけれど、九年前に祖母が救急車で運び込まれたのもこの港町総合病院だった。

　――あの日。母は仕事で出張に出かけていて、自宅には私と祖母のふたりしかいなかった。

　朝、祖母は頭が痛いと辛そうにしていたのに、私は気にかけてあげることができなくて、そのまま高校へと向かった。

　その日はテスト期間だったので午前だけの登校で、お昼頃に自宅へ戻るとキッチンで倒れている祖母を見つけた。すぐに救急車を呼んで病院に到着すると、祖母は緊急手術を受けた。

　その間、私はひとりで待合室にいたけれど、しばらくして連絡を受けた両親が到着する頃には、祖母はもう息を引き取った後だった。

　当時を思い出すと、今でも胸が痛む。

　朝、私が祖母の異変にもっと気付いてあげられていたら、もしかしたら助かったのかもしれない。元のような身体には戻れなくても、生きていてくれたのかもしれない。

　そんな後悔と突然の悲しみはしばらく続いて、その日からしばらく私は部屋にこもってずっと泣き続けた――。

「――千菜」

　祖母のことを思い出していると不意に名前を呼ばれた。ハッと我に返ると、大きな手が私の頭にそっと優しく乗せられる。

「今、なにを考えていた」

　貴利くんが私の顔を覗き込む。その視線から逃げるように下を向き、私は静かに首を横に振った。

「別に。なにも」

　祖母の時のことを思い出していた。そう貴利くんに話したところで、この人はきっとなにも感じない。

〝まだそんなむかしのことを引きずっているのか。いい加減に忘れろ〟

　きっと冷たくそう言い放って呆あきれるだけ。祖母を思って悲しむ私には寄り添ってくれない。私の知っている貴利くんはそういう人だから……。

「それじゃあ。私は帰るね」

　頭に乗せられたままの貴利くんの手を振り払おうとすると、不意に彼の手が私の後頭部へと回った。そのままぐいっと強く引き寄せられると、貴利くんの胸に顔を押しつけられる。

　えっ、なにこの体勢。

　引き寄せ方は少し強引だったものの、貴利くんに私は今抱きしめられている。密着している互いの身体に動揺して、私は思わず動きをぴたりと止めた。

　男の人に抱きしめられるのは初めてじゃない。元彼のかけるにもよく自分から抱きついていたし、そんな私をかけるがさらに強い力で抱きしめ返してくれていた。

　それなのに、まるで初めて男の人に抱きしめられた時のように緊張してしまうのは、きっと相手が貴利くんだから。

　お堅い性格の彼は、女の人に対して気軽にこんな行動を起こすような人ではない。ましてや相手は私だ。

　突然どうしたのだろう。

　ジッと身体を硬直させていると、私の頭を自分の胸に押しつけるようにして抱き寄せている貴利くんからはトクトクと心臓の音が微かに聞こえてきた。

「千菜」

「は、はい」

　密着した状態のまま名前を呼ばれて、動揺からか声が裏返ってしまう。

「俺は――」

　貴利くんがなにかを言いかけた時、彼の胸元からブルブルと振動音が聞こえた。

　すると、私の後頭部に回っている貴利くんの手の力が弱まったので、私はすぐに彼から離れて距離を取る。

　貴利くんは白衣の胸ポケットに手を入れると、赤色のストラップのついた小型の電話機を取り出して耳に当てた。

「――はい、郡司です。わかりました、すぐに行きます」

　短いやり取りの後に通話を終えると、貴利くんは小型の電話機を再び戻しながら視線を私に向ける。

「さっきの救急患者のコールがきたから」

　行ってくる――そう言い終わらないうちに貴利くんは私に背を向けると、白衣の裾を翻しながら走り去ってしまった。あっという間にその姿が見えなくなる。

『俺は――』

　貴利くんは私になにを言おうとしたのだろう。すごく気になる。

　彼が走り去っていった方向を見つめながら考えるけれど、考えたところでわかるはずもなく、私は頭をぶんぶんと振った。

　忘れよう。不意に抱き寄せられたことも、彼がなにかを言いかけたことも。

　きっと今頃、貴利くんは救急車で運ばれてきた患者の処置をしているのだろう。どんな状態で運び込まれたのかはわからない。

　でも、どうかその人が無事でありますように。その人の家族が悲しい思いをしませんように。貴利くんが助けてくれますように。

　祖母を亡くして悲しんだ自分を思い出しながら、顔も知らない患者さんの無事を祈って、私は港町総合病院を後にした。










君の笑顔～side　貴利




　港町図書館に来るのは何年振りになるだろう。

　高校生の頃はこの場所でよく勉強を……という口実を作って、図書館に本を借りに来る千菜に会いに来ていた。

　たくさんの本に囲まれて目をキラキラと輝かせている千菜の横顔を見るのが好きだった。あの頃はまだそれは恋愛感情とはほど遠くて、ただ純粋に千菜の笑顔に惹ひかれていた。

　港町図書館は俺の実家や当時通っていた高校からは少し距離がある。そんな俺がここで勉強しているのを、当時小学生だった千菜はいつも不思議そうに見ていた。

　千菜の自宅は港町図書館からわりと近くにあり、学校帰りに彼女はよく本を借りに来ていた。司書とも顔見知りのようで、仲良く本の話をしていたし、あの頃から司書になりたいと夢見ていた千菜はどうしたら司書になれるのかを真剣な眼差しで尋ねていた。

　ある日、小学校高学年にしては背が低かった千菜が、棚の高いところに並んでいる本を取ろうと必死に手を伸ばしている姿が目に入った。

　つま先で立っているせいかふらついて転びそうになっているのが心配で、俺は慌てて駆け寄ると、後ろから手を伸ばして千菜が取ろうとしている本を取ってあげた。

『ありがとう、貴利くん』

　本を受け取りながら、千菜は笑顔で俺にお礼を言った。

　――そうだ。あの頃、千菜はまだ俺によく笑いかけてくれた。

　それなのに、笑顔を向けてくれなくなったのはいつからだろう。

　いつも俺を睨むように、どこか警戒するように距離を取り始めたのはいったいなぜなんだ。

『私はあなたが好きじゃない』

　どうして俺は千菜に嫌われてしまったのだろう。

　俺はただ、あの頃のように千菜の笑顔が見たいだけなのに――。




「――ここに戻せばいいのか？」

　いつかの懐かしい光景を思い出すかのように、片手に本を持つ千菜が、背の高い棚の上段に向かって思い切り手を伸ばしていた。俺は、その背後から少し手を伸ばして千菜の本を奪うと、彼女の代わりに書棚に戻してあげる。けれど……。

「違うよ。そこじゃなくて、そのもうひとつ上」

　どうやら別の場所だったらしく注意されてしまった。

「別にここでもそれほど変わらないだろ。同じ棚だ」

「ダメ。本にはちゃんと分類があって、その通りに排架しないと利用者さんが探せなくなる」

「ハイカ？」

「本を分類通りに棚に戻すの」

「分類……」

　もしかしてこの背表紙の下に貼ってある小さなラベルのことだろうか。

　なにやら細かく数字が書かれているが俺にはなにを意味しているのかさっぱりわからない。けれど、どうやらここに書かれている通りに本を並べないといけないらしい。

「どこだ。ここか？」

「違う。そのふたつ隣」

「ここか？」

「そう、そこ」

　無事に本を所定の位置に戻すと、千菜が俺に「ありがとう」と言う。でも、やっぱりあの頃のような笑顔はない。

「近くに脚立がなかったから助かった。いつもはこの辺にひとつあるんだけど、誰かがどこかに持っていっちゃったのかな」

　そう呟いてきょろきょろと辺りを見回している千菜はどうやら、普段は棚の高い段にある本を戻す時は脚立に上っているらしい。

　それにしてもなんとなく同じジャンルで並んでいるだけだと思っていた本だが、そんなに厳しく場所が決められているとは知らなかった。

「なぁ、分類ってなんだ？」

　どうやらそれに従って本を並べているらしい。気になって千菜に尋ねてみると、説明するのが面倒くさいというような視線を俺に向けつつも教えてくれる。

「日に本ほん十じっ進しん分ぶん類るい法ほうっていうのがあって、図書館の本はすべてそれに従った数字が付けられているの。例えばこの棚だと社会学系の本が並んでいるから、ラベルの上段に書かれている数字は三から始まっているでしょ。これが歴史の本だと数字が二から始まって、芸術だと七、文学だと九っていう風に十個のグループに分かれているんだよ。そこからもっと細かく分けていくんだけど、例えば医学だと四の次に九の数字が――」

「わかった。もういい」

　千菜の説明が思ったよりも長くなりそうなのと、だいたいのことはわかったので話を途中で切った。すると、千菜が俺を鋭い視線で睨んでくる。

「自分だってこの前、病気の説明をひたすら続けたくせに。頭に穴を開けるとか言うから、鳥肌立ったんだけど」

　いつの話をしているのかと思えば、一週間前の時のことか。確かに千菜に、慢性硬膜化血腫の話をしたが簡潔に述べたつもりだ。

「というか、貴利くんがどうしてここにいるの」

　片手に抱えていた残りの本を棚に戻しながら、千菜が小声で俺に尋ねてくる。図書館で大声はいけない。そう思い、千菜に近付くと俺も小声で答えた。

「千菜が連絡をくれないからだろ」

　自宅に会いに行ったら、今日は仕事だと千菜の母親に言われたので職場に来てみた。けれど、千菜は迷惑そうな顔を俺に向ける。

　彼女は子供の頃から感情が表に出やすい。

　一週間前も、救急車で急患が運ばれてきた場面を見た時の千菜の表情は固まっていた。次第に悲しみを帯びていくその瞳に、彼女がいったいなにを考えているのかなんてすぐに理解ができた。

　祖母が亡くなった日のことを思い出していたのだろう。気が付くと俺は千菜を自分の方へと引き寄せていた。その後にどんな言葉をかけたらいいのかはわからなかったが、今にも泣き出しそうな千菜をただ抱きしめたくなった。

「デートがしたいんだ。千菜の予定を教えてほしい」

　少し前から何度も同じメッセージを送っているはずなのに、なぜか千菜は返信をくれない。

　これでは予定が立てられない。病院から呼び出されたらすぐに潰れてしまうような俺の貴重な休日と、千菜の休日がどこか重なる日はないのだろうか。

　婚約指輪はすでに購入済みだ。あとはプロポーズとともに千菜に渡すだけだというのに。

「今は仕事中だからその話はしない」

　千菜がこの場から歩き去ってしまうので、その後を慌てて追いかける。

　一週間以上振りの休日をようやく手に入れて千菜に会いに来たんだ。今日こそはなんとしてでもデートの約束を取り付ける。そうでないと次に会えるのがいつになってしまうかわからない。

「千菜の仕事はいつ終わる？　それまで待っているから」

「待ってなくていいよ。休みの日を教えればいいんでしょ。連絡するから」

「嘘だな。そう言って、また俺を無視する気でいるんだろ」

　そう返せば、千菜から「うっ」という声が漏れる。どうやら図星をつかれて言葉に詰まったらしい。

　こうなったら、なんとしてでも千菜に休みの日を教えてもらわなければならない。

　俺としては早く千菜にプロポーズをしたいんだ。親が決めたこの結婚に千菜も前向きになってほしい。どうか俺と結婚してほしい。

　でも、彼女の気持ちはなかなか俺に向いてくれない。

　俺は千菜が好きなのに……。

「――千菜は、そんなに俺が嫌いか？」

　前を歩く千菜の腕を掴んで引き止めた。彼女が驚いたように俺を振り返る。

「教えてくれ。どうして俺が嫌いなんだ。俺はできれば千菜に好かれたい。俺に不満があるなら直す。だから、冷たい態度を取るのはもうやめてくれ」

「ちょ、ちょっと貴利くん。みんな見てるよ」

　千菜が焦ったように辺りをきょろきょろと見回している。

　俺だって、周囲の視線が向けられていることには気付いている。でも、千菜を手に入れたくて必死なんだ。だから、そう簡単にこの手は離せない。

「千菜。頼むから、あの頃みたいに俺に笑顔を向けてくれ」

「貴利くん」

　縋すがるように告げると、千菜の表情に動揺が浮かぶ。本当に、彼女は自分の感情がすぐ表情に出るからわかりやすい。

〝俺に笑顔を向けてくれ〟

　ただそう言っただけなのに。俺は、千菜をこんなにも困らせてしまっている。それほど彼女は俺が嫌いなのかもしれない。

　俺は千菜が好きなのに。彼女は俺を好きになってはくれない。

　それが歯がゆくて、思わず千菜の腕を掴む手に力がこもってしまう。すると千菜が驚いたように俺を見るから、慌てて力を緩めた。

「すまない」

　静かにそう告げて、千菜の腕を離した、その時――。

「中澤さん！　大丈夫ですか!?」

　少し離れた場所から大きな物音がしたと同時に、女性の悲鳴のような声が聞こえた。それに千菜がすぐに反応する。

「春子さん？」

　カウンターのある方へ視線を向けると、その目が大きく見開かれた。

「春子さんどうしたんですか!?」

　千菜が慌てて駆け寄っていく。

　そこには年配の女性が尻もちをついて座り込んでいた。辺りには数冊の本が散らばっている。

　女性は立ち上がろうとしているようだが、身体に力が入らないのか再び座り込んでしまった。

「春子さん大丈夫ですか」

　千菜が、女性の背中に手を添えて声をかけている。でも、春子さんと呼ばれた女性の方は千菜に視線を向けるものの、その様子はどこかぼんやりとしていた。なにかをしゃべろうとはしているものの呂ろ律れつが回っていない。

「小こ谷たにさん。春子さんになにがあったんですか」

　カウンターにいる女性に千菜が声をかけると、動揺や焦りからか小谷さんと呼ばれた彼女は早口で状況の説明を始めた。

「あのね、えっと……ええっと、中澤さんが借りた本をいつものように風呂敷に包もうとしたの。そうしたら、両手で持ち上げた本を突然落として、倒れちゃって」

　それを聞いた俺は、中澤さんという年配の女性へ再び視線を向けた。

　意識はある。大丈夫そうだ。

　でも、気になるな――。

「千菜。ちょっといいか」

　足早にふたりのもとへ向かうと、不安そうに中澤さんの背中をさすり続けている千菜を押し退けるようにして、俺は中澤さんの隣に片膝をついてしゃがんだ。

「港町総合病院で医師をしている郡司といいます。すみません、少し触ります」

　先ほどからいくつか気になる症状が見られたため、中澤さんに声をかけながら身体の状態などを確認していく。

　すると、やはり言葉をうまくしゃべれなくなっていることと、左半身に力が入らなくなっているようだ。

　それらから察するにおそらく――。

「千菜。すぐに救急車を呼ぶんだ」

　そう声をかけるけれど返事がない。

　ちらっと横目に千菜を見ると、動きが固まっている。その顔色は青白く、胸の前できつく握っている両手が小刻みに震えていた。

　もしかして、また祖母の時のことを思い出してしまったのだろうか。

「救急車ですね。私が呼んできます」

　すると、千菜の同僚の女性――小谷さんが声をあげて、カウンターの奥へと駆けていく。

「中澤さん。少し横になりましょうか」

　座っているのが辛そうだったので、力の入っていない左側を上にしてゆっくりと寝かせる。

　中澤さんはおそらく脳になにかしらのダメージを受けているはずだ。言語障害と片へん麻ま痺ひはそのためだと思う。ＣＴとＭＲＩを撮ってみないとはっきりとした判断はできないが、場合によってはすぐに治療を始めないと手遅れになることもある。

　千菜は大丈夫だろうか。

　おそらく中澤さんとは親しい間柄にあるのだろう。彼女のことを千菜は〝春子さん〟と名前で呼んでいたから。

　そうだとしたら、なおさらこの女性を助けたい。

　千菜の目の前で彼女の大切な人をもう誰も死なせない。千菜を悲しませて泣かせたくはない。

　そんな決意とともに、中澤さんの容態の少しの変化も見逃さないように気を配りながら、俺は救急車の到着を待った。










初デートは波乱の予感




　港町図書館に救急車が到着した頃、春子さんの意識はだんだんと遠くなり、次第に悪化しているように見えた。

　私たちにはいったいなにが起こったのかわからないまま、春子さんは救急車で運ばれていった。

　付き添いとして図書館の責任者である副館長と、倒れてしまった春子さんの対応をしていた医者の貴利くんが同乗した。

　その後、図書館はしばらく騒然としていたが次第に落ち着きを取り戻していき、その頃には私もだいぶ冷静になっていた。

　春子さんは大丈夫だろうか……。

　そんな心配を募らせながらその日の業務を終えた。

　翌日、出勤すると朝礼で副館長から春子さんについての報告があった。

　春子さんは、貴利くんの勤務先である港町総合病院へと運ばれたそうだ。検査の結果、軽い脳梗塞を起こしていることがわかり、すぐに緊急の治療が行われたらしい。

　今は命に別状もなく入院をしているとのことで、ひとまず安心だ。

「沢木さん。ちょっとこの本見て。こんなにぶよぶよに膨れちゃって、かわいそうだと思わない？」

　午後、カウンターの裏にある部屋で仕事をしていると、同僚の小谷さんがやって来た。彼女と私は同じ頃に港町図書館に採用された同期で、歳は小谷さんがひとつ上。

　茶髪のボブヘアーにバッチリメイク。見た目は派手な小谷さんだけど、時代小説を愛読している歴史ヲタクだ。

　小谷さんは手に持っていた一冊の本をテーブルにそっと置いた。おそらく水に濡れてから乾いたのだろう。大きさが二倍ほどに膨れてしまっている。

「この本を借りていた人がお風呂に落としちゃったらしいの。まったく、図書館の本を風呂の中で読むなっつーの」

　綺麗な人なのに、小谷さんは少々口が悪い。カウンターではおしとやかに振る舞っているものの、私をはじめとした同僚の前だと本性を出してしまう。

「三十代の男なんだけどさ、弁償ですって言ったらあからさまに苛いら立だち始めて。同じ本を購入して持ってきてくださいって言ったら、めんどくせぇって言って現金をカウンターに叩きつけたんだよ。ひどいと思わない？」

「そ、そうですね」

　どうやら小谷さんはかなり怒っているらしい。その剣幕に少したじろいでしまった。

　私がこの場所で静かに仕事をしている間に、まさかカウンターでそんなトラブルが起きていたなんて。

　図書館の本は市民のお金で買った市の備品だ。貸し出し中に利用者の方が汚してしまったり破損させてしまったりすると、同じ本を弁償してもらうことになっている。

　その方法も現金を受け取ることはできなくて、書店やネットなどで購入して持ってきてもらう。

「それで、その後どうなったんですか？」

「私だけじゃ対応できないから副館長を呼んだの。そしたらその男が急に大人しくなって、素直に弁償手続きに応じてくれた。同じ本を買って今度持ってくるって」

「そうですか。お疲れ様です」

「うん。マジで疲れた」

　小谷さんは私の隣のイスを引くとそこに勢いよく腰を下ろした。

　弁償手続きに相当な神経を使ったのだろう。小谷さんはテーブルに顔を突っ伏した状態でしばらくぐったりとしていたけれど、少しすると顔をむくっと持ち上げた。

「そういえば、中澤さん無事でよかったよね。昨日は本当に焦ったよ」

　春子さんが倒れた時にそばにいたのも、救急車を呼んでくれたのも小谷さんだ。

　あの時、私は春子さんにとっさに駆け寄ったものの、祖母の姿を重ねてしまい動けなくなってしまったから。

　小谷さんが水に濡れて膨れ上がった本を撫でながら口を開く。

「中澤さんのご家族の話だと、救急車を呼ぶのが早かったから、病院に到着してからの治療がスムーズにできたって言ってたよね。私たちが感謝されたけど、全部あのお医者さんのおかげだよ」

　今日の午前中、春子さんの娘さんが図書館を訪れて、素早い対応で救急車を呼んでくれたことへのお礼を言われた。

　でも、私たちはなにもできなかった。救急車を呼ぶ判断が早かったのもあの場に医者の貴利くんがいてくれたから。きっと私たちだけだったら昨日のような迅速な対応は取れなかったと思う。

　小谷さんの言う通り貴利くんのおかげだ。貴利くんがいてくれて本当によかった。

　港町総合病院に運ばれたのなら、救急車に同乗した貴利くんがそのまま処置をしてくれたのだろうか。貴利くんの専門は脳らしいから。

「ねぇねぇ。沢木さんはあのお医者さんと知り合い？　あの人、沢木さんのこと〝千菜〟って呼んでいたでしょ」

「はい。ちょっとした知り合いです」

「どういう関係？　もしかして彼氏？」

「ち、違います。ありえません」

　私は慌てて否定した。

「貴利くんとは、お互いの父親同士が友達なので知り合いというだけです」

「ふうん。あの人、貴利っていう名前なんだ。名字は？　年齢は？」

「どうしてそんなに詳しく知りたいんですか」

　不思議に思いつつも貴利くんの名字と年齢を教えると、小谷さんはうっとりしたように微笑んだ。

「郡司さんって言うんだ。年齢は三十四だと私より七つ年上になるのかな。また会いたいかも」

「小谷さん？」

　その反応は、もしかして貴利くんのことを気に入ってしまったのだろうか。

「カッコよかったなぁ、郡司さん。中澤さんが倒れちゃった時、私たちはみんなパニックになっていたけど、あの人だけ冷静に対応している姿が素敵だった」

「それは医者だから当たり前ですよ」

　むしろあの場で貴利くんも私たちと一緒にパニックになっていたら医者失格だ。

　昨日よりももっと過酷な場面はたくさんあるだろうし、悲惨な場面だって経験しているはず。命が助かるか助からないか。そういう緊張感の中に貴利くんは身を置いているんだ。

　そう思ったら、改めて貴利くんの医者という仕事の偉大さを感じた。

　彼の場合は実家が総合病院を経営しているから、自分もいつかは医者になると当たり前のように決めていたのかもしれない。

　貴利くんの家族や親戚には医者が多いし、おじいさんとお父さんは心臓治療においてかなりの有名人だ。テレビや雑誌で特集を組まれているのをたびたび目にするし、全国から患者が集まってくるほどの名医。

　そう考えると、貴利くんはどうして専門を心臓にしなかったのだろうかとふと疑問が浮かんだ。

　いつかは郡司総合病院を継ぐのなら、おじいさんとお父さんと同じように心臓治療のプロフェッショナルになる道を進みそうなのに。貴利くんの専門は脳だ。

　そんなことをぼんやりと思っていると、カウンターで貸し出し業務を行っていた同僚がひょいっと顔を覗かせた。

「あっ、沢木さん発見。ちょっと書庫の本頼まれちゃったんだけど、代わりに行ってもらってもいい？　今、カウンターに私しかいないから外せなくて」

「わかりました。行ってきます」

「お願いね」

　同僚から書庫本の依頼票を受け取ると、私はさっそく地下にある閉へい架か書庫へと向かった。




　その日、仕事を終えて自宅に戻ると母はまだ帰っていなかった。

　そういえば、今日は日帰りで地方での講義が入っているから、戻りは遅くなると言っていたと思い出す。

　簡単に夕食の準備をして、バラエティー番組を見ながら食べていると、テーブルに置いていたスマートフォンが振動した。ディスプレイに表示されているのは貴利くんの名前だ。

　いつもなら出るのをためらってしまうけれど、今日は違う。口の中の食べ物を慌てて飲み込むと、私はスマートフォンを耳に当てた。

《千菜？》

　貴利くんは、まさか私が電話に出るとは思っていなかったのかもしれない。声に感情が乗らない彼にしては珍しく驚いているのが声の様子で伝わった。

「貴利くん。春子さん……中澤さんの様子は？」

　副館長やご家族の説明では命に別状はないと言っていた。でも、脳の病気だ。後遺症が残ってしまう場合もある。

　副館長とご家族にはあまり詳しく聞けなかったけれど、貴利くんなら知っているはず。そう思って早口で尋ねると、貴利くんからの返事はしばらく戻ってこなくて、少しすると低い呟き声が聞こえた。

《……なるほど。いつも俺からの電話を無視しているくせに、珍しく出るからどうしたのかと思えば。中澤さんの様子が知りたかったのか》

　その声はどこか不満そうだ。けれど、私が貴利くんの電話にすぐに出た理由は当たっているのでなにも言葉を返せない。

《まぁ、いい。俺も千菜が中澤さんのことを気にかけているだろうと思って電話したから》

　そう言うと貴利くんは、春子さんが倒れた昨日から今日までのことを私に教えてくれた。

　ウケイドウミャク……とか、ケッセンヨウカイ……とか、カテーテルで……とか。相変わらず事細かに説明してくれるけど、医学の知識がまったくない私にはさっぱりわからない。

《――カテーテル術で無事に血栓の回収に成功して、詰まった血管が再び流れ始めた。血管が詰まるとその先からは血液が流れずに脳細胞は壊え死ししていく。今回は、早期に血流を再開できたからダメージを最小限に食い止められた。後遺症もそれほど残らないし、リハビリ次第で元の生活を送れるようになるはずだ》

　説明のすべてを理解できたわけじゃないけれど、とりあえず春子さんの場合は血管が脳に詰まってからわりと時間が経たないうちに病院で検査ができたため、症状が出てから早い段階でしか使用できない薬剤を点滴するという治療が行えたらしい。

　けれど、それだけでは改善があまり見られなくて、最終的には手術によって脳の詰まりを取ることになったそうだ。

　その手術というのが、カテーテルと呼ばれる細長い管を足の付け根にある血管から通していき、頭まで進めていくものらしい。頭を切らないで治療ができるから患者への身体の負担が少なくすむそうだ。

　しかし、血管を傷つけるリスクを伴うため高度な技術が必要になり、訓練を積んだ医師にしかできないとのこと。

「その手術は貴利くんがしたの？」

《いや、俺の上司だ。本当は俺が執刀したかったが、手術が連日続いているからと言われて止められた》

　病状を淡々と説明していた時とは違い、その声は少し悔しそうに聞こえた。

《だから、中澤さんを救ったのは俺の上司で俺じゃない》

「そんなことないよ」

　思わず叫んでしまった。

　確かに手術で春子さんの脳の詰まりを取ったのは貴利くんの上司かもしれない。でも、そこに至るまで、春子さんが図書館で倒れた時、すぐに脳の病気だと気が付いてくれたのは貴利くんだ。

　貴利くんがいてくれなかったら、救急車を呼ぶのが遅くなって治療が遅れていたかもしれない。そうしたら最悪の場合は命を失っていたし、重い後遺症が残ってしまう可能性だってあった。

「昨日は貴利くんがいてくれてよかった。私、春子さんのことを亡くなったおばあちゃんと重ねていて。雰囲気とかすごく似ているんだよ。だから、春子さんが無事ですごく安心した」

　貴利くんとしては、自分の手で春子さんの手術ができなかったことが悔しいのかもしれない。でも私は、貴利くんが春子さんを救ってくれたと思っている。

「ありがとう貴利くん」

　今は素直にお礼が言えた。

　彼が過去に私に言ったひどい言葉は今でもやっぱり忘れられない。

　でも、春子さんを助けてくれた時の貴利くんは医者としてとても頼もしかったし、彼がいてくれなかったら春子さんは助からなかったかもしれない。

　だから、心から貴利くんに感謝をしている。

　その思いを〝ありがとう〟の言葉に込めて伝えたものの、貴利くんからの返事はない。けれど、しばらくしていつもの落ち着いた低い声が聞こえた。

《俺は、千菜の大事な人を救えたか？》

「えっ……う、うん」

　唐突な問いに一瞬、なにを尋ねられたのか理解ができなかった。でも、すぐに気が付いて返事をした。

　私にとって春子さんは大事な人だ。これからもまだまだ元気でいてもらって、図書館に本を借りに来てほしいと思っている。

《そうか。それならよかった》

　すると、私の答えを聞いた貴利くんが、電話の向こうでホッとしたように笑った気がした。

　表情は見えないけれど、なんとなくその声の様子から柔らかく微笑んでいるように感じる。

《もっと精進する》

「うん。頑張ってください」

　そこで通話は終わった。貴利くんは休憩時間に電話をくれたらしく、まだ仕事が続くらしい。

　その夜、私は貴利くんのスマートフォンへメッセージを送った。

　内容は、私の休日の日付。

　図書館の仕事はシフト勤務で職員が交代で休みを取っている。だから、カレンダー通りの休日ではない。

　貴利くんの勤務がどうなっているかはわからないけれど、とりあえず今月と来月の私の休日を伝えた。

　すると、さっそく翌日の夜には貴利くんからの返信があり、二週間後の日曜日にデートをすることが決まった。
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　十月も下旬に入ると、朝晩は急に肌寒く感じるようになった。一方で日中は最高気温が二十五度を超える日もあり、一日の寒暖差がとても激しい。

　今日の貴利くんとのデートの服装は迷ったけれど、七分袖のワンピースにカーディガンを羽織っていくことにした。

　待ち合わせは午前十時。貴利くんが私の家に車で迎えに来てくれるそうだ。その到着を玄関の外で待っているものの、約束の時間を過ぎても貴利くんは現れない。

　五分、十分、十五分……。

「遅い」

　三十分経っても貴利くんは一向に現れる気配がなく、待ちくたびれた私はとうとう膝を抱えて座り込んでしまった。

　すると、バッグの中でスマートフォンが着信を知らせる。どうやらメッセージが届いたらしい。

　嫌な予感がしつつ確認すると、送り主は貴利くん。

【仕事で少し遅れる。必ず行くからま――】

　メッセージは不自然に途中で切れていた。おそらく【待っていて】とでも打ちたかったのかもしれない。仕事の合間に慌てて送信をしたのだろうか……。

　それにしても、少し遅れるとは具体的にどのくらいなのだろう。三十分？　一時間？　できればそこをはっきりと教えてほしかった。

　とりあえず到着にはまだ時間がかかりそうなので、いったん家の中に戻って待つことにした。

　リビングに入ると、キッチンで朝からお菓子作りに没頭している母が不思議そうに私を見る。

「あら、千菜ちゃん。貴利くんとお出かけするんじゃなかったの？」

「仕事で遅くなるって」

　バッグを置くと、私はソファにごろんと仰向けに寝転がった。天井を見つめながら、自然とため息がこぼれてしまう。

「かけるは絶対に遅れたりしなかったのになぁ」

　ふと元彼を思い出して、そんな呟きがこぼれてしまった。すると、母がすぐに言葉を返す。

「それは仕方ないわよ。貴利くんは人の命を預かるお医者さんなんだから。自分の予定よりも患者さんを優先させないといけないでしょ。千菜ちゃんも、そこをしっかりと理解しないと、貴利くんと結婚なんてできないわよ」

「私まだ貴利くんと結婚するって決めてないんだけど」

「あら、そうなの？　でも、お父さんたちはあなたたちふたりを結婚させたがっているわよ」

「私たちは勝手に決められて迷惑しているの！」

　いや、迷惑しているのは私だけだ。貴利くんはなぜかこの結婚に乗り気でいるから。

　そういえば、春子さんが倒れてしまった騒動ですっかり忘れていたけれど、あの日、貴利くんの様子がどこかおかしかった。

『俺はできれば千菜に好かれたい』

『あの頃みたいに俺に笑顔を向けてくれ』

　私に向かってそんなことを言っていた気がする。あれはどういう意味なのだろう。

　どうして私に好かれたいの？

　どうして私の笑顔が見たいの？

　貴利くんにそう言われた時の私はかなり困ってしまった。だって嫌いだと思っている人を好きになるなんて無理だし、笑顔を向けることだってできるわけない。

　でも、今はそんな気持ちが少しだけ変わり始めている。だから、あんなに拒んでいたはずのデートをする気になったのかも……。

　だからと言って貴利くんと結婚したいとは思わないけれど。

「千菜ちゃんが貴利くんと結婚してくれたらママも嬉しいのに」

　キッチンから母の呟き声が聞こえた。

　どうやら彼女も結婚賛成派らしい。敵がまたひとり増えてしまったようだ。

「千菜ちゃんが貴利くんとデートするって言うから、ママはてっきりふたりはもうそういう関係だと思っていたのよ」

「そういう関係って？」

　ソファから起き上がると、キッチンにいる母に視線を向ける。すると、うふふと笑い声が返ってきた。

「千菜ちゃん。今日は貴利くんのおうちに泊まってきてもいいのよ。朝までふたりでゆっくりと過ごしてきなさい」

　にやにやしながら私を見てくる母。その言葉に含まれた意味をなんとなく理解した私はジッと母を睨み返す。

「泊まってこないから。ちゃんと家に帰って、自分のベッドで寝るから」

　そうはっきり宣言すると、私は再びソファに寝転がった。

　ちらりと時計を見ると時刻はもうすぐ十一時になろうとしている。貴利くんは本当に来るのだろうか。

　なんだかもう今日のデートはこのままなくなってしまうような気がしてくる。この日のためにせっかく新しいワンピースを買ったのにと気持ちが沈む。

　落ち着いた黒地に白の小花柄のⅤネックのロング丈ワンピースを着れば大人っぽく見えて、貴利くんの隣を歩いても釣り合う女性になれると思った。ベージュのカーディガンだってそれに合わせて買ったのに。

　誰にも内緒だけど、私は今日のデートが少しだけ楽しみでもあった。

　貴利くんのことが嫌いなはずなのに、どうしてそう思ってしまうのか。その理由は自分でもよくわからない。

　キッチンから漂ってくるお菓子の甘い香りに包まれながら、ぼんやりとそんなことを考えているうちに、いつの間にか私は眠ってしまったらしい。

　ハッと目が覚めると、なにやら楽しげな会話が聞こえてきた。

　そちらに視線を向けると、ダイニングテーブルで母が誰かと談笑している。寝起きなのと、母の話し相手が私に背を向けているため、それが誰なのかすぐには気付けなかった。

「――おばさんのケーキはやっぱり美味しいですね」

「そうかしら。そう言ってもらえると嬉しいわ。今日はチョコブラウニーにしたのよ」

「仕事で昨日からろくに寝ていないので。その疲れも甘いもので飛んでいきそうです」

　……貴利くんだ。

　なぜか母と楽しそうにお茶とスイーツを楽しんでいる。

「あら、千菜ちゃん。起きたのね」

　母が私に気付いて声をかけると、貴利くんも振り返る。

「千菜。やっと起きたのか。待ちくたびれたぞ」

　それは、私のセリフだと思う。

　そもそも貴利くんが約束の時間に遅れて、私を待たせていたはずだ。だから待ちくたびれたのは私の方で、そのせいでうっかり寝てしまった。

　時計を見るともうお昼。すっかり熟睡してしまった自分に少し呆れてしまう。

「貴利くんいつ来たの？」

「三十分ほど前だ」

「それなら起こしてよ」

　ソファから立ち上がるとバッグを手に取り、母と貴利くんのいるダイニングテーブルへと向かう。

「起こそうとも思ったが、千菜があまりにも気持ちよさそうに寝ているからかわいそうになった」

「そこは気にしないで起こしてほしかった」

　頬を膨らまして訴えると、相変わらずな無表情で貴利くんが謝罪してくる。

「すまない。朝、病棟へ顔を出したら受け持ちの患者の容体があまりよくなくて。しばらく様子を見ていたら、千菜との待ち合わせに遅れてしまった」

「病院に寄ってきたの？　でも、今日は休みなんだよね」

「休みだ。でも、病棟にはなるべく毎日顔を出して患者の様子を診るようにしている」

　そう言われてしまえば、約束の時間に遅れたことをあまり強くは責められない。

「患者の様子はだいぶ落ち着いたが、もしかしたら呼び出しがくるかもしれない。そんな状況でも許してくれるなら、これから俺とデートしてくれるか」

　デートに行っても途中で貴利くんは帰ってしまうかもしれないということだ。

「早く行かないと、時間がなくなるよ」

　それでもいいから、私も貴利くんとデートがしたい。

「そうか。そう言ってくれてよかった」

　すると、貴利くんの手が不意に私の手を握った。その瞬間、私の心臓がトクンと跳ねる。

　ただ手を握られただけなのに、それが貴利くんの手だと思うとなぜか緊張してしまう。大きくて少しごつごつとした硬い手から伝わる熱が、少しずつ私の手に移動してくる。

　そわそわと落ち着かない私をよそに貴利くんはイスから立ち上がると、私の手を引いてリビングの入口に向かって歩き出した。

「それでは、おばさん。千菜を少し借ります」

　扉を開けながら振り向いた貴利くんが声をかけると、「楽しんできてね」と母がひらひらと手を振る。けれど、少ししてなにかを思いついたらしくその表情が輝いた。

　これは余計なことを言いそうな気がする……。

「貴利くん。千菜、お泊まりＯＫだから今夜は遠慮なくどうぞ」

「ちょっとママ！」

　やっぱりきた。

　遠慮なくどうぞとかやめて！

　焦る私をよそに貴利くんは母の言葉に含まれた意味をどうやら理解できなかったらしい。

「いえ。遠出はしないのでどこにも泊まりません。あまり遅くならないうちに千菜は家に帰しますので心配しないでください」

　相変わらず真面目というか頭が固いというか。貴利くんらしい返答を残して、私たちは家を後にした。
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　予定では車で迎えに来てくれるはずだったけれど、貴利くんは仕事で寝不足らしく運転は危険だと判断したらしい。家から歩いて十分ほどの駅から電車で移動することになった。

「どこ行く？　もうお昼過ぎてるよね」

　それほど混み合っていない電車内に並んで腰を下ろすと、私は隣の貴利くんに声をかけた。

「千菜はお腹は空いていないか。俺はさっきおばさんの作ったケーキを食べたから、空腹というわけでもない」

「え～。私はお腹空いたよ」

　今日は張り切って早起きをしたので、朝食を食べた時間も早かった。すでにお腹がぺこぺこだ。

「そうか。それなら駅に着いたらまず昼飯を食べるか」

「それじゃあ行きたいところあるんだけど、行ってもいい？」

「ああ、構わない。千菜の好きなところに行こう」

　今日のデートプランについては特に決めていない。私は十時に家の前で待っているようにしか教えてもらっていないまま当日を迎えた。

　きっと貴利くんがプランを考えてくれているものだと思っていたけど、どうやらこの感じだとそうでもなさそうだ。心配していた結婚式場の見学に連れていかれる可能性もないと思う。

　とりあえず電車に乗って桜さくら木ぎ町ちょう駅えきへと向かっているが、そこでランチを取った後の予定は未定。まぁ、着いてから考えよう。

「千菜。すまないが少し寝てもいいか」

「えっ、ここで？」

「着いたら起こしてくれ」

　そう言うと貴利くんは腕を組み、すっと目を閉じた。すぐに規則正しい寝息が聞こえてくる。

　よっぽど仕事が忙しかったのだろう。ろくに寝ていないと言っていたし。わずかな時間だけど、ここは静かに寝かせてあげよう。

　電車の揺れに合わせて貴利くんの頭もぐらぐらと揺れている。よくこの状態で熟睡できるなと不思議に思いつつ、私は視線を車窓からの景色に移動させた。

　次第に目的の駅が近付いてきているのか、景色の中に高いビルが目立ち始める。それをぼんやりと眺めていると左の肩に重みを感じた。

　すぐ隣を見ると、貴利くんが私の肩にもたれかかるようにして眠っている。

　その顔を覗き込めば、普段は無表情でどちらかというと他人にこわい印象を与えてしまう貴利くんだけど、無防備な寝顔のせいかいつもよりもだいぶ幼く見える。

　かわいいとすら思えてしまい、気が付くと貴利くんの寝顔を微笑ましく見つめている自分がいて、慌てて視線をそらした。

　電車の中で、私の肩に頭を預けてもたれかかるように貴利くんが眠っているこの体勢も本当は少し恥ずかしい。

　でも、聞こえてくる気持ちよさそうな寝息に起こすのはかわいそうだと思い、そのまま寝かせてあげることにした。

　しばらくすると目的の駅まであと一駅になったので、私は言われた通り貴利くんを起こす。

「おーい。そろそろ着くよ」

　何回か肩を揺すりながら、なるべく優しく起こしてあげると、貴利くんは私の肩に乗せている頭を勢いよく持ち上げた。そして、その目を大きく見開くと驚いたように声をあげる。

「どうした。急変か」

　……急変？

　なにを言っているのだろう。もしかして寝ぼけているのだろうか。

　寝起きの貴利くんは電車内で突然そう叫び、周囲をきょろきょろと見回している。その視線が隣にいる私を見つけると、小さく息を吐き出した。

「なんだ千菜か。どうかしたのか」

　いや、あなたの方こそどうしたの？

　私は、寝ている貴利くんを起こしただけなんだけど……と、先ほどの寝起きの叫び声に対して心の中で静かに突っ込みを入れる。

　どうやら貴利くんはここを病院だと勘違いしたらしい。これはもうそうとう疲れている証拠だ。私とデートをするよりも睡眠を取った方がいいような気がしてしまう。

　けれどそんな私の心配をよそに、電車がホームに着くと貴利くんは颯爽と降りていく。寝ぼけてはいたものの、どうやら移動中のわずかな睡眠で体力は回復したようだ。

　すたすたとホームを歩いて階段を上っていく貴利くんの後を追いかけながら改札を出た。

　それから向かったのは熟成肉が食べられるという肉バル。

　職場の同僚の小谷さんがこの店のお肉とお酒は最高だよとお昼休憩に話していたので興味があった。

　ビルの二階にある店内はほどよく混み合っている。

　日曜日だけれど平日と同じようにランチタイムサービスがあり、そのメニューの中から私はローストビーフ丼を、貴利くんは三元豚のステーキをそれぞれ注文した。セットでお酒も頼めるけれど、ふたりともソフトドリンクを選択する。

　私は飲んでもいいけれど、貴利くんはもしかしたら呼び出しがあるかもしれないからと遠慮したので私もそれに合わせてアルコールはやめた。

　それにしても、母の手作りケーキを食べたのであまりお腹が空いていないと言っていたわりに貴利くんがボリュームのあるお肉を注文したので驚いた。

　どうやら、ここ最近はコンビニのおにぎりやカップラーメンなどが続いていたので、久しぶりにがっつりと食べたくなったそうだ。

　注文していた料理が到着すると、さっそく食べ始める。私のローストビーフ丼はさっぱりとしていて、でもジューシーさもあってとても美味しい。

　食べ進めていると、貴利くんの三元豚のステーキも気になって一切れだけ貰った。絶妙な焼き加減でこちらも美味しい。

　再び自分のローストビーフ丼を食べ進めていると、目の前で大きなお肉をぱくぱくと口に運んでいた貴利くんの動きがふと止まった。両手にナイフとフォークを持ったまま、お肉をジッと見つめている。

「どうしたの？」

　その様子が気になり声をかけると、貴利くんが静かに口を開く。

「いや、大したことじゃないんだが。肉を食べているとたまにふと、初めてメスを握った時のことを思い出す」

「メス？」

「人の肉は俺が想像していたよりも硬いのだと驚いた」

　えっ？

　いったいどんな話を始めるのかと思えば、この人は突然なにを言い出すのだろう。

　想像したらゾゾゾと一気に鳥肌が立った。ローストビーフを食べようとしていた手がぴたりと止まってしまう。

　お願いだから、そういう話は食事中にやめてほしい。

　どうやら隣の席のカップルにも貴利くんの先ほどの悪気のない呟きが聞こえてしまったようで、ふたりとも微妙な表情で固まっている。

「そうだな。硬さを動物の肉で表現すると――」

「それ以上はストップ！」

　もうお口を閉じてなにも言わないで！

　放っておくとさらにリアルに話し出しそうだったので強制的に終了させた。

　このままでは聞きたくもない話を聞かされることになる隣のカップルが気の毒だ。

　楽しいお食事中に申し訳ありませんと目で訴えながら軽く謝ると、カップルは苦笑いして再び食事を始めた。

　どうして私が気を遣わないといけないんだろう、と重たいため息がこぼれてしまう。

　一方の貴利くんは、食事中にふさわしくないような話をしておきながら気にすることなくお肉をぱくぱくと口に運んでいる。

　私はというと、さっきの話で肉を食べる気が一気に失せてしまった。せっかく美味しく食べていたローストビーフ丼もそれ以降は喉を通らなくなり、残りは貴利くんがぺろりと食べてくれた。

　しばらく肉は食べられないかもしれない……。

　私にそんな後遺症を与えておきながら、何食わぬ顔で肉を食べ続ける貴利くんに腹が立つ。

　やっぱり貴利くんは貴利くんだ。空気が読めずに無神経。改めて、私はこの人が苦手だと思った。

　けれど、会計時に自分の財布から取り出したクレジットカードで私の分もさらっとお会計を済ませてくれた姿は少しだけカッコよく見えた。




　肉バルを出た後は、隣接するカフェに入った。

　貴利くんのせいで途中からお肉を食べられなくなってしまったため、まだ少し空腹な私は甘いケーキを食べることにした。満腹な貴利くんはコーヒーだけだ。

「そういえば、私に渡したいものがあるんだよね？　今貰うよ」

　この前、貴利くんからそんなことを言われた気がして尋ねてみた。でも、婚姻届や結婚情報雑誌のような類のものなら速攻で突き返すつもりでいる。

「ここではまだ渡せない。あとで渡す」

　コーヒーカップから口を離し、貴利くんはそう答えた。

　そんなにもったいぶるようなものなのだろうか。見たところ貴利くんの荷物は小振りなショルダーバッグだけ。

　どうやら私に渡したいものはその中に納まっているようだけどなんだろう……。

「――もしかして、郡司先生ですか」

　貴利くんのショルダーバッグを見つめていると、近くから女性の声が聞こえた。そこにはすらりと背の高い美人が立っていて、その視線が貴利くんを見つめている。

「麻宮さんか」

　どうやら貴利くんも彼女を知っているらしい。

「こんなところで郡司先生に会うとは思いませんでした。私は友人と待ち合わせをしているんですけど、郡司先生は……」

　彼女の視線が、貴利くんの向かいの席に座る私へとゆっくり移動した。

　目が合ったのでぺこりと頭を下げると、なぜか彼女はハッとしたような驚いた表情を見せる。

「もしかして、この方が郡司先生のご結婚相手ですか？」

　違います！

　結婚話は浮上しているけど、まだ正式に決まったわけではない。というか、私は貴利くんと結婚する気はない。

　だから、慌てて否定しようとしたものの、相変わらず空気の読めない貴利くんが先に答えてしまう。

「そうだ。彼女が俺の婚約者の沢木千菜さんだ」

　違うでしょ！

　私はまだ貴利くんの婚約者になっていない。それなのに、またひとりで突っ走っている貴利くんに呆れてしまう。

　なんだかもう否定する気も失せてしまい、ここは大人しくしていることにした。

「千菜。こちらは俺と同じ病棟で働いている看護師の麻宮さんだ」

　貴利くんが女性との関係を私に教えてくれたので、「どうも初めまして」と改めて頭を下げた。

　麻宮さんも私に「初めまして」と挨拶を返してくれたものの、私にはそれほど興味がなかったのかその視線がすぐに貴利くんへと向かってしまう。その態度に、なんだかちょっと感じが悪いなぁと思ってしまった。

「郡司先生、差し支えなければ相席してもよろしいでしょうか。待ち合わせをしている友人が少し遅れてくるそうなので。その間ご一緒させていただきたいのですが」

「ああ、構わない。千菜もそれでいいか？」

「えっ、ああ、うん。いいよ」

　まさかここで嫌だとは言えない。それに、別に嫌でもないし、麻宮さんがいようがいまいが私はどちらでもいい。

「ありがとうございます。失礼します」

　麻宮さんが貴利くんの隣に腰を下ろした。

「なにか頼むか？」

　貴利くんがメニュー表を麻宮さんに手渡す。それを受け取った麻宮さんは、近くを通った店員さんにコーヒーを注文した。

「それにしても郡司先生の婚約者がこんなにお若い方だとは思いませんでした。沢木さんはおいくつなのかしら。十代後半にも見えるけれど」

　うっ……。

　麻宮さんの言葉にケーキを食べる手が思わず止まってしまった。童顔なのは自覚しているけど、改めて言われると切ない。

　軽くショックを受けていると貴利くんが私の本当の年齢を麻宮さんに伝える。

「千菜は二十六歳だ」

「あら、そうなんですか。かわいらしい方なのでお若く見えるんですね」

「ああ、千菜は誰よりもかわいい」

　その言葉に、私は思わず飲んでいる紅茶を吹き出しそうになった。

　貴利くんから意外な言葉を貰って驚いてしまう。

　お世辞なのかと思ったけど、そういった配慮にやや欠けている貴利くんの性格を考えるとそうではない気がする。それなら本心なのだろうか……。

　でも、まさか貴利くんが私をかわいいと思っているとも思えない。

　すると、麻宮さんもきょとんとした表情で隣に座る貴利くんを見ている。同じ病棟で働いているのなら、おそらく麻宮さんも貴利くんの性格をよく理解しているはずだ。

　貴利くんは、自分の婚約者（本当は違うけど）を、『かわいい』と簡単に言っちゃうような軽い性格ではまったくないので麻宮さんも驚いているのだろう。けれど、そんな彼女の表情がだんだんと強張っていくのがわかった。

　麻宮さんは、マイペースにコーヒーを飲んでいる貴利くんに視線を向けると、少しだけ距離を詰めて声をかけた。

「そういえば郡司先生。六〇二号室の――」

　貴利くんに向ける表情は先ほどのピリッとしたものとは違い、だいぶ柔らかくなっている。

　ふたりの会話の内容は仕事の話だろうか。

　よくわからない専門的な用語が飛び交い、参加できない私は蚊帳の外に置かれた気分になってしまう。

　言葉を交わすふたりの様子をちらちらと窺いながらケーキを食べていると、なんだか胸がチクリと痛み始めた。

　むかしから貴利くんは言葉数があまり多い方ではない。こんな風に女性と会話を弾ませているのを見るのは初めてだから驚いている。

　きっとこの胸の痛みはそのせいだと言い聞かせて、私はふたりからそっと視線をそらした。

　待ち合わせをしているという麻宮さんの友人が早く来てほしい。早く麻宮さんと離れて、貴利くんとふたりに戻りたい。

　今日は私が貴利くんとデートなのに、これじゃあ話の輪に入れない私が邪魔者みたいだ。

　そんな悶もん々もんとした気持ちを抱えていると、「千菜」と貴利くんが私を呼ぶ。

「ケーキもうひとつ食べるか？」

　空になった私のお皿を見てそう言ったのだろう。本当はすごく食べたい。フルーツタルトを食べた後は、濃厚チーズケーキを食べようとこっそりと決めていたのに。

　でも、私は首を横に振る。

「いらない。ちょっとお手洗いに行ってくる」

　そう告げて、私はバッグを手に取り席を立った。
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「はぁ……」

　自分の行動があまりにも大人げなくてため息がこぼれてしまう。

　遊歩道をとぼとぼと歩いていたら、いつの間にか赤レンガ倉庫の近くまで来てしまった。お手洗いに行くと伝えて席を立ったはずなのに。

　あの後、貴利くんと麻宮さんのいる席に戻りたくなくて店を飛び出した。

　やることが小さな子供みたいにわがままだ。そう理解していたけど、気が付くと店の外に向かっていた。

　ふたりの会話に入れない私は邪魔者だと思ったし、取り残されたようでむなしかった。なにより、貴利くんと麻宮さんが楽しそうに話をしている姿を見るのが嫌だった。

　それでもやっぱり、勝手にいなくなるのはよくないと思い直して、貴利くんにメッセージを送った。

　用事を思い出したから先に帰ると伝えたけれど読んでくれただろうか。もしかしたら話に夢中で、私がお手洗いから戻らないことに気付いていないのかもしれない。

「はぁ……」

　赤レンガパークのベンチに座りながら、ため息がこぼれる。

　私はいったいなにをやっているのだろう。

　沈んだ気分のままぼんやりしていると、バッグの中でスマートフォンが震え始めた。確認すると、貴利くんからの電話だ。きっと、先に帰るという私のメッセージを読んでかけてきたのだろう。

　出るか出ないか迷っているうちに留守電に切り替わり、なにもメッセージを残さないまま電話は切れた。けれど、またすぐにかかってくる。どうやら繋がるまでかけ続けるつもりなのかもしれない。

　勝手にいなくなって、電話にも出ないなんて。それこそ最低だ。

「――もしもし」

　私はゆっくりとスマートフォンを耳に当てる。

《千菜。どうして先に帰った。用事ってなんだ》

　貴利くんの低い声が少し焦ったように尋ねてくる。

《今どこにいる？　俺も店を出たところだから、千菜が帰るなら送っていく》

「えっ、カフェ出たの？　あの人は？」

《あの人？　ああ、麻宮さんのことか。彼女はカフェに置いてきた。もうすぐ友人も来るだろう。それより千菜は今どこにいるんだ。俺も駅に向かっているが、もう電車には乗ったのか？》

　置いてきたということは、貴利くんは麻宮さんとの話を途中で切って店を出たのだろうか。先に帰ると嘘をついた私を追いかけるために。

　もしかして貴利くんは駅に向かって走っているのかもしれない。電話越しにそんな息遣いが聞こえてくるので焦ってしまう。

　私は電車にも乗っていないし駅にもいない。まったくの反対方向にいるのに。

「貴利くんごめんなさい」

　とっさに謝罪の言葉を口にしていた。

「嘘なの。用事があって先に帰るって言ったのは嘘ですごめんなさい。今は赤レンガにいる」

《赤レンガ？》

　そう呟いて、貴利くんはしばらく黙ってしまった。けれど少しして口を開く。

《事情はあとで聞く。とりあえず俺もそっちに行くから》

　そこでプツンと通話は切れた。

　これから貴利くんがここへ来る。先に帰ると言った嘘についてどうごまかして説明しよう。いや、ここはもう嘘はつかずに正直に話そう。

　私だけ蚊帳の外に置かれて、楽しそうに話す貴利くんと麻宮さんを見ているのが辛かったって。

　でも、他人の気持ちに鈍感な貴利くんの性格を考えると、きっと私の気持ちなんて理解してもらえないんだろうな。それどころか、怒られるかもしれない。

　本当に子供染みたことをしてしまったと反省していると、後ろからトントンと肩を叩かれた。

　もしかして、もう貴利くんが来たのだろうか。それにしては早い気がすると思いながら振り返ると、そこには久しぶりに見るイケメンが立っていた。

「おっ。やっぱり千菜じゃん。久しぶり！」

　元彼のかけるだ。相変わらずの爽やかな笑顔を浮かべて私の隣に腰を下ろす。

「こんなところでどうしたの？　ひとり？」

「う、うん。今はひとり。かけるは？」

「俺は彼女とデート」

「デート……」

　それなら近くに彼女がいるのでは？　そう思って辺りを見回すものの、彼女らしき姿はどこにも見当たらない。そんな私の疑問を察したのか、かけるが困ったように頬をかいた。

「でも、ケンカしちゃって」

　どうやらそれで彼女が先に帰ってしまったらしい。かけるがため息をこぼした。

　私とかけるが別れて三カ月になる。理由は、かけるが別の人を好きになったから。

　もちろん納得できなかったけど、別れたくないと情けなく縋り付いたり、格好悪く腹を立てたりすることもできなかった私は、物わかりのいい女を演じて、『そっか、わかった』と頷いた。

　今振り返ると、私はだいぶ自分に無理をしてかけると付き合っていたのだと思う。

　交際期間は一年。好きになったのも私が先で、告白をしたのも私から。

　イケメンでモテモテのかけるは常に彼女が絶えなくて、そんな彼と付き合えるなんて奇跡だと思った。

　嬉しくて舞い上がっていたからその時は気が付かなかった。でも、別れてしばらく経つとなんとなく気が付いた。

　もしかしたら、かけるは私と真剣に付き合っていなかったのかもしれない。

　かけるにとって私は新しい彼女ができるまでのただの繋ぎ。私との交際はただの遊びで、かけるは私のことなんて少しも好きじゃなかった。その証拠に、私はかけるから一度も好きだと言われたことがない。

　そう気が付いても、かけるのことを引きずっている私はかなりの重症だ。

　私と別れてすぐにできた新しい彼女とは本気の交際なのだろうか。ケンカしたって言っていたけど……。

「――千菜。どうしたボーッとして」

「え!?　あっ、ううん。なんでもない」

　突然かけるに顔を覗き込まれてハッと顔を上げる。慌てて首を横に振ると、かけるが私との距離を詰めてきた。

「千菜はどうしてひとりでいるの？」

「私も知り合いと来ていたんだけど、今は訳あって別行動していて」

「知り合いって彼氏？」

「彼氏ではないんだけど」

　貴利くんとの関係をどう説明したらいいのか迷ってしまう。すると、不意にかけるの腕が私の肩に回り引き寄せられた。

「千菜。これから俺と遊ばない？　お互い今はひとりだし暇だろ」

「え!?　私は暇じゃないよ。これから――」

「いいじゃん。お前まだ俺のこと好きだろ」

「えっ」

　驚く私に、かけるがにやりと笑った。

「別れようって言ったら素直に頷いていたけど、泣きそうなのを必死にこらえてたのバレバレだったから。見ていておもしろかった。そういえば千菜、俺に嫌われないようにいつも俺の顔色窺ってたもんな。俺の言ったことなんでもすぐに従うから、今までの彼女の中で一番付き合いやすかった」

　その言葉を聞いて、頭の中が真っ白になった。

　かけるはそんな風に思いながら私と付き合っていたんだ。

　私は、かけると別れてからも彼のことが好きだった。母が心配するくらい落ち込んで、誕生日にかけるが買ってくれた指輪を握りしめながら何日も泣いていた。正直、今もまだかけるへの気持ちは残っている。

　今日だって、約束に遅刻してくる貴利くんと、遅刻を一度もしなかったかけるを比べてしまうほど、私の中には今もかけるの存在が大きい。

　でも、たった今それが一瞬で消えた。あれほど忘れられなかったかけるへの想いが冷めていく。

「帰る」

　そう告げて私はベンチから立ち上がった。

　これ以上かけると一緒にいたくない。話したくない。顔も見たくない。

　そんな思いからこの場を立ち去ろうとすると、それを引き止めるようにかけるが私の手首を強く掴んだ。そのまま勢いよく引き寄せられた瞬間、唇になにかを押しつけられる。

　その行為に驚き、私は思い切り目を見開いた。

　かけるが私にキスをしてきたのだ。しかも強引に。

　付き合っている時は嬉しかったキスも今はただ嫌悪感しかない。

　嫌だ。かけるとなんかキスしたくない。

　でも、かけるの片手が私の後頭部に回り、しっかりと押さえつけられているので逃げられない。

　どうすることもできなくて瞳に涙がじわっと溢れた時だった。かけるに掴まれている手首とは反対の腕を思い切り誰かに引っ張られ、その勢いでようやくかけるのキスから解放される。

「お前。千菜になにをしていた」

　聞き慣れたその低い声に一瞬で安あん堵どする自分がいた。

　私の腕を掴み、自分の背中の後ろに隠してくれたのは貴利くんだ。

「あんた誰？」

　かけるの苛立つような声が聞こえて、私はとっさに貴利くんの服をぎゅっと握ってしまう。

　あんなに大好きだったかけるのことが、さっきの無理やりなキスで一気にこわくなってしまった。

「俺は、千菜の婚約者だ」

　相変わらず感情のこもってない低い声で貴利くんが告げる。

「婚約者!?」

　かけるがそう叫び、おかしそうに笑い出す。

「なんだよ千菜。そういう男がいるなら早く言えよ。つか、俺と別れてまだそんなに経ってないのにもう結婚？　もしかしてお前、俺と付き合ってる間にその男と浮気してた？」

　そんなことしてない。私はかけるが本気で好きだったし、あの時はかけるも私を好きでいてくれていると思っていたのに。

　悔しさと悲しさ。いろんな感情が押し寄せてきて、でもそれを口に出せなくて、自然と貴利くんの服を握る手に力がこもってしまう。

「へぇ。俺のことすげー好きに見せていたのも演技だったのか。でも、ちょうどいいじゃん。俺もお前のこと別にそんなに好きじゃな……」

　ぺらぺらと話し続けていたかけるの声が少しずつ小さくなり、不自然に途中で止まってしまった。

　どうしたんだろう。

　そう思って目の前の貴利くんの背中からそっと顔を出して、かけるの様子を窺う。すると、なにかに怯えるように顔をひきつらせていた。

　その視線の先には貴利くんがいて、私も少しずつ視線を上げていき貴利くんを見上げる。そしてその表情に思わず震え上がった。

　こ、こわい。

　もともとが強こわ面もてなのに、かけるをジッと黙って睨みつけている貴利くんの顔はさらに凄すごみが増している。誰がどう見ても今の貴利くんは怒っている。

　普通にしていても見た目や雰囲気などから人を委縮させてしまうような圧のある人なのに。そこに怒りの感情がプラスされると人の動きを止めてしまえるほどの威圧感が生まれるようだ。

「言いたいことはそれだけか」

「は、はい」

　なにが起きても飄々としている性格のかけるが、貴利くんを前にして完全に固まってしまっている。

　けれど、なんとか身体を動かすと「それじゃ」と逃げるようにこの場を去ってしまった。

　その背中を見えなくなるまで見つめていると、かけるを撃退した貴利くんの視線が私に向けられていることに気が付く。

　その表情は先ほどまでかけるに向けていた時と同じく険しいまま。怯ひるんだ私はとっさに「ごめんなさい」と勢いよく頭を下げた。もしかして私に対しても怒っているのかもしれない。

「用事があるから先に帰ると嘘をついて、赤レンガで元彼とキスをしていてごめんなさい」

「そうか、あいつは千菜の元彼か。嫌そうに見えたが、さっきのキスは千菜も同意の上だったのか？」

「違うよ。さっきのは無理やりされたの。偶然ここで会って」

「そうか。それなら千菜が謝る必要はない」

　下げていた頭を上げて、恐る恐る貴利くんの顔を見ると、さっきまでの怒りの表情が消えている。とはいえ、無表情でいられるのも居心地が悪い。

　しばらく続いた沈黙を破ったのは貴利くんだった。

「どうして先に帰ると嘘をついてカフェを出たりしたんだ」

「それは……」

　言葉に詰まってしまったものの、正直に打ち明ける。

「貴利くんと麻宮さんがいい感じだったから」

「いい感じ？」

「ふたりだけで私の知らない仕事の話で盛り上がっていたから」

「寂しかったのか？」

「寂しいというか、仲間外れにされた気分になったというか」

　言いながら気が付いた。どうして貴利くんと麻宮さんが楽しそうに話している姿を見るのが嫌だったのか。

　そんな自分の気持ちに気が付いた私は、貴利くんの目を見つめながら一気に打ち明ける。

「麻宮さんに嫉妬したの！　今日は私とデートなのに、貴利くんが私のことなんて無視するみたいに、麻宮さんと仲良く話していたから」

　カフェから姿を消せば、貴利くんが心配して私を追いかけてきてくれると思った。そんな風に考えて、実際に行動に移すなんて本当に大人げなかったと反省している。

「ふたりを見ているのが嫌でカフェを出たの。それでぷらぷら歩いていたら赤レンガまで来ちゃって、元彼と会って、キスされて……うわぁ～思い出しちゃったよ」

　私は自分の唇を手の甲でごしごしと拭った。それでもかけるの唇の感触が離れない。彼を好きでたまらない頃の自分なら嬉しいけど、今はただ気持ち悪い。早く忘れたい。

　ごしごしと手の甲で唇をこすり続けていると、「千菜」と貴利くんが私の名前を呼んだ。

「俺と麻宮さんは特別に親しいわけじゃない。仕事上だけの付き合いだ。そんな俺たちに千菜が嫉妬したと言うなら、元彼とのキスを目の前で見せつけられた俺の方が何十倍も嫉妬している」

「えっ」

　貴利くんは嫉妬していたの？

　だからあんなにこわい顔でかけるを睨んでいたの？

「あの男はまだ千菜のことが好きなのか？」

「ううん、違うと思う。さっきのキスはただの気まぐれだよ。付き合っていた時もそんなに私のこと好きじゃなかったみたいだし」

　言いながら涙が出そうになってくる。

　あんなやつのためにもう泣きたくなくてグッとこらえた。

「千菜はどうなんだ？　あの男のことがまだ好きか？」

　貴利くんの言葉に頭を大きく横に振る。

　好きじゃない。かけるのことなんてもう好きじゃない。

「そうか」

　貴利くんが低い声で頷いた。

「千菜はもう俺のものだ。簡単に他の男にキスなんてされるなよ。俺も気分が悪い」

　わかったなと再び凄みのある顔で睨まれた私は、反射的に背筋がピンと伸びた。

「は、はいっ！」

　迫力に負けてとっさにそう返事をしたものの、私がいつ貴利くんのものになったのだろうと疑問が浮かぶ。

　私たちはまだ正式に結婚すると決まったわけじゃないのに。

　一方、私の返事を聞いた貴利くんは満足そうに頷いた。

「それならいい。時間がもったいないからデートの続きをしよう」

　そう告げた、貴利くんの表情が突然ピリッと引き締まる。そのままズホンのポケットからスマートフォンを取り出した。

「――はい、郡司です」

　嫌な予感がした。

「わかりました。すぐに行きます」

　通話を終えた貴利くんがスマートフォンをポケットに戻す。

「すまん、千菜。これから病院へ行かなければならなくなった」

　やっぱり。でも、もともと今日はそういう可能性があったから仕方ない。

「わかった。早く行かないと」

「また連絡する」

「うん」

　その言葉に頷くと、なぜか貴利くんはジッと私を見つめている。

　もしかして、またいつもみたいに私が貴利くんからの連絡を無視すると疑っているのかもしれない。

「大丈夫だよ。今度はメッセージもしっかりと返すし、電話もちゃんと出るから」

　そう言った時だった。

　貴利くんの手が私の後頭部に回ると、ぐいっと引き寄せられる。その瞬間、あっという間に唇を塞がれた。

　それは触れるだけの短いキス。

　気が付いた時には、貴利くんの唇はもう私から離れていた。

「今のであの男とのキスは忘れろ」

　そう言い残すと、貴利くんは私に背を向けて走り出す。その背中はあっという間に見えなくなった。

「え……」

　そこでようやく私の頭がフル回転を始める。

　貴利くんにキスされた。なんで？

　かけるとのキスが一瞬で吹き飛んでいく。でも、今度は貴利くんとのキスが忘れられなくなってしまった。

　私の同意もなしに唇を塞がれたのはかけるの時と同じなのに、不思議と貴利くんとのキスは嫌な気持ちにならない。

　むしろ心臓が飛び出しそうなほどドキドキしている。

　その後もしばらくは貴利くんの唇の感触が離れなくて、彼との初めてのキスを何度も思い出してしまった。










救急患者～side　貴利




　午前八時。

　今日予定している手術の説明や確認などを行うカンファレンスを終えた俺は院内を移動していた。

　今日の午前は外来の担当になっているが、九時からの診察開始までにはまだ時間がある。そのわずかな時間を使って屋上庭園へと向かった。

　昨日は患者の急変で呼び出されてから処置を終えても危険な状態がしばらく続いた。今はだいぶ安定しているが、一晩中ＩＣＵに張り付いて朝を迎えたこともあり、外の空気を吸いたくなった。

　今日の天気は晴れだ。十月の爽やかな風が通り過ぎていく。

　けれど俺の心はどこか釈然としない。昨日、千菜と元彼がキスをしているのを見てしまってから嫉妬心がなかなか消えてくれない。

　仕事中は目の前の患者のことだけを考えているから大丈夫だが、ふとぼんやりとする時間ができると昨日の光景をつい思い出してしまう。

　あの男に嫉妬して千菜にキスをしてしまったことも……。

「よっ、郡司！　って、こわっ」

　後ろから肩を叩かれて振り返れば三雲がいた。

「どうしたその顔。すごくこわいぞ」

「もともとこういう顔だ。気にするな」

「いや、うん。確かに郡司はもともと強面だけど、いつにも増してこわいよ。なんかあった？」

　言いながら三雲は、おそらく自分が飲むために買ってきた缶コーヒーを俺に手渡した。どうやら貰っていいらしいので遠慮なくいただく。

　缶の蓋を開けるとさっそく一口飲んだ。それからゆっくりと口を開く。

「彼女が元彼とキスをしている場面に遭遇した」

「ああ……それは辛いな。浮気されちゃったのか」

　かわいそうにと同情するように三雲の手が俺の肩に乗っかる。

「でも、あの千菜ちゃんが？　浮気をするような子には見えなかったけど、なにかの間違いじゃないのか」

「正確に言うと、彼女は元彼とたまたま会って、それで強引にキスをされたらしい。というか、三雲。千菜を知っているのか？」

　三雲が〝千菜ちゃん〟とやけに馴れ馴れしく呼んだことに違和感を覚えた。

　結婚する話をした時、相手の名前だけ教えてくれとしつこく言われたので名前だけは教えた。でも、三雲は千菜の顔を知らないし、会ったこともないはずだ。

　それなのに、さっき三雲は千菜が浮気をするような子には見えなかったと言ったが、どうしてそう言い切れるのか。

「あれ？　郡司に話してなかったか。千菜ちゃんの上司が俺の担当患者で、この前見舞いに来たんだよ。すごい偶然だろ」

「そうだな」

　そういえば前に院内で千菜に会った時、上司の見舞いに来たと言っていた。どうやらそこで三雲と知り合ったようだ。

「それで、千菜の上司はどんな病気なんだ？　千菜は肺がなんとかとよくわからんことを言っていたが」

「気き胸きょうだよ。それも肺はい気き腫しゅが原因の続発性自然気胸」

「それだと治りにくいな」

「ああ。でも順調に回復して、もうすぐ退院だ」

「そうか。それならよかった」

　三雲の言葉に安心した俺は、飲みかけの缶コーヒーを一気に飲み干した。

　その後、三雲にどうして千菜が元彼にキスをされているところを俺が見てしまったのかを尋ねられたので説明した。

　仕切り直しにデートを再開させようとしたところで、呼び出されたことも話すと、またも同情するように肩を叩かれた。

　みなとみらいの夜景の中でプロポーズをするという三雲が考えてくれたプランも実行できずに、婚約指輪はまだ俺の手元にある。

　早く千菜に渡したい。

　でも、彼女は受け取ってくれるだろうか。




＊　＊　＊




　午前の外来での診察を終えると、スタッフステーションに立ち寄った。そこに麻宮さんの姿を見つけて声をかける。

「麻宮さん。頼みたいことがあるんだが今大丈夫だろうか」

　振り向いた彼女がにこりと微笑む。

「はい、大丈夫ですよ。なんでしょう？」

「中澤さんの術後の経過についてと退院日のことでご家族と面談がしたいんだが、連絡を取って予定を調整してもらえないか。できれば二十六日の十五時か、二十八日の十三時以降でお願いしたい」

「わかりました。中澤さんのご家族にお伝えしますね」

「よろしく頼む」

　麻宮さんに用件を伝え終えた俺は足早にスタッフステーションを出た。すると、少し進んだところで背後から足音が近付いてくる気配がした。

「郡司先生」

　立ち止まって振り返ると麻宮さんが追いかけてきて、俺の目の前で止まった。

「今、少しだけお話しても大丈夫ですか」

「ああ、構わない。どうした」

　先ほどの中澤さんの件だろうか。そう思いながら麻宮さんの言葉を待っていると、彼女が声を潜めて尋ねてくる。

「昨日は先に帰られてしまった彼女さんに追いつけましたか？」

　どうやら聞きたいのは昨日のことのようだ。

　実際には先に帰ったわけではなかったが、その辺のことを説明するのは面倒なので適当に答える。

「ああ。あの後会えた」

「そうですか。よかったです。気になっていたので」

「麻宮さんこそ約束に遅れていた友人とは会えたのか」

「はい」

　昨日はつい麻宮さんと仕事の話に夢中になってしまい、千菜から送られてきたメッセージに気が付くのが遅くなってしまった。

　お手洗いに行ったとばかり思っていたが、まさか店の外に出ているとは思わなかった。それから麻宮さんとの話を途中で切って、慌てて千菜を追いかけた。

　けれど、先に帰るというのは千菜の嘘だった。どうやら、俺と麻宮さんがふたりで話しているのを見て疎外感を抱き、カフェを出たらしい。

　そういえば、嫉妬したとも言っていたな。

　それは、俺が千菜と元彼のキスを見て嫉妬したのと同じ意味だと受け取ってもいいのだろうか。

　もしもそうだとしたら、俺は千菜に嫌われていると思っていたが、彼女も少しは俺に好意を寄せてくれているのか？

　今になってその可能性に気付いた時、大きく胸が高鳴った。

「郡司先生。もしよろしければですが、またふたりで昨日のようにカフェで会うことはできませんか？」

「えっ」

　つい千菜のことを考えていると、目の前の麻宮さんがジッと俺を見つめている。

「短い時間でしたが、昨日はすごく楽しかったので。また郡司先生とふたりでお茶をしながら、仕事のこととかお話できたらなと思って」

「すまない。それはできない」

　その誘いに、俺は瞬時に断りの言葉を口にした。

「俺には婚約者がいる。申し訳ないが、彼女以外の女性とふたりきりで会うことはできない。だが、相談があるなら仕事の合間の休憩時にでも院内のカフェでよければ話を聞く」

　俺と麻宮さんはプライベートで食事をするほどの仲ではない。もし千菜が知ったらきっと誤解をする。

　もしかしたら千菜も俺に少しは気があるのではないかと気付いた今、俺の彼女への想いを疑われるようなことはしたくない。

「やっぱり真面目な方ですね、郡司先生は」

　すると、麻宮さんがふっと静かに笑った。

「彼女さん……千菜さんでしたっけ。すごく大切にされているようで羨ましいです。私も、もっと早く郡司先生に自分の気持ちを伝えていればよかったと今すごく後悔しています。でも、もう見込みがなさそうなので先生のことは諦めますね」

「諦める？」

　麻宮さんの言葉の意味がすぐには理解できなかった。

　どういう意味だ。

　じっくり考えてひとつの答えに辿たどり着いた俺は、もしかしたらただの勘違いかもしれないが、麻宮さんに尋ねてみる。

「間違っていたらすまない。麻宮さんは俺が好きだったのか？」

「好きだったじゃなくて、今もまだ好きですけどね」

　麻宮さんの瞳がジッと俺を見つめている。

　こういう場合はどう言葉を返せばいいのかわからずに固まっていると、再び麻宮さんが口を開いた。

「でも諦めます。郡司先生は千菜さんと幸せになってください」

　麻宮さんは静かに頭を下げると俺に背中を向け、そのままスタッフステーションへと戻ってしまった。

　その背中を見つめていると、白衣の胸ポケットにしまっているＰＨＳが鳴っていることに気が付く。取り出して耳に当てると、救急外来からの呼び出しだった。

　簡単に内容を聞いてから通話を終えて、ＰＨＳを胸ポケットにしまう。そして、救急外来へと急いだ。

　救急車で運ばれてきた患者は六十代女性。

　くも膜下出血。

　意識なし。

　その後、懸命に処置を施したものの、女性の意識は戻らないまま静かに息を引き取った――。










受け入れて前を向け




　九年前の冬。もしもあの日に戻れるなら――。

『どうしよう。寝坊しちゃった』

　慌てて制服に着替えて階段を駆け下りていくと、リビングから祖母が顔を覗かせた。

『おはよう千菜ちゃん。朝ご飯は？』

『いらない。もう学校行くね』

　当時、高校二年生だった私はほとんど祖母とふたり暮らしのようなものだった。

　父である玉蔵は仕事優先で家には帰ってこないし、母も仕事で朝早くに家を出て夜遅くに帰ってくる。そんな家庭環境だったから、私を育ててくれたのは祖母だった。

『千菜ちゃん待って。ほら、お弁当』

　玄関で靴を履いていると、後ろから祖母に声をかけられた。その手には小学生の頃から愛用している大好きなクマのキャラクターのお弁当袋を大切そうに握っている。そんな祖母を見て、思わずため息がこぼれてしまった。

『おばあちゃん今日はお弁当いらない日だよ。今週はテスト期間だから学校は午前だけだって前に話したのに』

『そういえばそうだったわね。おばあちゃんいつもみたいにお弁当作っちゃった』

『それじゃあ帰ってきたらお昼に食べる……おばあちゃんどうしたの？』

　そんなやり取りをしていると、突然、祖母が顔を歪ゆがめながら片手で頭を押さえた。

『頭痛いの？』

『なんだか朝からズキズキと痛むのよね。どうしちゃったのかしら』

　珍しいと思った。祖母が自分の痛みを口にするのは。

　高熱が出た時も、料理中に火や傷けどをした時も、階段を踏み外して足を捻挫した時も。祖母は私に心配をかけないよう『痛い』『辛い』とは決して口にすることなく、我慢して普段通りに生活をしてしまうような人だったから。

　だからあの時は本当に頭が痛くてどうしようもなかったのだと思う。それなのに、どうして気付いてあげられなかったんだろう。

　病院に行ってみれば？　もしも私がそのひと言を言えていたなら、祖母の命は助かったかもしれないのに……。

『おばあちゃん、きっと疲れているんだよ。少し休めばよくなるって』

『そうね』

『それじゃ、私は遅刻しちゃうからもう行くね』

『はいよ。いってらっしゃい、千菜ちゃん』

　痛む頭を手で押さえながら、祖母はいつもの笑顔で私を学校へ送り出してくれた。でも、学校から帰った私をいつもの笑顔では迎えてはくれなかった――。

　葬儀が終わって一週間が経っても、私は祖母を突然失った悲しみから抜け出せずにいた。高校には休まずに通っていたけれど、家に帰ると毎日のように部屋で泣く日々。

　その日も学校から帰宅すると部屋に直行して、制服のままベッドにうつぶせに倒れ込んだ。

　どのくらいそうしていただろう。泣きながらいつの間にか眠ってしまったようで、玄関の扉が開く音とともに母と男の人の話し声が二階にある私の部屋までぼんやりとだけど届いてきた。

　挨拶程度の会話が終わると、足音がふたつリビングへと向かう。

　多分、誰かが祖母にお線香をあげに来たのかもしれない。最近はそういう来客が多かったからそうだと思った。

　しばらくすると階段を上ってくる足音が聞こえて、私の部屋の前でぴたりと止まった。それと同時に扉が少し乱暴に開かれた。

『千菜』

　そこにいたのは貴利くんだった。

　当時の貴利くんは二十五歳。最難関とも呼ばれるＴ大の医学部を卒業した後、そのまま東京の病院で研修医として勤務していた。

　忙しいらしく祖母の葬式に参列できなかったので、この日は仕事の合間を縫って線香をあげに来たらしい。

　相変わらず無神経な貴利くんは、私の部屋にずかずかと踏み込んでくるとベッドの上に腰を下ろした。

　長身で体格のいい彼が座ったせいか、私のベッドがギシッと悲鳴をあげる。

『千菜が泣いてばかりいるとおばさんが心配しているぞ』

　その声に、うつぶせに寝転んでいた私はのろのろと身体を起こした。そのままベッドの上を移動すると、隅に座っている貴利くんから距離を取る。

　枕を手に取ると、ぎゅっと握りしめて顔をうずめた。

　自分でも祖母がいなくなったあの日から泣いてばかりいると自覚している。母が心配しているのも知っている。でも、涙が止まらないんだから仕方がない。悲しくてどうしていいのかわからない。

　そんな私を、きっと貴利くんは心配で様子を見に来てくれたのだと思った。

　当時から寡黙で、どこか近寄りがたい雰囲気のある貴利くんだったけど、不器用ながらも年の離れた女の子の私には優しく接しようとしているのは伝わっていたから。

　女の子の部屋にずかずかと踏み入ってくる無神経なところとか、女の子のベッドに遠慮なく座るところとか。苦手だなと思うところもあったけど、あの頃の私はまだそこまで貴利くんが嫌いじゃなかった。

　だから、誰にも言えなかった私の後悔を彼にだけは打ち明けられたのかもしれない。

『あの日の朝、おばあちゃん頭が痛いって言っていたの。いつもあまりそういう弱音を吐かない人だからおかしいなって思ったんだけど、学校に遅刻しそうで私も焦っていたから気にしてあげられなかった』

　枕から顔を上げないまま、独り言のようにボソボソと話した。シンと静まった部屋に私の声はよく響いて、貴利くんは黙って耳を傾けてくれていた。

『病院に行くように言えばよかった。そうしたらおばあちゃん助かったかもしれないのに』

　あの時、私は貴利くんにどんな言葉をかけてもらいたかったんだろう。ただ話を聞いてほしかったし、なんでもいいから慰めてくれる優しい言葉が欲しかったのかもしれない。

　でも、貴利くんから返ってきたのは……。

『そんな話を今さら俺にしてどうなる』

　私は枕にうずめていた顔を上げた。涙目の私と目が合うと、貴利くんの眉間に皺しわが寄る。

『いつまで泣いていれば気がすむ。人はいつか死ぬと決まっている。それが遅いか早いかどちらかだ』

　そう聞いた瞬間、頭が真っ白になった。でも、言葉の意味が理解できると、悲しくなって、涙がぶわっと瞳に溢れた。

　私は、両手で耳を塞いで再び枕に顔をうずめた。

　どうしてそんなひどいことを言うの。私は、そんな言葉がほしかったわけじゃない。

　貴利くんならわかってくれると思った。人の命と向き合う医者だから、大切な人を亡くした私の気持ちをきっと理解してくれる。でも、違った。

　あの日。傷ついた心をさらに傷つけられて、私がどれほど悲しい思いをしたのか。

　辛くて悲しくて寂しくて苦しい。そんな私の気持ちを貴利くんは受け止めてくれなかった。むしろ突き放されてしまった。

　貴利くんは寡黙で無愛想だけど、本当は優しい人だと思っていた。

　理数系が苦手な私のために自分も医学部の勉強が忙しいのにテスト勉強に付き合ってくれたり、図書館の棚の一番高いところにある本を私の代わりに取ってくれたり。

　見た目もこわいし性格も不器用。だけど本当は優しい。そう思っていたのに……。

　あの日から私は貴利くんに抱く感情が変わってしまった。

『いいか、千菜――』

　その後も貴利くんは私に向かってなにかを話していた気がする。

　でも、貴利くんに対してすっかり心を閉ざしてしまった私にはもう彼のどんな言葉も届かなかった――。
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　土曜日。

　港町総合病院のロビーを歩いていると、正面から見知った人物が歩いてくるのが見えた。

「あれ？　どこかで見たことある子だと思ったら千菜ちゃんだ」

　ふんわりとしたショートスタイルの黒髪に、すっきりとまとまりのある小顔。イケメンの三雲先生だ。

　初めて見た時はどことなくかけるに似ていると思ったけど、改めて見るとそうでもない気がした。三雲先生の方がかけるなんかよりもずっと爽やかでカッコいい。

「今日はどうしたの？　郡司に用事？」

「いえ。知り合いのお見舞いです」

「お見舞い？　でも、梶さんならもう退院したよ」

「はい、知っています」

　館長はつい先日、無事に治療を終えて退院した。今は仕事に復帰して、以前のように働いている。

「今日は図書館の利用者さんのお見舞いです」

　そう答えると、しばらくして三雲先生はハッとした表情を見せる。

「ああ！　もしかして郡司が一緒に救急車に乗ってうちの病院まで来たっていう人かな。脳梗塞の患者さんだっけ」

「はい」

　貴利くんから聞いたのだろうか。どうやら三雲先生も知っているらしい。

「図書館で倒れてしまったんですけど、貴利くんがすぐに異変に気付いてくれたので救急車を早く呼べたんです。それで、その後の処置もうまくいったみたいで、さっき会ってきましたがもうすっかり元気で安心しました」

　春子さんが図書館で倒れてから三週間ほどが経つ。

　その間、治療やリハビリを頑張った春子さんは、左半身に少しだけ違和感は残るものの、今まで通りの生活が送れるまでに回復した。ご家族の話によると退院も近いそうだ。

「そっか。よかったね、千菜ちゃん」

　三雲先生が微笑んで頷いたので、私も笑顔を返した。

「あ、そうそう郡司といえば。千菜ちゃん、最近あいつと会った？」

　話題が貴利くんへと変わり、三雲先生の問いに私は首を横に振る。

「最近は会っていません」

「そっかぁ。なんか最近、郡司の様子がおかしいんだよね。なにか気に病んでいるように見えてさ。理由を聞いても答えてくれないし。もしかして千菜ちゃんとケンカでもした？」

「えっ、いえ。ケンカなんてしていません」

　そう答えて、私は慌てて首を横に振った。

　私が貴利くんと最後に会ったのは先週の日曜日。その日は一緒にデートをした日で、そして貴利くんからキスをされた日でもある。

〝今のであいつとのキスは忘れろ〟

　軽く触れた唇を思い出したら、顔がポッと火ほ照てり出す。

　あれからもう一週間も経つのに、今もまだ私は貴利くんとのキスが忘れられない。

　ぼんやりしていると貴利くんのことばかり考えてしまう。彼のことを思い出すと胸が温かくなったり、締めつけられるように苦しくなったり……。

　この感情はまるでアレに似ている。

　これから恋が始まっていく時のドキドキワクワクとした高揚感と、だけどその恋が叶うのかわからなくて不安になって感じる切ない気持ち。

　えっ、ということはもしかして私は貴利くんに恋をしてしまっているのだろうか。

「ないないない！　それはありえないから！」

　気付きかけた自分の気持ちをどこかへ飛ばしたくて、つい叫んでしまった。

　たった一度のキスで恋に落ちてしまうなんて、私はどれだけ単純なんだろう。

　貴利くんのキスが、腰が砕けてしまうほどめちゃくちゃすごかったわけでもないのに。ただちょっと唇に軽く触れただけの普通のキス。

　それならかけるの方がいつももっとすごいキスをしてきた……って、私はまたなにを余計なことを思い出しているんだ。

　もうなにも考えちゃダメ！と、自分に言い聞かせながら頭をぶんぶんと振った。

「どうしたの千菜ちゃん」

　そんな私を不思議そうに見ている三雲先生と目が合って、「すみません」と私は頭を下げた。

　深呼吸をしながら気持ちを落ち着けていると、三雲先生が顎に手を添えて唸うなり出す。

「うーん。千菜ちゃんとケンカしたわけじゃないなら、郡司はなにをそんなに落ち込んでいるんだろう」

　気になるなぁと呟く三雲先生。

　確かに、私も気になる。感情表現があまり豊かではなく、他人に自分の感情を読み取らせないあの貴利くんが、三雲先生を心配させるほどわかりやすく気落ちした様子を見せているなんて。なにかよっぽどのことがあったに違いない。

　私とケンカはしていない。そもそも私とケンカしたくらいで貴利くんは気にしないと思う。それ以外でなにか別な理由があるはずだ。

　もしかして、仕事のことで悩んでいるのだろうか。真面目な彼が落ち込む理由といえば、それが一番あり得る気がする。

　貴利くんとはデートをした日以来、連絡を取り合っていない。去り際にまた連絡すると言っていたはずなのに今日まで音信不通だ。

　昨日の夜も貴利くんのスマートフォンに【明日、春子さんのお見舞いに行くよ】とメッセージを送ったのに既読にならなかった。

　仕事が忙しいのだろうと思って放っておいたけど、貴利くんの様子がおかしいと聞いて心配になってしまう。

　顔だけでも見たいな。

「三雲先生。貴利くんは、今日は病院にいますか？」

「うん、いるよ。ここへ来る途中ですれ違ったから」

　どうやら三雲先生は私と会う前に貴利くんに会っていたらしい。

「今日はもう勤務時間は終わったらしいけど、調べたいことがあるからまだ残るって言ってたな」

「そうですか」

　少しでもいいから会いたいと思ったけど、調べ物があるなら邪魔をしたらいけない。今日はもう大人しく帰ろう。

「あっちの方向に歩いていったから、屋上庭園にいるんじゃないかな。郡司のやつ、あそこでよく息抜きしているから」

「息抜きですか」

　それなら会いに行ってもいいのかな。

「三雲先生、そこって私も入れますか？」

「屋上庭園？　うん。誰でも入れるよ」

　そこに行けば貴利くんに会える。

「ありがとうございます」

　私は三雲先生に頭を下げると屋上庭園へと急いだ。
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　八階建ての建物の屋上に着くと、そこはひんやりとした冷たい風が吹いていた。日はもう傾き始めていて、遠くの空がほんのりと茜あかね色いろに染まっている。

　太陽が昇っている昼間の時間帯に来たらぽかぽかと暖かくて気持ちのよさそうな場所だけど、十月の少し肌寒くも感じる夕方の空の下では人影がほとんどない。

　けれど、いくつか置かれているベンチの一番隅っこに白衣姿の背中を見つけた。

　大きな身体が、わかりやすく落ち込んでいるように丸まっている。

「貴利くん」

　後ろから近付いてそっと声をかけると、私の声に気付いた背中がぴくんと反応した。

「千菜？」

　振り返った貴利くんが驚いたように私を見る。

「どうしてここにいるんだ」

「春子さんのお見舞い。昨日の夜、メッセージ送ったのに読んでないでしょ」

「すまない。仕事をしていた」

「そうだと思った」

　そう答えて、私は貴利くんの隣に腰を下ろした。

「春子さん、もうすぐ退院できるんだね」

「ああ。この前、中澤さんのご家族と面談して退院日の話をしたからな」

　春子さんの主治医は貴利くんだ。図書館で倒れた時から入院中までとても親身になって担当してくれたと、春子さんの家族は貴利くんに感謝していた。

「ありがとう貴利くん」

　春子さんがここまで回復できたのは本人のリハビリの頑張りもあるけど、貴利くんのおかげでもある。だから改めてお礼を伝えると、貴利くんは首を横に振った。

「俺はなにもしていない。中澤さんの手術をしたのは俺の上司だ。だから中澤さんを救ったのは俺じゃない」

「そこにこだわるよね」

　少し呆れたように呟いてしまったのは、前に電話で春子さんの容態を教えてもらった時も貴利くんが同じようなセリフを言っていたから。

　確かに、手術をしたのは貴利くんじゃない。でも、倒れてしまった春子さんの異変にいち早く気が付いてくれたのは貴利くんだ。

　それも春子さんを救ったことになると私は思っているのに、その気持ちはあの電話では伝わらなかったのだろうか。

　貴利くんは無言のまま自分の両手をジッと見つめている。その横顔は、三雲先生が言っていた通りどこか沈んでいるように見えた。

　その原因が仕事のことなら私は相談には乗れない。なんの知識もないからアドバイスなんて簡単にはできない。

　でも、今の貴利くんを放っておくこともできない。なにもできそうにないけど、離れられないから今はただ隣に座っている。

「この前、くも膜下出血の患者が運ばれてきた」

　視線を手の平からすっと上に向けると、貴利くんは唐突に話を始めた。

「その日は俺が当番で、救急から呼び出されるとすぐに向かった。患者は六十代の女性。自宅で倒れて、ここに到着した時にはもう意識がなかった。その時点でかなり深刻な状態だ」

「くも膜下……」

　患者は六十代女性。

　自宅で倒れて、病院到着時はすでに意識なし。

　そこで気が付いた。

　その状況は、九年前に祖母が倒れた時とよく似ている。

「緊急手術になったが助からなかった」

　貴利くんは膝の上に置いた両手を握りしめると、再び視線を下に落とす。

「助けられなかった」

　小さく呟いたその声は震えているように聞こえた。もしかして、貴利くんが落ち込んでいる原因はこの出来事なのかもしれない。

「息を引き取った後で家族が病院に駆けつけた。みんな動揺しているようだった。その中にセーラー服姿の女の子を見つけた。おそらく女性の孫だ。彼女は真っ先に祖母のもとへ駆け寄ると硬く冷たくなった手を握って泣き始めた……その姿が一瞬、千菜に見えた」

「えっ」

　私に見えたってどういうこと？

「俺は千菜のために脳外科を選んだ。それなのに、あの時の千菜のように女の子を泣かせてしまった。医者である俺が、あの子の祖母を救えなかったから」

　そんなことないよ。

　すぐにそう言おうとしたけど、言葉に詰まって口を閉じた。

　医者は神様じゃない。救いたくてもどうしようもない時だってあるはずだと、そんな当たり前のことを私に言われなくても貴利くんならきっと自分でわかっている。

　わかっているけど、つい口にしたくなってしまうほど、きっと今の貴利くんは弱っているんだ。自分でもどうにも感情のコントロールができないのかもしれない。

「人はいつか死ぬと決まっている。それが遅いか早いかどちらかだ」

　不意に聞こえた言葉に私はハッとして、貴利くんを見つめた。

　それはあの時の……。

　祖母を失って泣き続けていた私に、貴利くんが言った言葉だ。

「受け入れて前を向け。そうでないと亡くなった人が悲しむ」

　――そうだ、思い出した。

『いいか、千菜』

　九年前……。

『受け入れて前を向くんだ。そうでないとおばあさんが悲しむぞ。きっとおばあさんは天国から、大好きな千菜の笑顔を見ていたいはずだ』

　あの言葉には続きがあった。

　初めの言葉の衝撃が大きくて、その後に続いた言葉をしっかりと聞こうとしなかったから覚えていなかった。

　でも、あの時と同じ言葉を耳にした瞬間ふと、当時のことを思い出した。

「医者になって人の命と向き合うためだと、子供の頃から父と祖父に何度もそう言い聞かせられてきた。頭ではわかっている。でも、気持ちが追い付かない。医者になって何度か経験したが、助けられなかった命を思うと……」

　貴利くんは言葉を切ると、悔しそうに唇を噛かみしめる。しばらくすると自嘲気味に笑った。

「俺は医者に向いていないのかもしれないな」

「そんなことないよ」

　今度はすぐに言葉が飛び出した。

「貴利くんみたいなお医者さんがそばにいてくれたら、患者さんもその家族もきっとすごく心強いと思う」

　私はずっと貴利くんを誤解していたのかもしれない。

　人の死をなんとも思わないような冷たい心を持つ人だと思っていた。そんな彼が医者として働いているなんて、患者さんとそのご家族が気の毒でならない。貴利くんに医者は向いていない。

　そんな風に思っていた自分を思い切り殴りたい。貴利くんはこんなにも優しく患者さんのことを思って寄り添っていたのに。

　人はいつか死ぬと決まっている。きっと、その言葉は人の死を割り切って考えていたわけじゃなくて、きっと貴利くんなりの医者としての覚悟の言葉だったのかもしれない。

「千菜のおばあさんが亡くなった時も確か俺はさっきと同じ言葉を千菜に言ったよな。今思えば、あの時の千菜にとって俺の言葉は冷たく聞こえたかもしれない。励ますつもりだったんだが、傷つけていたらすまなかった」

「貴利くん」

　九年前のことを言っているのだとすぐに気が付いた。

　確かに傷ついたし、だいぶ引きずってしまった。それがきっかけで貴利くんのことを嫌いにもなってしまった。でも九年経ってようやくそれが誤解だとわかった。

　貴利くんは、医者になるための心構えとして、自分が子供の頃からおじいさんとお父さんに何度も言い聞かせられてきた言葉を使って、私を励まそうとしてくれたんだ。

　でも、初めて身近な存在を失った私にはその言葉がちょっとだけ、いや、かなりグサッと深く心に刺さってしまった。

　あの時の私は、貴利くんを心の冷たい人だと思ってしまったけれど、本当はそうじゃなくて、彼なりに私の気持ちに寄り添おうとしてくれていたんだ。

「そろそろ日も落ちるな」

　貴利くんがベンチから立ち上がる。

「戻るぞ、千菜」

　私にそう声をかけると、貴利くんは白衣のポケットに手を入れてゆっくりと歩き出した。

　その背中にどれだけの患者さんの命を背負ってきたのだろう。そして医者を続ける限り、これからも彼は背負い続けるのだろう。

「貴利くん！」

　気が付くと私は彼に駆け寄り、その背中に思い切り飛びついていた。後ろから腕を回してぎゅっと強く抱きしめる。

「千菜？」

　そんな私の突然の行動に驚いたのか、貴利くんが顔を少し後ろに向けた。

　立ち去っていく背中が寂しそうで、駆け寄って抱きついてしまったものの、次の自分の行動がわからない。貴利くんに抱きついてどうしたかったのだろう。

　ただ、思い切り抱きしめたくなってしまった。

「あっ、えっと……ごめん」

　そっと腕を離すと、貴利くんが身体ごと私に振り返った。お互いに向き合う形になると、彼の腕が今度は私に向かって伸ばされる。それが背中に回り、ぐいっと引き寄せられると、私の身体は貴利くんの腕の中にすっぽりとおさまった。

「千菜」

　私を抱きしめる腕に力を込めると、貴利くんは私の肩に顔を埋める。

「好きだ」

　ストレートに告げられた言葉に、私の心臓がトクンと跳ねる。

「千菜が好きだ」

　貴利くんから初めて聞かされた私への想いに驚きはしたけど、戸惑いは少しもなかった。むしろ、なかなか答えを出せないでいた最近の自分の気持ちが、すとんとひとつの答えに落ち着く。

　――貴利くんも私と同じ気持ちでいてくれたんだ。

　それに気が付いたら、安心したような嬉しい気持ちになって、私も自分の両手を貴利くんの背中に回して彼を抱きしめ返した。

「私も好き」

　やっぱり私は単純だ。

　キスをされてから貴利くんのことが気になり始めて。九年前の誤解が解けて貴利くんの本当の気持ちを知って。弱っている姿を見たら放っておけなくて。好きだと言われて嬉しくなった。

　そして、この人のそばにいたいと思ってしまった私はもう貴利くんのことが好きなんだ。

「千菜」

　私を抱きしめる腕がとかれると至近距離で見つめられる。

　港町総合病院の屋上から見える海の向こうに落ちていく夕日が眩まぶしい。ふたりで目を細めながら、貴利くんの唇がゆっくりと私に寄せられる。

　そっと優しく触れ合った唇はすぐに離れると再び重なった。今度は深く長く、たまに角度を変えてキスが続く。

　通じ合ったばかりの互いの気持ちを確かめるように何度も何度もキスは続いた――。










俺は医者だ




　朝からしとしとと冷たい雨が降っていた。

　本当は午後からデートで映画を観に行く予定だったけどやめて、今日は貴利くんのマンションでのんびりだらだらとふたりで過ごすことになっている。

　貴利くんは午前だけ病院に顔を出しに行ったようなので、私たちが待ち合わせたのは午後二時。

　大きな傘を差しながら歩いて向かうと、マンションの前に座り込んでいる人影を見つけた。屋根があるので雨には当たっていないようだけど、たまに吹き荒れる風が寒いのか大きな身体を小さく丸めている。

「こんなところでどうしたの？　風邪引くよ」

　慌てて駆け寄って声をかけると、貴利くんはゆっくりと立ち上がった。彼の着ている灰色のパーカーが、吹き込んできた雨粒によっていくつかの小さな染みを作り濡れている。

「ここで千菜を待っていた」

「いつから？」

「千菜から家を出たと連絡がきた時からだ」

「そんなに待ってたの!?」

　私の自宅から貴利くんのマンションまでなら歩いても来られる距離だけど、今日は雨が降っているからバスで来た。

　それでもこの悪天候のせいか道路が混んでいて十五分以上はかかってしまったのに。その間ずっと貴利くんはここで吹き荒れる雨と寒さに耐えながら待っていたらしい。

「部屋で待っていてよかったのに」

「そういうわけにはいかない。千菜がこんな雨の中をわざわざ来てくれるのに、俺だけ暖かな部屋の中で待つのは悪いだろ」

「別にそんなの気にしなくていいよ」

　私と貴利くんが恋人という関係になってから二週間ほどが経った。

　でも、相変わらず忙しい貴利くんとはゆっくり会える時間をなかなか作れないし、連絡もそれほど頻繁には取り合っていない。

　それでもようやく今日、お互いの休みが重なって、のんびりとデートできるはずだった。でも、生あい憎にくの土砂降り。

　映画を観に行くためだけに電車に乗って街の中心部まで行く気にはなれなくて、私の提案で予定をおうちデートに変更した。

　そう決めたのは雨のせいもあるけど、貴利くんの身体を気遣ってのこともある。

　ずっと病院に泊まり込む日々が続いていたらしいから、肌寒い雨の中を出歩くよりも暖かな部屋の中で過ごした方がゆっくりと身体を休められると思った。

　私が貴利くんのマンションに行くのは初めてなので、家まで迎えに来ると貴利くんは言ってくれたけど断った。

　住所さえ教えてもらえればスマートフォンの地図アプリを使って辿り着けると思ったし、港町総合病院の近くらしいのでだいたいの位置はわかる。

　そんな風に貴利くんがなるべく雨に濡れないように気遣ってあげたのに、まさかマンションの前で私の到着を待ち続けていたとは。

　屋根がある場所にいたから雨にはそれほど濡れていないようだけど、寒さで風邪を引いたら大変だ。

「外は寒い。早く部屋に行こう」

　貴利くんは私の手から傘を奪うと、反対の手で私の手をぎゅっと握った。その大きな手が、外の寒さのせいですっかり冷えてしまっている。

　温めてあげたいと思ったけど、バスを降りてから雨の中を歩いてきた私の手もきっと同じくらい冷たいはずだ。

　早く部屋に入ってふたりで温まろう。

　五階建ての低層マンションの三階が貴利くんの部屋らしい。まだ新築らしくとても綺麗だ。

「おじゃまします」

　玄関を開けて少し進むと八畳ほどのダイニングルームがある。そのすぐ隣にも部屋があり、扉が開いたままになっていた。

　ダイニングルームよりも少し狭いそっちは寝室として使っているのだろう。カーテンが閉められている薄暗い部屋の中央にはセミダブルサイズほどのベッドが置かれている。

　それを見た瞬間、妙な緊張感が身体を駆け抜けていき、胸がドキドキと激しく打ち始めた。

　特に意識することなくここまで来たけれど、よくよく考えたら恋人同士の男女が同じ部屋で過ごすとなると、おのずとそういう雰囲気に流れていくのではないだろうか。

　つまり今日、もしかしたらあのベッドで貴利くんと……。

「千菜」

「は、はいっ」

　ひとりで恥ずかしい妄想を繰り広げて勝手に動揺していると、キッチンに立っている貴利くんに声をかけられた。

「なにか飲むか？　麦茶かコーヒーしか出せないけど」

「じゃあコーヒーで」

「ホットでいいか」

「うん。あっ、手伝うよ」

　慌てて妄想を吹き飛ばしてキッチンに駆け寄ろうとすると、「ひとりで大丈夫だ」と貴利くんに言われてしまった。

　私は、大人しくダイニングルームのソファに腰を下ろす。

　しばらくするとふたり分のマグカップを持った貴利くんが来て、そのひとつを私に手渡す。

「熱いから気をつけろよ」

「うん」

　ゆっくり受け取ると、まだ少し冷たさの残る手をマグカップから伝わるほんのりとした熱で温める。

　すると、すぐ隣に貴利くんが腰を下ろした。その距離の近さに動揺した私は、反射的に身体を横にずらし、ひとり分ほどの距離を取ってしまう。

「なぜ避ける」

「えっ」

　どうやら今の私の行動が気に入らなかったらしい。不満そうに私を睨む貴利くんと目が合う。

「べ、別に避けたわけじゃないけど」

「俺と距離を取っただろ」

「えっと、それは……」

　答えながら、目の前のローテーブルにマグカップを置いた。

　鈍感なのに、どうしてそういうことには素早く気付くのだろう。

　でも、まさか言えるわけがない。

　隣の部屋のベッドを見たら、ひとりで勝手に妄想を広げてしまい、動揺してしまった。なんて恥ずかしくて絶対に言えない。

　それに、もしかしたら意識しているのは私だけで、貴利くんはなんとも思っていないのかもしれない。

　いや、むしろそっちの可能性の方が高い気がしてきた。

　貴利くんは、そういうことに関してあまり興味がなさそうな人だから。恋人である私とふたりきりで同じ部屋で過ごしていても、そういう甘い雰囲気にはならないのではないか。

　今だってすました顔してコーヒーを飲んでいるし。

　ちらりと隣の貴利くんを見ると、私の視線に気付いた彼がマグカップから口を離す。

「そんなにわかりやすく意識するな。まだなにもしないし、突然押し倒したりもしないから安心しろ」

　そう呟いて、再びコーヒーを飲み始める貴利くん。

　どうやら私がなにに緊張しているのか気付いていたらしい。なんだか恥ずかしくなってしまう。

　他人の感情を読み取るのが下手なくせにどうしてこういう時だけ察するのが早いのだろう。

　それよりも、〝まだなにもしない〟ということは、いずれは私に手を出す気ではいるらしい。あまりそういうことに興味がなさそうだと思っていたけど、どうやら人並みにはあるようだ。

　貴利くんがそのつもりでいるなら私も心の準備をしておこう。

　でも、とりあえず今はまだなにもしないらしいから落ち着いて……。

　緊張を鎮めていると、貴利くんがマグカップをローテーブルに置いた。

　すると、手首を掴まれ、ぐいっと強く引き寄せられる。その勢いで私の身体は自然と貴利くんの方へと倒れてしまった。

「キスくらいはしてもいいか？」

　そう聞いておきながら、私の返事を待つことなく唇を押しつけられた。

「んん～」

　早急に始まったキスに戸惑っていると、私の手首を掴んでいた貴利くんの手が腰に回り、もう片方の手が後頭部に回される。

　長く続くキスは次第に深くなり互いの舌が絡み合う。このまま本番に突入してしまいそうな甘くて激しいキスを受けながら、まだなにもしないと言っていた貴利くんの言葉を思い出した私は『嘘つき！』と心の中で彼を思い切りののしった。

　しばらくすると、ゆっくり唇が離れてキスが終わる。それに少しだけ寂しさを感じてしまった私はもう完全にこの雰囲気に流されていて、身体は貴利くんを求めていた。

「すまん。キスだけで止めるつもりだったが無理そうだ。このまま続けていいか」

　熱っぽい視線で見つめられて、「うん」と頷いてしまう。

　外はどんよりとした雨雲のせいですでに夕方のように薄暗いものの時間帯はまだ昼間。こんな時間から始めるのは少し気が引けるけど、貴利くんも私もこれ以上はもう待てそうにない。

　でも、さすがにこのソファではやだなぁと思っていると、貴利くんが私を軽々と抱え上げた。そのまま隣の寝室へと運ばれて、ベッドにゆっくりと座らされる。

「千菜は初めてじゃないよな」

　私と向かい合うようにベッドに座ると、貴利くんが確認してくる。

「初めてじゃないよ。この前会った元彼と何度もしていたし……というか待って」

　たった今とても重大な事実に気が付いたかもしれないと、私は一気に焦り出す。

「会うと必ずしていた気がする。というか、それだけのために会う日も会ったし。もしかして、かけるって私の身体目当てで付き合っていたのかな。貴利くんどう思う？」

「知らん」

　貴利くんが私の肩をポンと押すと、その勢いで私は後ろに倒れてしまう。ひんやりとしたシーツの上に仰向けに転がると、その上に貴利くんが覆い被さってきた。

「お前はそんな話をして、俺を嫉妬で狂わせたいのか」

　次の瞬間、唇を塞がれて貪るような激しいキスをされる。どこで息をしたらいいのかわからなくて少し苦しい。

　すると、ようやく唇を離してくれた貴利くんがジッと私を見下ろす。そんな彼に、先ほどのキスで乱れた呼吸を整えながらそっと尋ねてみた。

「もしかして、もう狂ってる？」

「ああ、かなりな。元彼のことなんて忘れるくらい千菜をめちゃくちゃにしてやりたい気分だ」

「それは、困るね」

　あははと思わずひきつった笑いがこぼれた。

　めちゃくちゃってなに？　私どうなるの？　自分の身体が心配になってしまう。

　初めてじゃないけど、できればお手柔らかにお願いしたい。けれど、そんな私の願いはすぐに崩れ去る。

「これから俺に抱かれるというのに、他の男の話を持ち出す千菜が悪い。責任はきちんととれ。一切手加減しないから」

「えっ、待っ」

　待って。そう言おうとした私の唇はあっという間に貴利くんに塞がれてしまった。

「あ……んっ」

「千菜、愛してる」

　それから貴利くんは私に何度も甘くて優しい言葉を囁ささやいてくれたけど、その行為は少しも優しくなかった。

　激しく続いた何度目かの後、私は意識を失うように眠ってしまった。




＊　＊　＊




「そういえば貴利くんはいつから私が好きなの？」

　いつの間にか夕方になっていた。

　行為の最中に眠ってしまった私が目を覚ますと、すぐ隣で私の寝顔を見つめていた貴利くんと目が合った。

　そのまま起き上がる気にならなくて、ふたりでシーツにくるまりながらベッドでごろごろとしている。

　行為中何度も貴利くんから好きや愛してると言われて、そういえば彼がいつから私に好意を寄せてくれていたのか気になっていた。だから、聞いてみたけれど……。

「わからん」

「わからんって」

　そんなはっきりと答えなくても。きっかけぐらいはあったはずだ。続きの言葉を待つようにジッと見つめていると、貴利くんが仰向けに寝転がり天井を見つめた。

「父から千菜と結婚するように言われた時、千菜を好きだと気が付いた」

「なぜそのタイミング？」

　私は玉蔵に貴利くんと結婚するように言われた時、どうしたら回避できるのかを必死になって考えていた。貴利くんとなんて結婚したくなかったから。

　でも、貴利くんは違ったんだ。お父さんから私と結婚するように言われて私への気持ちに気が付いたらしいけど、どうしてそのタイミングで気が付いたのだろう。

　貴利くんはしばらく口を固く結んで天井を見つめていたけれど、やがてぽつりと言葉をこぼす。

「相手のためになにかをしたいと思う。それはもう愛だ。と、父に言われた」

「ごめん。意味がよくわからない」

　ますます意味不明な返事がきてしまった。私は、「もういいです」と呟いて、それ以上聞くのはやめた。

　それに、好きになったきっかけを具体的に話されるのも恥ずかしいかもしれない。この話はもうやめよう。

　貴利くんは私が好き。私も貴利くんが好き。それでいいじゃないか。

「千菜はどうなんだ」

　貴利くんは仰向けに寝転がっていた身体を横に向けると、左手で頭を支えながら隣に寝転ぶ私を見つめる。どうやら彼はまだこの話を続ける気でいるらしい。

「いつから俺を好きになった。確かお前は俺が嫌いだっただろ」

「えっ」

「みなとみらいのホテルのラウンジで久しぶりに顔を合わせた時にはっきりとそう言われたからな」

　気にしていないと思っていたけど、もしかして気にしていたのかな。そうだとしたら悪いことをしてしまった。と、両想いになった今だからこそ思う。

「あの時はごめんね。私、貴利くんのこと誤解していたから」

「誤解？」

「えっと……おばあちゃんが亡くなった時、部屋で泣いていた私に貴利くん言ったでしょ。いつまで泣いてるんだ。人はいつか死ぬんだって。その時、貴利くんが心の冷たい人に思えて、それでちょっと苦手になった」

　ちょっと苦手どころか大嫌いになったのだけど、そのへんはオブラートに包んで打ち明けた。

　すると、貴利くんはすぐに理解したのか「すまなかった」と静かに呟く。

「やっぱり俺のあの言葉が千菜を傷つけていたのか。まだ高校生だった千菜には酷な言葉だったな」

「そうだね。さらに傷ついた」

「すまない」

「でも、貴利くんは心の冷たい人じゃないってちゃんとわかったからもう大丈夫」

　あの日、港町総合病院の屋上で、助けられなかった患者のことを思って塞ぎ込んでいた貴利くんを見た時から私の気持ちは変わった。

　貴利くんは心の冷たい人なんかじゃない。

　無愛想で、口数が少なくて、初対面の人からはこわがられてしまうような人だけど、本当は誰よりも心が優しい人。不器用だからそれをうまく表現できないだけなんだ。

　九年前のあの日も、貴利くんなりに私を励まそうとしてくれていたのだと今なら理解できる。

「誤解が解けたら、貴利くんのいいところがたくさん見え始めたよ。それで……」

　いつの間にか貴利くんのことが大好きになっていました。そう打ち明けようとしたものの、途端に恥ずかしくなって口を閉じた。やっぱり面と向かっては言えない。

「それで？」

　それなのに貴利くんが私を見つめながら優しく続きを促してくる。

「中途半端に言葉を止めるな。気になるだろ」

「でも、ちょっとそこから先を言うのは恥ずかしい」

　そう答えて、私は背中を向けた。

　というか、貴利くんだって私を好きになったきっかけをうまく濁した気がする。

〝相手のためになにかをしたいと思う。それはもう愛だ〟って、どういう意味だろう。

　すると、貴利くんの腕が私の身体を自分の方へと引き寄せた。後ろから大きな身体に抱き込まれると、お互いに服を着ていないので肌がぴったりと重なる。

「言わないとこのままもう一度するぞ」

「えっ。それは無理」

　まだ身体がしんどいのにもう一度なんて無理だ。

　初めてなわけじゃないから辛くはないけど、何度もされるとさすがに身体が悲鳴をあげる。ぐったりとしている私とは正反対に、どうやら貴利くんはまだ余裕らしい。

「それなら、さっきの言葉の続きを話してくれ」

「やだ」

　もう一度するのも嫌。でも、恥ずかしくて貴利くんを好きになった理由を言うのも嫌。どっちも嫌だ。

「そうか。それなら……」

　後ろから低い声の囁きが聞こえると、私の身体を抱きしめている腕に力がこもった。そのまま貴利くんが覆い被さろうとしてくるので、私は全力で彼を拒む。

「やだやだ。もう無理だって。今度こそ本当に倒れちゃうからね」

　さっきも途中で意識を飛ばしてしまった。かけるともこんなことはなかったのに。

　強引なわけではないけれど、貴利くんは少し激しすぎると思う。できればもう少し手加減してほしいけれど、それでもやっぱり続けては無理。私の身体が壊れそうだ。

「心配するな、俺は医者だ。千菜が倒れてもなんとかしてやるから安心しろ」

　これと同じセリフをまったく別のシーンで言われたら、きゅんとしちゃうほどカッコいいんだと思う。

　でも、ここはベッドの上で、私は半ば無理やり貴利くんに襲われかけている。こんな状況なのに、真面目な表情で『俺は医者だ』とか言われても、とんちんかんな言葉にしか聞こえない。

「ちょ、ちょっと！　どこ触ってるの」

　いつの間にか私に覆い被さっている貴利くんの手が私の胸をわさわさと触り出している。

　さっきの行為の余韻がまだ残っているのか、私の身体は敏感に反応してしまった。

「……ん」と思わず声が漏れてしまうと、それに気をよくしたのか貴利くんがさらに私に触れてくる。

　ああ、もうダメだ。

　このままもう一度始まってしまうのかと思いきや、貴利くんの方から突然ぐ～っとお腹の鳴る音が聞こえた。

　私の胸を触っていた手の動きがぴたりと止まる。

「……腹減ったな」

　雨の音は聞こえない。もう止んだのかもしれない。

「なにか食べに行く？」

　そう提案してみると、貴利くんが「そうだな」と頷いた。

　私たちはベッドを抜け出ると、さっとシャワーを浴びる。それから出掛ける用意を済ませて外に出た。

　雨はすっかり止んでいる。

　でも、今から遠くへ出かける気にはならなくて、貴利くんのマンションの近くにあるラーメン屋へ行くことにした。あっさりとした醤しょう油ゆラーメンときゃべつたっぷりの餃子を食べて身体がほかほかと温まる。

　その夜、私は家に帰る予定だったけど、貴利くんのマンションに泊まることにした。

　多忙な貴利くんのことだ。またいつこんな風にのんびりと過ごせるかわからないから、この時間を大切に、まだ彼と一緒にいたいと思った。

　ベッドに寝転がって話をしていると、今度休みが重なったら結婚式場を見に行こうと貴利くんに提案された。

　教会式か神前式か。招待する人数は？　披露宴はどうする？

　そんな話をしながらふたりともいつの間にか眠っていた。

　次の日は一緒にマンションを出た。

　結婚すればこんな生活が当たり前になるのかと思ったら、そんな日々をとても楽しみにしている自分がいて不思議な気持ちになった。

　玉蔵から貴利くんとの結婚の話をされたのが八月。

　あんな男と結婚するものかと息巻いていたはずの私が、三カ月経った今では貴利くんとの結婚にすっかり前向きになっているのだから人生はなにが起こるかわからない。

　それからも私と貴利くんのお付き合いは順調に進み、結婚の意思が固まった私たちはそれぞれの父親に報告をすることにした。もちろん彼らは大喜びだ。

　そのまますぐにでも両家顔合わせ、結納、入籍、挙式と進めようとしたけれど、両家のスケジュールがなかなか合わずにどんどん先に延びてしまった。

　というのも、貴利くんのお父さんは大病院の院長先生だし、お母さんもお医者さん。うちの玉蔵も大学教授だし、母も心理学者。どちらの両親もそれぞれバリバリに仕事をこなしているため休みがなかなか合わないのだ。それに加えて、貴利くんも多忙なので、ますますスケジュール調整が難航してしまった。

　それでもなんとか調整した結果、両家の顔合わせは年明けの一月に行うことに決まった。

　そんな風にのんびりとではあるが私と貴利くんの結婚は少しずつ前に進み始めた。










仕事は好きか？




　十二月に入ると、街は一気にクリスマスムードに包まれ始めた。

　私の職場である港町図書館もこの時期になるとクリスマス関連の本を集めた特集コーナーが設置される。

　今日はその準備として、児童書担当の私はクリスマスの絵本や物語を開かい架かと閉架の両方の書架から集めては特集コーナー用に作った書棚にせっせと並べていた。近くにクリスマスツリーを飾ると、館内にもいよいよクリスマスムードが漂い始める。

　お昼前になりようやくすべての本を並べ終え、サンタとトナカイの描かれた看板を設置していると後ろからトントンと肩を叩かれた。

「沢木さん、今ちょっといいかな」

　小声でそう話しかけてきたのは小谷さんだ。特集コーナーの設置も無事に終わったので頷くと、彼女は私の手を引いてカウンターの奥にあるちょっとした作業用の部屋へと連れていく。

「小谷さん、どうしたんですか？」

　話しかけられた時から小谷さんがやけに深刻な表情を浮かべていたので、いったい何事だろうと気になった。彼女は静かに作業部屋の扉を閉めると、くるんと私を振り返る。

「あのね、今度のクリスマスお話会のことなんだけど。頼んでいた読み聞かせボランティアさんが急きょ来られなくなったみたいでさっき連絡があったの」

「そうなんですか!?　でもどうしてまた突然」

　港町図書館では週に三回、職員が児童書コーナーの一角で乳幼児向けに絵本や紙芝居などの読み聞かせを行っている。

　けれど、クリスマスお話会のように季節の催しに合わせて開催する読み聞かせイベントは、建物の三階にあるホールに、たくさんの人を集めて大きく開催する。そのため、職員だけでなく地域で活動しているボランティアさんの力を借りて、人形劇や大型の紙芝居などを使っての読み聞かせも行っていた。

　二週間後の土曜日に開かれるクリスマスお話会も職員とボランティアさんが交互に読み聞かせを行う予定でいたけれど、どうやらボランティアさんの都合が悪くなってしまったらしい。

　そのイベントの企画を担当しているのが、児童書を担当している私と小谷さんなのでふたりで頭を悩ませる。

　連絡を受けた小谷さんの話によると、ボランティアさん側のスケジュール管理がうまくできていなかったらしい。

　図書館と同じ日の同じ時間帯に近くの福祉施設でもクリスマス会を開く予定らしく、そこでも読み聞かせの依頼があった。それを忘れたまま、図書館のお話会の予定も入れてしまったらしい。

　ボランティアさん側としては、先に依頼があり承諾の連絡をしていた福祉施設の読み聞かせを優先させたいそうだ。

「そのパターン前にもありましたよね」

　小谷さんから事情を聞いた私は去年の節分お話会の時を思い出した。確かあの時もボランティアさん側のスケジュール管理がうまくできていなくて図書館のお話会をキャンセルされてしまった。

　小谷さんもその時のことを思い出したのか、困ったように息を吐き出す。

「ボランティアさんたちももうご高齢だから。その辺は、まぁ仕方ない。無償でやってもらっているわけだから、あまり強くもお願いできないし」

「ですよね。他の読み聞かせボランティアグループさんに声かけてみます？」

「その手ももうやったんだけどダメだった。やっぱり同じ日にクリスマス会を開く施設が多いみたいで、スケジュール埋まっているって言われた」

「そうですか」

　どうしようかとしばらくふたりで頭を悩ませていたが、悩んでいても仕方がない。私は小谷さんに提案する。

「今年は私たちだけでやりましょう」

「やっぱりそれしかないよね」

　小谷さんが頷いたので、今年のクリスマスお話会は図書館職員が中心となり絵本や紙芝居、パネルシアターなどで読み聞かせを行うことにした。

　さっそくそのことを館長や他の職員にも報告をすると、私と小谷さんだけだと大変だからと手伝ってもらえることになり、これでなんとか今年のクリスマスお話会も無事に開催できそうだ。

　一安心しながらお昼休憩を終えて午後の仕事をこなしていると、隣のデスクで仕事をしていた小谷さんに話しかけられた。

「ねぇねぇ沢木さん。今年もチキンパーティーするよね？」

　新しく入ってきた雑誌のデータを登録して、館内貸し出し用のカバーをかけていた私は、その作業を続けながら隣の小谷さんに答える。

「今年のクリスマスって平日ですよね。小谷さん出勤日ですか？」

「うん。沢木さんもそうだよね」

「はい。閉館時間までの遅番です」

「私も」

　ここ数年のクリスマス当日は、仕事が終わると小谷さんのひとり暮らしのアパートでチキンパーティーを開くのが私たちふたりの恒例行事になっている。

　独身の小谷さんはしばらく彼氏がいないらしいし、私も去年はかけるという恋人がいたもののクリスマス当日もイブにも会えなかった。

　というか、私は少し遅れてクリスマスプレゼントをあげたのに、かけるからはなにも貰えなかった。今思うとその時点で私への愛情が薄いのだと気付けばよかった。

「今年もいつものお店のチキンでいいよね」

「はい。もうそろそろ注文って始まりますか？」

「うん。昨日から始まってるよ」

　私と小谷さんのクリスマスの過ごし方は、ハンバーガーチェーン店がクリスマスの時期に合わせて販売しているチキンやポテトなどが入ったセットを購入して、お酒と共にふたりで食べるのだ。

　ちなみにケーキは食べないしクリスマスツリーも飾らない。ひたすらふたりでチキンを食べまくるというだけの少し変わったクリスマスの過ごし方だった。

　とはいえ、私も小谷さんも毎年楽しみにしているので、今年も小谷さんが早めに当日の予定を私に確認してきた。

「今年はどうしようか。ついにデラックスパック頼んじゃう？」

「でもあれは大人数のパーティー用だからふたりだと絶対に食べ切れませんよ」

「やっぱりそうかな。でも私、今年はいつもよりもたくさん食べられる気がするの」

「その根拠はどこからくるんですか。まぁ、私も食べろと言われれば食べますけど」

　私も小谷さんも小柄のやせ型。でも、ふたりともよく食べる。忘年会などの飲み会ではほとんど私と小谷さんがふたりで料理を食べ尽くしてしまうほどの大食いだ。小食の職員が多いのでその食欲にはいつも驚かれているし、料理を残さずに済むので感謝されたりもしている。

「よし！　じゃあ今年はデラックスパックを頼もう」

「賛成です」

　会話は続けているけれど、お互い仕事の手は止めていない。ちなみに小谷さんは貸し出し期限の過ぎた本を持っている利用者に向けた督促葉書を作っている。

　話し合いの結果、今年のチキンパーティーはデラックスパックを頼むと決まり、新刊雑誌を書棚に並べるための装備を終えた私は貸し出しカウンターへと向かった。

　先にカウンターに入っていた職員さんと交代してイスに腰を下ろす。今日はこれから閉館時間まで私がカウンターの当番だ。

　お昼過ぎから減り始めた利用者も夕方頃になると再び増え始める。学校帰りの学生や、仕事帰りの社会人の利用が増えて少し忙しくなるのだ。

「おねぇちゃん本返しに来たよ」

「あっ、とも君。久しぶりだね。お母さんは？」

「ママは向こう。ゆめちゃんと絵本選んでる」

　夕方の四時半。常連の小学一年生のとも君が図書館にやって来た。

　ひとりでカウンターに来たのが心配で声をかけると、どうやらお母さんは児童書コーナーでとも君の妹と絵本を見ているらしい。

　とも君が図書袋の中に入っている本を一冊一冊取り出してカウンターに置いていく。そのバーコードを読み取りながら返却処理をしていると、とも君が尋ねてきた。

「おねぇちゃん。このシリーズの違う本ある？」

「電車の？　それ人気だからどうかな。ちょっと待ってね」

　返却処理が終わるとパソコンを操作して本の在庫を調べる。

「あー残念。全部貸し出し中だね。お母さんにお願いして予約してもらう？」

「ううん予約はしない。今日読みたいから電車の他のある？」

「ちょっと待ってね」

　電車や乗り物系の本は子供に人気で開架の棚に出ているとすぐに貸し出しになってしまう。今も残っているのはとも君がすでに読んだことのある本ばかりだ。

「書庫になら何冊かあるけど少し古いよ。それでもいい？」

「いいよ。電車のならなんでもいい」

「わかった。じゃあちょっと持ってくるからこの紙にお名前書いてね」

「はーい」

　書庫の本の請求書にとも君の名前を書いてもらう。カウンターの奥の作業スペースにいる職員に声をかけて、カウンターを少しだけ交代してもらうと私は地下の書庫へと急いだ。

　戻ってくると近くのソファに座っていたとも君が目をキラキラとさせて駆け寄ってくる。

「うわっ。いっぱいあるね。これ全部借りてもいいの？」

「うん、いいよ」

「やったー。でも他の本も借りたいから一回ママのところに行ってからまた来るね」

「わかった」

　とも君は両手で大事そうに本を抱えて、児童書コーナーにいるお母さんのもとへと嬉しそうに走り出す。

「歩いてねー」とその背中に優しく声をかけると、とも君は立ち止まり、今度はゆっくりと歩いて児童書コーナーへと向かった。

　それからも、知人から花の苗を貰ったけれど育て方がわからないという利用者を園芸書のコーナーに案内して一緒に調べたり、結婚式のスピーチの参考になるような本を探しているという利用者に本を選んだり、検索した本が書棚に見つからないという利用者の代わりにその本を探したり、予約本を受け取りに来た利用者にその本を渡すとおすすめの本を教えてほしいと頼まれたり……。

　カウンター業務を忙しくこなしていると、書棚の方から小谷さんが駆け寄ってきた。

「沢木さん」

　確か彼女はこの時間、返却された本を書棚に戻していたはずだ。なんだか慌てたようにカウンターに来たけれどなにかあったのだろうか。

「あの人来てるよ」

「あの人？」

　小声でそっと言われたものの、小谷さんの言う〝あの人〟にピンとこなくて首を傾げる。そんな私に小谷さんはさらに言葉を続ける。

「ほらあの人だよ。この前、中澤さんのこと助けてくれたお医者さん」

「お医者さん……」

　もしかして貴利くんのことだろうか。

「ほら、あそこに座ってる」

　そう言って、小谷さんが指を差した場所にいたのはやっぱり貴利くんだ。雑誌コーナーの近くにあるソファに座って、なにかの雑誌に視線を落としている。

「さっきからあの場所で雑誌を読みながら、沢木さんのことをちらちらと見ていたけど、気付いてなかったの？」

「はい。まったく」

　カウンター業務に集中していたから気が付かなかった。いつから貴利くんはあの場所に座っていたのだろう。

　小谷さんと一緒になって雑誌コーナーのソファ席を見つめていると、私たちの視線に気が付いたのか貴利くんが手元の雑誌から顔を上げた。

　目が合ったので軽く手を振ると、頷いただけで手は振り返してくれなかった。そして再び雑誌に視線を落とす。

　すると、その様子を見ていた小谷さんが私の耳元で呟いた。

「ねぇねぇ。あの人なにか怒ってる？　沢木さんを見る目がこわいんだけど」

「いえ、怒ってはないと思いますよ。あれが通常の顔です」

　貴利くんのことをよく知らない人はそんな誤解をしてしまうけれど仕方がないのかもしれない。もともとの顔が強面なのに無表情だから、さらにこわく見られてしまうのだ。

「怒っているわけじゃないんだ。それなら声かけてもいいかな」

「えっ、どうしてですか？」

　そう質問して気が付いた。そういえば、小谷さんは貴利くんのことを気に入ってしまったんだっけ。

「連絡先聞こうかな。教えてくれると思う？」

「どうでしょう。多分、教えないと思います」

　お堅い性格の貴利くんのことを考えると、ほぼ初対面の女性に自分の連絡先を教えるとは思えない。というよりも、私が教えてほしくない。

　初めて小谷さんに貴利くんとの関係を話した時はまだただの知り合いだったけど、今は彼氏と彼女という関係になっている。そのことを小谷さんに話そうか迷ったものの、今は仕事中なのでまた今度にすることにした。

「えー、でも気になる。知りたい。話してみたい。あっ、そうだ！　あの人もチキンパーティーに呼ぼうよ。沢木さんの知り合いなんでしょ？」

「えっ、それはちょっと……」

　誘っても絶対に来ないと思う。

「クリスマスは仕事だと思いますよ」

　まだ確認はしていないけど、忙しい貴利くんのことだから普通に仕事をしていると思う。だからこそ恋人そっちのけで小谷さんとチキンパーティーの予定を入れたのだけれど。

　そもそも貴利くんはクリスマスを意識しているのだろうか。彼の性格を考えると、そういった世間一般の人が浮かれて騒ぐようなイベントにはまったく興味がないような気がする。

「そうだよね。お医者さんだから忙しいよね」

　どうやら小谷さんは貴利くんをチキンパーティーに呼ぶのを諦めてくれたらしい。

　そもそも彼女は貴利くんのどこがそんなに気に入ったのだろう。接点といえば、図書館で春子さんが倒れてしまった日に少し話をしたくらいなのに。

　不思議に思って尋ねると、小谷さんはにやにやと笑いながら教えてくれた。

「だってあの人、私が今読んでいる時代小説の主人公と雰囲気が似ているんだよね。何事にも動じなさそうな、冷静沈着なところとかそっくり」

　ああ、なるほど。

　そういう理由だったのかと思わず納得してしまう。愛読書が時代小説の歴史ヲタクの小谷さんらしい。

「勘違いしないでね。別に付き合いたいとかそういう感情はないから。カッコいいなぁって勝手に思っているだけだから気にしないで。さてと、仕事に戻ろっと」

　さっぱりとそう言って、小谷さんは書棚へと戻っていった。

　そういえば以前、現実の男性はどうしても恋愛対象に見られないと言っていた小谷さんの言葉を思い出した。彼女は小説に出てくる武将にかなり惚れ込んでいるようで、現実の男性との恋愛は考えられないのだという。

　そんな小谷さんにもいつか素敵な男性とのよい出会いがありますようにと祈りながら、私は閉館時間までのカウンター業務をこなした。




＊　＊　＊




「ここにいたんだ」

　午後八時を過ぎて仕事を終えた私が職員入口から外に出ると、図書館の出入口付近で貴利くんが私を待っていてくれた。

　寒いのか、紺色のダウンジャケットのファスナーを首元まで閉めて、両手をポケットに入れている。

　私たちが顔を合わせるのは二週間振りで、今日はこのまま貴利くんのマンションで泊まりの予定だ。

　貴利くんの仕事が珍しく定時で終わったので、まだ仕事中の私を迎えに来てくれたらしい。

　けれど、外で待つのが寒くて、暖かな館内で雑誌を読んでいた。そう説明してくれた貴利くんの隣を私はのんびりと歩く。

「そういえば千菜の同僚に話しかけられた。この前、救急車を呼んでくれた女性だ」

「えっ、小谷さん？」

　どうやらあの後、貴利くんに話しかけたらしい。まさか本当に連絡先を聞いたのだろうか。貴利くんは教えたのかな。

「戦国時代は好きかと聞かれたから興味がないと答えたら、そうですかと静かに去っていった」

「小谷さん……」

　連絡先を知りたいと言っていたのに、まったく違う内容で声をかけたみたいだ。

　それにしても小谷さんは、貴利くんに突然どうしてそんな質問をしたのだろう。大抵のことには動じない貴利くんもきっと困ったと思う。

　もしかして、小谷さんが話していた貴利くんに似ているという小説の主人公が戦国時代の武将なのかもしれない。それならその質問にも納得できる気がする。

　でも、どうやら貴利くんには興味がないときっぱり返されてしまったらしい。私はその場面を見ていなかったけれど、静かに去っていったという小谷さんの寂しそうな背中を想像すると、少しだけ彼女がかわいそうになってしまった。

　チキンパーティーの時にでも慰めてあげよう。

「その小谷さんとクリスマスにチキンパーティーするんだよね」

「チキンパーティー？」

　なんだそれはと貴利くんが不思議そうに私を見るから教えてあげる。

「毎年クリスマスは小谷さんと仕事終わりにチキンを買い込んで一緒に食べてるの」

　貴利くんからの反応は特にない。そうなのかと興味がなさそうに返されただけだ。

「貴利くんはクリスマスは仕事だよね」

「確か当直だった気がするな」

「だよね」

　そうだろうと思っていたけどやっぱりそうだった。

「じゃあクリスマス当日じゃなくていいから、その辺りでどこか会えそうな日ある？　一緒にクリスマスパーティーしようよ」

「わかった。予定を確認してみるが保証はできない。仕事になる可能性もあるからな」

「ですよね」

　まぁいいや。別にクリスマスにこだわらなくても。私には小谷さんとの楽しいチキンパーティーがあるし。

　目の前の歩行者信号が赤に変わったので立ち止まると視線が自然と下に落ちた。

　当日に一緒に過ごせないことはなんとなく予想していたもののやっぱり落ち込む。

　それでもプレゼントは贈りたいと思ったので、なにか欲しいものはないのかを尋ねようとすると、貴利くんの腕が私の肩に回されて引き寄せられた。

　そのまま唇を重ねられて私はそっと目を閉じる。短いキスが終わると、貴利くんは困ったように眉を下げた。

「すまない。いつも俺の予定が合わなくて。千菜には申し訳ないと思っている」

「いいよ、大丈夫だから」

　突然キスしてくるなんて、貴利くんには私がクリスマスを一緒に過ごせなくて寂しそうに見えたのだろうか。

　信号が青に変わると、貴利くんは私の肩に回していた腕を下ろし、その手で私の手をぎゅっと握った。そのまま自分の着ているジャケットのポケットへと手を突っ込む。

「あったかい」

　そう言って微笑んで見上げると、今度は額にキスをされた。

　ぴったりと寄り添って歩きながら、貴利くんのマンションへ行く前に近くのラーメン屋に寄ることになった。

　初めて貴利くんのマンションに泊まった日に食べに行って以来お気に入りになったお店で、ふたりでもう何度も訪れている。というより、最近はここにしか食べに行っていない。

　前に一度だけ駅前のホテルに入っているわりと高級な鉄板焼料理のお店でコース料理を食べたけど、メインディッシュの前になって貴利くんのスマートフォンに病院からの呼び出しがきてしまった。

　取り残された私はその後の料理をひとり寂しく食べた思い出があるので、そういったコース料理店が少しトラウマになっていたりする。

　ラーメンならすぐに出てくるし、すぐに食べられる。もしもひとりで食べることになっても、まわりにおひとり様の客が多いと寂しさも感じない。そういう理由もあってあのラーメン屋を私は好んでいるのだ。

　今日はなにラーメンを食べようかな。お腹が空いているからチャーハンと餃子セットにしちゃおうかなと歩きながらメニューを思い浮かべていると、隣から低い声に話しかけられた。

「千菜は、仕事が好きか？」

「え」

　その唐突な問いに思わず隣の貴利くんの横顔を見つめる。

「好きだよ。どうして？」

　仕事は好きに決まっている。司書になるのは私の子供の頃からの夢だったから。

　大学で司書の資格を取り、卒業の年に運良く港町図書館で司書の求人を見つけて、採用試験を受けたら受かった。正規の職員ではないから給料はそれほど多くないし、安定もしていない職だけど、それ以上にやりがいがあるし、なにより子供の頃からの夢の仕事に就けて毎日充実している。

　でも、どうして突然そんなことを聞くのだろう？

　不思議に思いつつ貴利くんを見つめていると、彼は私に視線を向けようとはせず真っ直ぐに前を見つめたままぽつりと呟く。

「もしも俺が、仕事を辞めてくれと言ったら千菜はどうする」

「えっ」

　一瞬、言葉に詰まってしまった。でも、すぐに首を横に振って答える。

「やだよ辞めない。仕事楽しいもん」

「そうだよな」

　貴利くんが静かに笑う。その横顔を見つめながら、どうしてそんなことを聞かれたのか私は不思議でたまらない。

　もしかして貴利くんは結婚したら私に仕事を辞めて家庭に入ってほしいとでも思っているのだろうか。

　でも、そんな考えは時代遅れだと思う。今は結婚したって仕事を続けている女性が多いのに。

　それに、貴利くんのお母さんだって医者として貴利くんが子供の頃からずっと第一線で働いているし、私の母だって私が子供の頃からずっと心理学者として仕事を続けている。

　自分で選んだ好きな仕事だ。そう簡単には辞められない。

　でも、辞めないと私は貴利くんと結婚できないのだろうか……。

　不安になって貴利くんの横顔を見つめていると、真っ直ぐに前を見ていた彼の視線がようやく私に向けられた。

「俺も千菜には今の仕事をずっと続けてほしいと思っている」

「じゃあどうして辞めてなんて言うの？」

「辞めろとは言っていない。辞めてくれと言ったらどうするか聞いただけだ」

「どうしてそんなこと聞くの？」

　質問を返すと、貴利くんの視線が私からそらされた。

「いや、深い意味はない。ただ、なんとなく聞いただけだ」

　なんとなくでそんなことを聞かないでほしい。仕事を辞めないと貴利くんとは結婚できないのかと不安になってしまった。

　ムッとした表情で見つめていると、貴利くんのジャケットのポケットの中で握られている手の力が少しだけ強まった。

「ほら、ラーメン屋に着くぞ。なに食べるのか決まったのか」

「えっ、もう着いちゃうの」

　すぐそこに看板が見えてきている。

　お腹がぺこぺこなので到着してすぐに注文できるようにするため、歩きながらメニューを考えていたのに。貴利くんに声をかけられて中断したせいでまだ決まっていない。

「ちなみに俺は野菜タンメンにする」

「珍しいね。いつもチャーシュー麺なのに」

「最近、野菜不足だからな」

　どうやらラーメンの野菜で補うつもりらしい。

　そういえば貴利くんはいつも仕事の合間に手早く食事を取ることが多いからカップラーメンとかおにぎりが多いと言っていた。

　三食カップラーメンなんて日もあるそうだから健康面が心配になってしまう。患者さんを治す前に貴利くんが倒れてしまいそうだ。

　結婚したら私がしっかりと食事を作ろう。とはいえ、私は簡単なものしか作れない。実家暮らしで料理は母に頼っていることが多いから、少しずつ練習していかないと。

　そんな決意を胸に、私は貴利くんと一緒にラーメン屋の暖の簾れんをくぐった。










別々の道～side　貴利




　当直明けからの日勤、それから残業を終えてようやく仕事が終わったのは午後八時。

　職員用入口を出た途端に吹き荒れた、ひんやりとした冷たい風が身体に染みた。ジャケットのファスナーを首元まで閉めると、俺は通勤用の自転車を停めている駐輪場へと急ぐ。

「よっ、郡司」

　蛍光灯の明かりの下で、自転車の鍵を開けていると、聞きなれた声に名前を呼ばれた。顔を上げると少し離れた場所で手を振っている人影を見つける。暗くてよく見えないがおそらく三雲だろう。

「これから帰り？」

「ああ」

　頷くと、「俺も俺も」と三雲が走りながら近付いてきた。やけにご機嫌だ。

「郡司はこの後なにか予定あるの？」

「いや、特にない。家に帰ってすぐに寝る」

　正直なところ今も三雲と話しながら睡魔に襲われている。早く帰って布団に入って眠りたい。

　腹は減っているが、どこかに買いに寄る気力もないし、家に帰ってから作るのも面倒だ。風呂は明日の朝にでも入ればいい。とにかく寝たい。

　それなのにどうやら三雲はこのまま俺と会話を続ける気でいるらしい。

「俺はこれから彼女と一日遅れのクリスマスデート。ああ、早く会いたい」

　それなら俺とこんなところで時間を潰していないで早く彼女のもとへ行けばいい。俺は早く帰って寝たいんだ。

「三雲は元気だな」

　欠あ伸くびをかみ殺しながら呟くと、三雲は静かに首を振る。

「いや、俺だって正直ものすごく疲れているけどさ。クリスマスイブも当日も彼女と一緒に過ごせなかったから。多分、寂しい思いさせてると思って。今日はなんとしてでも会いたいんだよね」

　優しい表情でそう答える三雲に俺は少しだけ驚いてしまった。

　女をとっかえひっかえして遊んでいたような女癖の悪い男のセリフとは思えない。どうやら今の彼女の存在が三雲の性格をよい方にすっかり変えてしまったらしい。そんな三雲に感心していると、「郡司は？」と尋ねられた。

「確かお前も俺と同じでイブも仕事で、クリスマスも当直だっただろ。千菜ちゃん寂しがってないか」

「いや、千菜なら大丈夫だ」

　そう答えつつ、思い出すのは数週間前の千菜との会話。

　クリスマスに一緒に過ごせないと話した時の千菜は少し落ち込んでいるように見えた。申し訳ない気持ちになったが仕事だから仕方がない。もともとそれほどクリスマスを重要視していない俺はそう割り切ることができるが、千菜はどうだったのだろう。

　俺と過ごせなくて寂しい思いをしているのだろうか……。

　そんな風に千菜のことが気になってはいたものの、おとといのクリスマスイブも昨日の当日も仕事に集中していたせいで俺はクリスマスのことがすっかり頭から抜けていた。

　その存在を思い出したのはついさっき。

　仕事を終えてスマートフォンを確認すると、千菜から写真が送られてきていることに気が付いた。それを見る限りでは、どうやら俺と一緒じゃなくても千菜なりに楽しいクリスマスを過ごしたらしい。

「千菜は、昨日のクリスマスは同僚とふたりでチキンパーティーをしたそうだ」

「チキンパーティー？」

　三雲が首を傾げるので、俺はジャケットのポケットからスマートフォンを取り出すと千菜から送られてきた写真を三雲に見せる。

　すると、覗き込んだ三雲の表情が驚きに変わった。

「うわっ、なんだこのチキンの数。すごいな。この量を千菜ちゃんは同僚の子とふたりで食べたのか？」

「そうらしい」

　証拠を見せるため、俺は指で画面をスライドさせて二枚目の写真を見せた。そこには、大量のチキンが入っていたはずの空箱を両手に持ちながら、満足そうな笑顔を浮かべる千菜が映っている。それを見た三雲が静かに呟く。

「あの子は見かけによらず大食いなんだな。そしてクリスマスだというのに彼氏が仕事でも少しも気にしていないような楽しみっぷり。いや、食いっぷりだ」

「そうだな」

　苦笑しながら頷いて、俺はスマートフォンをポケットに戻した。

　クリスマス当日に俺が仕事で落ち込んでいるのかと思っていたが、どうやら写真を見る限りでは同僚と楽しく過ごしたらしい。

　その方が俺も嬉しいし安心する。仕事で会えないのは仕方がないんだ。そのせいで悲しませてしまうのは俺も辛い。

　クリスマスイブと当日は会えなかったし、翌日の今日ももしかしたら仕事が長引くと思って千菜と会う予定は入れなかった。でも、明日以降のどこかで時間を作って千菜に会いたいから、連絡を入れてみるか。

　その前にとりあえず今日はゆっくり寝たい。

「じゃあな、三雲。こんなところで俺と話していると彼女とのデートに遅れるぞ」

　早く帰りたくて話を切り上げると、俺は自転車にまたがった。そのままペダルに足をかけて漕こぎ出そうとすると、「待った」と三雲に呼び止められる。

　今度はいったいなんの話だ。俺は帰りたいんだ。そううんざりしていると、三雲が静かに口を開く。

「千菜ちゃんにあのことを伝えたのか」

　突然、クリスマスから話題を変えた三雲は、先ほどまでの会話とは違い少し声のトーンを落とし、その表情も珍しく真面目だ。その様子に本気で俺を心配してくれているのだと伝わってくる。

　俺は、静かに首を横に振った。

「いや、伝えていない。なかなか言い出しづらくてな」

「そうだろうと思った。郡司のことだから、千菜ちゃんの反応が気になって言えてないんじゃないかって」

　三雲が重たいため息をこぼす。

「結婚して俺に付いてきてほしいって言えばいいだけだろ」

「それが、そう簡単にはいかない」

「なんでだよ。俺の彼女は俺とならどこへでも一緒に行くって言ってくれているぞ。きっと千菜ちゃんも付いてきてくれるはずだ」

　三雲の言葉に俺はどう言葉を返したらいいのか迷ってしまう。そんな俺に軽くため息をつきながら三雲が再び口を開いた。

「千菜ちゃんと結婚するんだろ。それならいつかは伝えないといけないんだ。郡司のアメリカ行きはもう決定なんだから」

「千菜にはそのうち言うよ」

　来年の四月から日本を離れて、アメリカへ臨床留学に行くことが少し前に正式に決まった。

　ずっと前から希望していて準備を進めていたし打診もされていたが、まさかこんなにも早く正式に声がかかり決定になるとは思わなかった。

　そして、そのことを千菜に伝えるつもりでいたが言い出せなかった。あの日、仕事を早く終えて千菜の職場まで迎えに行った日に本当は打ち明けるつもりだったのに。

　図書館内のソファに座って雑誌を読みながら、カウンターで楽しそうに仕事をしている千菜の姿を見ていたら心が迷い始めた。

　結婚したら仕事を辞めて俺と一緒にアメリカに行ってほしい。それは俺のわがままで、千菜は大好きな仕事を手放さなくてはならなくなる。

　本当にそれでいいのだろうか。

　父から千菜との結婚の話題が出た時はあまり深く考えてはいなかった。ただ千菜が好きだから結婚して一緒になりたいと思った。

　でも、今は違う。俺と結婚したら千菜の人生を犠牲にしてしまうかもしれない。

　そう思い始めたら、結婚に対して迷いが出てきた。

　俺は、千菜と結婚してもいいのだろうか。

　それで千菜は幸せになれるのだろうか。

　三雲と別れた後もそんなことを考えながら自転車を漕いでマンションへと到着した。

　駐輪場に自転車を停めてからなにげなく三階にある自宅の方へ視線を向けると、部屋の明かりがついている。消し忘れたのかと思ったが、次の瞬間、気が付いた。

　俺は慌てて部屋へと向かう。辿り着いた部屋の扉を開けてリビングへ駆け込むと、そこにはやっぱり千菜の姿があった。

「あっ、帰ってきた。おかえり」

　エプロン姿の彼女が俺を見て優しく微笑む。

「この前、合鍵貰ったから来ちゃった」

　そう言って、エプロンのポケットから鍵を取り出すと、それを振って俺に見せた。

　千菜も今日は仕事だったはずだ。その後に俺のマンションに来たのだろう。

「料理作ってくれたのか」

　ダイニングテーブルには何品かの料理が並んでいる。

「うん。あっ、キッチン勝手に借りちゃった」

「ああ、構わない」

　実家暮らしの千菜は普段はあまり料理をしないと言っていた。おそらくそれほど得意ではないのだろう。キッチンには参考にして作ったと思われる料理本が何冊か開いたまま置かれている。

「貴利くんこの前、野菜不足って言っていたから野菜多めにしたよ。でも、ごめん。味はあまり保証できない。私はまぁまぁうまくできたと思うんだけど、焦げちゃったりもしたからどうかな」

　自信なさそうに呟きながら心配そうに俺を見つめる千菜の腕を掴むと思わず自分の方へ引き寄せていた。彼女の小さな身体を腕の中へおさめると、これでもかというほど力を込めて強く抱きしめる。

「ありがとう千菜」

「うん、どういたしまして。ていうか、苦しい」

　離してよーと抗議しながら千菜が俺の背中をトントンと両手で叩く。でも、今はそう簡単に離してはやれない。

　予想外に彼女に会えたことがたまらなく嬉しかった。

「千菜。好きだ」

　感情のままそう囁けば、「うん。私も」と俺の腕の中からかわいらしい声が返ってくる。

　結婚して、このまま千菜とずっと一緒にいられたらどんなに幸せだろう。

『俺の彼女は俺とならどこへでも一緒に行くって言ってくれているぞ。きっと千菜ちゃんも付いてきてくれるはずだ』

　ふと三雲の言葉を思い出した。

　彼の言う通り、千菜なら俺に付いてきてくれるのかもしれない。

　あの日は、仕事が楽しいから辞めたくないと言っていたが、それは俺がアメリカ留学の話をまだしていなかったからだ。

　もしも俺が留学を打ち明けて、結婚して一緒に付いてきてほしいと伝えれば、優しい千菜はきっと俺のために仕事を辞めて付いてきてくれる。

　そしたら俺は千菜とずっと一緒にいられる。でも……。

『ねぇねぇ、お姉さん。図書館で働くにはどうしたらいいの？』

　司書の女性に向かって真剣な眼差しで尋ねていた子供の頃の千菜を思い出す。

　頑張って夢を叶えて憧れだった職業に就いたのに、俺との結婚で千菜はそれを手放さなければならなくなる。

　本当にそれでいいのだろうか……。

　俺は、抱きしめる腕の力を弱めると千菜の身体をそっと離した。

　抱きしめた後は必ずキスをする。いつもその流れだからきっと今もそう思ったのだろう。千菜が俺からのキスを待ってそっと目を閉じた。

　本当はその唇にすぐにでもキスを落としたい。でも、俺はグッと自分の唇を噛みしめてこらえる。そして、キスの代わりに静かに告げる。

「千菜。結婚はやめよう」

　千菜が、驚いたように目を開いた。

　どうして。と、言葉にはしていないが表情が俺にそう訴えている。

　そんな彼女の顔を真っ直ぐに見られなくて、俺は千菜に背を向けた。

　千菜には千菜らしく生きてほしい。

　俺と一緒にアメリカに来たらきっと彼女の人生は崩れてしまう。

　だから俺は、千菜とは別の道を歩くことを選んだ。

　多分これで合っている。

　そう自分に言い聞かせた。










君のための選択




〝結婚はやめよう〟

　貴利くんとの結婚がなくなってしまった。

　理由を尋ねても『俺といても千菜は幸せになれない』と言うばかりで詳しく教えてはもらえなかった。

　もちろん私は納得できなかった。でも、貴利くんは自分が決めたことをそう簡単に曲げたりしない頑固な人だと知っているから、それ以上はなにも言えなくなった。

　それに、突然、結婚をやめたいと言われたことに驚いたし、悲しくて、思わずその場から逃げるように立ち去ってしまった。

　後日、私たちの結婚が取りやめになったことがお互いの両親にも伝わった。貴利くんが自分の両親に話して、それからうちの両親に伝えられた。

　貴利くんのお父さんの史貴さんは『うちの息子がわがままを言って申し訳ない』と菓子折りを持ってわざわざ私の家まで頭を下げに来てくれた。

　そんな史貴さんも貴利くんがどうして私との結婚を突然やめると言い出したのか詳しくは知らないと言っていた。

　ただ、もしかしたらこれのせいかもしれないと思い浮かぶ理由がひとつだけあるらしい。

　史貴さんの話によると、貴利くんは来年の四月から医者としての知識と技術を向上させるためにアメリカへ留学に行くそうだ。

　その事実を史貴さんの口から初めて聞かされた私はショックだった。どうして私に言ってくれなかったんだろう。それと同時に思い出した。

『もしも俺が、仕事を辞めてくれと言ったら千菜はどうする』

　以前、貴利くんからそんな質問をされたことがあった。

　あの時は辞めないと即答した。でも、貴利くんがアメリカへ行ってしまうのなら話は別だ。辞めることも考えたかもしれない。そして貴利くんに付いていくことだって……。

　でも貴利くんは私に留学のことを話してはくれなかった。結婚の約束をしていたのだから教えてくれてもよかったのに。

　貴利くんが選んだのは、私との結婚をやめてひとりでアメリカへ留学する道。つまり、貴利くんにとって私はそれだけの存在だったということ。

　きっと私が邪魔になったんだ。

　アメリカで医療を学ぶためにも私の存在がない方が集中できる。きっとそう判断したから、貴利くんは私との結婚をやめた。

　祖母を亡くしてからずっと私が持ち続けていた貴利くんの誤解が解けて、彼と結婚を前提に付き合うようになった。

　私の中で貴利くんのイメージはどんどんよい方へと変わっていって、誰よりも他人のことを思っている優しい人だと気が付いたのに。

　やっぱり貴利くんは私が彼を誤解していた時のままの貴利くんだった。

　他人に関心がなくて無頓着。私と結婚の約束をして、好きだと何度も言ってくれたのに。邪魔だと思ったらあっさりと切り捨てることができる冷たい人。

　好きになんてならなければよかった。

　貴利くんを大嫌いだった頃の自分に戻りたい。そうすれば、貴利くんがアメリカに行こうがどこに行こうが、こんなに寂しい気持ちにならないのに。

　嫌いになりたい。

　そう思っている時点で私はまだ貴利くんが好きなんだと思い知らされてしまう。




＊　＊　＊




　新しい年が始まり、年末年始の休館が明けた港町図書館には多くの利用者が訪れている。

　仕事が休みの期間は暇すぎて貴利くんのことばかり考えてしまったので、今年は本当に最悪なお正月を過ごしてしまった。母の手作りおせちもお雑煮も喉を通らなかったし、玉蔵に初詣に誘われたけどそんな気分じゃないから断った。

　そんな風に年末年始はずっと沈んだ気分だったけれど、仕事が始まると少しずつ気持ちが上を向くようになった。




　大好きな仕事に集中していると気が紛れるらしい。これ以上、貴利くんのことを思って落ち込むのは嫌だから、ずっとこうして仕事をしていたくなる。

　そんなことを思いながら、カウンター業務をこなしていると、館内に見知った人物の姿を見つけた。相手も私の視線に気が付いたようで、こちらに向かって歩いてくる。

「こんにちは、千菜ちゃん」

「三雲先生」

　どうして私の職場にいるのだろう。いや、ここは図書館だから誰が来てもおかしくはないけれど、ここで三雲先生を見かけるのは初めてだ。

「あけましておめでとう」

「おめでとうございます」

　久しぶりに顔を見たけれどやっぱりイケメンだ。貴利くんなんかよりもずっとカッコいいんだから。と、ふと彼のことを思い出して気分が沈む。

「利用券ってここで作れるの？」

「はい、作れます」

　頭の中から必死に貴利くんを追い出していると、三雲先生に尋ねられた。どうやら初めての利用らしい。私は新規利用券の申込書を手に取ると三雲先生に渡す。

「三雲先生は市内にお住まいですか」

「うん。病院の近くのマンション」

「それでしたら、こちらの申込書に記入をお願いします。あと、確認のため身分証明書も一緒に見せてください」

「はーい」

　緩く返事をすると、三雲先生はボールペンを手に取り申込書にすらすらと記入をしていく。

「千菜ちゃん。今日は仕事何時まで？」

　住所を書きながら三雲先生が尋ねてくる。

「今日ですか？　六時頃には終わると思います」

　今日は早番だから本当なら仕事は五時には終わる。けれどその後、選書会議に出ることになっていて退勤時間が一時間ほど遅くなってしまう。

　週に一度、選書担当の職員とカウンター担当の職員数名で、新刊本を選んだり、利用者からリクエストを受けた本の選定などを行う大切な会議だ。

「それだと、あと二時間ぐらいか。あっ、はい、これ書けたよ。あと身分証だよね」

　三雲先生から書き終えた申込書と運転免許証を受け取ると、そのふたつを見比べながら間違いがないかの確認をする。

　それから新規の利用券を発行して、図書館の利用案内書と一緒に手渡した。すると、それを受け取った三雲先生の口が私の耳元に寄せられる。

「千菜ちゃんに話したいことがあるんだ。仕事が終わったら向かいにあるカフェに寄ってもらえないかな。待ってるから」

　そう告げて、三雲先生はカウンターを離れた。

　午後六時半を過ぎて仕事を終えた私は三雲先生に言われた通り、図書館の向かいにあるカフェへと向かった。

「千菜ちゃん、こっちだよ」

　窓際の席で三雲先生が手をひらひらと振っている。駆け寄った私は三雲先生の向かいのイスに腰を下ろした。

「遅くなってしまってすみません」

「大丈夫だよ。なにか飲む？」

「それじゃあ、ココアにします」

「了解」

　私がメニュー表から飲み物を選ぶと、三雲先生が店員さんに声をかけて注文してくれた。

「ごめんね。仕事終わりに寄ってもらって」

「いえ」

　私は静かに首を横に振って答える。

「三雲先生の話って貴利くんのことですよね」

　話したいことがあるからとわざわざ私の職場まで三雲先生が来た時からそう思っていた。きっと貴利くんとのことについてなにか話があるのだろうと。

　それからすぐにココアが運ばれてきたので一口飲むと、三雲先生がさっそく話を切り出す。

「郡司との結婚なくなったんだって？」

「はい」

　頷きながら私はココアの入ったカップをテーブルへ置いた。三雲先生が話を続ける。

「郡司から聞いたけど、あいつが結婚をやめたいって言ったんだよね。郡司がどうしてそう言ったのか、千菜ちゃんはその理由をあいつの口から聞いた？」

「いえ。貴利くんは、俺といても千菜は幸せになれないって言うだけで詳しくは話してくれませんでした。でも……」

　私は膝の上に置いた両手をぎゅっと握りしめる。

「貴利くんのお父さんから聞きました。貴利くんは四月からアメリカへ行くんですよね。多分それに集中したいから、私のことが邪魔になって捨てたんだと思います」

　そうは思いたくない。けど、貴利くんが突然私との結婚をやめたくなった理由を考え始めると、どうしてもその答えに行き着いてしまう。

「千菜ちゃん。それ本気で言ってる？」

　すると、三雲先生の鋭い声が私に向けられた。

「千菜ちゃんは郡司に捨てられたと思ってるんだ」

「はい」

　小さく頷くと、三雲先生が重たいため息をついた。

「郡司は言葉が足りないんだよなぁ。大好きなはずの千菜ちゃんを自分で傷つけてどうするんだよ、あのアホ」

　なんだか怒ったような口調でそう言うと、三雲先生は顔をずいと私に近付ける。

「いいかい千菜ちゃん。今から俺の話すことが真実だからよく聞いてね」

「は、はい」

　真剣な表情で見つめられて、私はこくんと頷いた。

「郡司は、本当は千菜ちゃんにアメリカへ一緒に来てほしかったんだ。でも、そう言えないから千菜ちゃんとの結婚を諦めるしかなかった」

「諦めた？」

「千菜ちゃんが郡司と結婚して一緒にアメリカへ行けば、今の仕事を辞めないといけないよね」

「はい」

　三雲先生の言葉に私はまた思い出す。

『もしも俺が、仕事を辞めてくれと言ったら千菜はどうする』

『いや、深い意味はない。ただ、なんとなく聞いただけだ』

　本当はあの日、貴利くんは私にアメリカ留学のことを話して、一緒に来てほしいと言いたかったのかもしれない。

　でも、私は……。

『やだよ辞めない。仕事楽しいもん』

　はっきりとそう答えてしまったから、貴利くんはアメリカ行きのことを言い出せなくなったんだ。

「貴利くんは私のことわかってない。私、一緒にアメリカに来てほしいって言われても断ったりしないのに。貴利くんのために仕事を辞めて付いていく」

　本当は辞めたくない。でも、貴利くんと結婚して一緒に生活をするためなら我慢する。仕事も大切だけど、今は貴利くんのことも大切だから。

　すると、目の前からくすくすと笑い声が聞こえた。

「三雲先生？　どうしましたか」

　肩を揺らし軽く笑っている三雲先生に私は首を傾げる。なにかおかしなことを言っただろうか。

「ごめんごめん。急に笑ったりして。千菜ちゃんの今の答え、前に郡司が俺に話していたのと同じだったからおかしくて。あいつ、千菜ちゃんのことものすごくちゃんとわかっているよ」

　すっと笑いを止めて、三雲先生が私を見つめる。

「千菜ちゃんならきっとそう言ってくれると思ったから、郡司はアメリカ行きを千菜ちゃんに話さなかったんだ。千菜ちゃんが図書館の仕事が好きなのを知っているからこそ、自分のために辞めたりしないで続けてほしかったんじゃないかな」

「そうなんですか？」

　それが、貴利くんが私との結婚をやめた本当の理由。貴利くんは私のためを思って別れを切り出したの？

「郡司が言ってた。今回のアメリカ留学のことだけじゃなくて、その後で日本に戻ってからもしばらくはいろんな病院を異動するだろうから、きっと千菜ちゃんが自分と結婚したら千菜ちゃんの人生を犠牲にしてしまう。それはしたくないんだとさ」

　その話を聞いて、私は黙り込んでしまった。

　私の人生を犠牲にしたくない――。

　貴利くんが私との結婚をやめた本当の理由を知って戸惑っている。

　邪魔だから捨てられたと思っていた。でもそうじゃなくて、貴利くんは私のためを思うからこそ、結婚をやめたんだ。それを知った私はどうしたらいいのだろう……。

　すると、三雲先生がテーブルの隅に置かれたメニュー表へと手を伸ばし、笑顔で私に声をかけてくる。

「せっかくだからなにか食べようか。お茶でも飲みながら少しだけ話をしようと思っていたんだけどお腹空いてきちゃって。千菜ちゃんはどれにする？」

　仕事終わりで私もお腹が空いていたので食事には賛成だ。メニューの中からそれぞれ注文して、それが運ばれてくると揃って食べ始めた。

　途中で三雲先生から「千菜ちゃんそれだけで足りるの？」と聞かれて驚いたけど、理由を聞けばどうやら貴利くんに送ったチキンパーティーの写真を三雲先生も見たそうだ。

　あれだけのチキンをぺろりとたいらげたのだから、この量では足りないと思ったらしい。三雲先生の中ですっかり私は大食いの認識をされてしまった。

　確かに、いつもの私ならこの量で満腹にはならない。でも、お腹は空いているものの今はあまり食べられそうにない。私はフォークをそっとテーブルへと置いた。

「三雲先生。私はどうしたらいいでしょうか」

「どうするって？」

「私、貴利くんに捨てられたと思っていたので。でもそれが違うとわかった今、私はどうしたらいいのか……」

　私はまだ貴利くんが好きだし、結婚したいと思っている。でも、貴利くんにはもうその気持ちがないのかもしれない。

「どうするのかは千菜ちゃんが決めることだけど。俺に言えることがあるなら、郡司はむかしから千菜ちゃんのことばかり考えているってことかな」

「むかしから？」

「郡司がどうして脳神経外科を専門にしたのか知ってる？　ほら、あいつの祖父も父親も専門は心臓でしょ。郡司は実家の総合病院の跡取りだから父親とだいぶ揉もめたらしいよ」

「そうなんですか？」

　それについては私も気になったことがあった。争い事をあまり好まないような貴利くんがお父さんと揉めてまでどうして脳神経外科医を目指したのだろう。

「千菜ちゃんのためだよ」

「私の？」

　三雲先生の言葉に、私は首を傾げる。

「俺、郡司とは医学部からの仲で初期研修の病院も一緒だったんだよね。研修医の頃っていくつかの科を順番に回って経験していくんだけど、二年目も終わりに近付くとこれから自分の専門にする診療科をそろそろ決めないといけないんだ。俺はてっきり郡司は心臓血管外科に行くもんだと思っていたから、あいつから脳神経外科を専門にするって聞いた時は驚いた。で、その理由を聞いてみたらさ、こいつ優秀なわりに意外と単純な考え方もするんだなと思ってめちゃくちゃ笑えた」

「笑えた？」

　当時を思い出しているのか、三雲先生が笑いをこらえている。そんな自分を深呼吸で落ち着かせてから、三雲先生は話を続けた。

「千菜ちゃんのおばあさんってくも膜下出血で亡くなったんだよね」

「えっ、……はい」

　突然祖母の話をされた私は、話の流れがわからず少し戸惑いながら頷く。

「千菜ちゃんがおばあさんを亡くして泣いているのを見て郡司は決めたらしいよ。千菜ちゃんのためになにか自分にできることがないかを探して、千菜ちゃんのおばあさんの命を奪った脳の病気を治せる医者になりたいと思ったんだって」

　その話を聞いた時ふと、港町総合病院の屋上での貴利くんの言葉を思い出した。

『俺は千菜のために脳外科を選んだ。それなのに、あの時の千菜のように女の子を泣かせてしまった。医者である俺が、あの子の祖母を救えなかったから』

　私のため……。

　今振り返ると確かにそう言っていた気がする。そして、泣いている女の子がむかしの私に重なって見えたと、貴利くんは苦しそうに話していた。

　あの時はその意味をしっかりと理解できなかったけど、今ようやく気が付いた。

「千菜ちゃんのおばあさんのような脳の病気の患者を助けて、千菜ちゃんみたいに大切な家族を脳の病気で亡くして悲しむ人を救いたいんだってさ。ね？　郡司っていろんなことを深く考えているようで、案外単純だろ」

　そう言って、三雲先生は静かに微笑む。

　本当だ。貴利くんは単純だ。

　私なんかのためにお父さんと揉めてまで脳神経外科を選ぶなんて、そんなことをしても貴利くんのためにはならないのに。

『相手のためになにかをしたいと思う。それはもう愛だ。と、父に言われた』

　いつだったか貴利くんに私を好きになったきっかけを聞いたことがあった。その時の貴利くんの答えが少しも理解できなかったけど、それも今ならわかる気がする。

「千菜ちゃんは郡司にたっぷりと愛されているよ」

　三雲先生の言葉にじわっと涙がたまっていく。視界がぼやけてよく見えないから、ごしごしと手で目元をこすった。

　そんな私に三雲先生がハンカチを差し出してくれる。ありがとうございますと受け取ると、まだまだ溢れて止まりそうにない涙をそっと拭き取った。

　それから三雲先生と別れて自宅に戻ると、私はリビングのソファに仰向けに寝転がった。

　母は地方への講演会のため泊まりで出かけているから不在。私は、明かりのついていない薄暗いリビングの天井をジッと見つめる。

『私はあなたが好きじゃない。これからもずっとそれは変わらないから』

　思い出すのは貴利くんと再会した時の私の第一声。今思えば本当にひどいことを言ってしまった。

『そんなに俺が嫌いか』

『千菜。頼むから、あの頃みたいに俺に笑顔を向けてくれ』

　貴利くんはずっと私のことを想ってくれていたのに。私は冷たい態度ばかりを取ってしまった。

『千菜。俺とデートしよう。話したいこともあるし、渡したいものがある』

　そういえば、渡したいものってなんだったのだろう。まだ貰えていない気がする。でも、それを貰うことももうなくなってしまったんだ。

　そう思ったら、ようやく止まった涙が再び溢れそうになる。それをこらえながら、気が付くと私はそのまま眠りに落ちていた。










私の幸せを勝手に決めないで




「千菜ちゃーん」

　翌朝、パッと目を開けると玉蔵の顔が目の前にあった。

「うわっ。びっくりした」

　驚いた私はソファから転げ落ちてしまう。そのせいでフローリングの床に頭をゴチンとぶつけた。

「いった～」

　思わず涙目になって、打った頭をさする。大丈夫。たんこぶはできてなさそう。そう確認してから玉蔵を睨みつけた。

「驚かさないでよ」

「ごめんよ、千菜ちゃん。パパにはそんなつもりなかったんだけど、千菜ちゃんがこんなところで寝ているから風邪引いちゃうと思って心配で」

　そんな心配をしていただかなくても結構です。ソファに座り直した私は軽くため息をこぼす。

「なにしに来たの」

　普段からほとんど家に戻ってこない玉蔵が帰ってきているとどうも嫌な予感がしてしまう。今日はいったいどんな用事で来たのだろう。

「いや、大したことはないんだ。ママから今日は千菜ちゃんの仕事が休みだって聞いたから」

　玉蔵にしては珍しく、言葉を選ぶように慎重に話している。

「ほら、貴利くんとのこともあったし、千菜ちゃんがどうしているのか心配で」

「別にどうもしてないけど」

　冷たくそう答えながら、私はキッチンへと移動する。冷蔵庫から水の入ったペットボトルを取り出すとグラスに注いで一気に飲み干した。

　時間はそろそろお昼になる頃でお腹の空いた私は昼食の準備にとりかかる。

　玉蔵もお腹が空いていると言うので、不本意ながら彼の分のチャーハンも作ってあげた。それを一緒にダイニングテーブルで食べながら、玉蔵が静かに口を開く。

「ごめんよ、千菜ちゃん。パパが勝手に結婚を決めたから、また千菜ちゃんを傷つけてしまった」

「その話ならもういいよ。なんとも思ってない」

　ぱくぱくと大盛チャーハンを食べながら私は答える。

　嘘をついた。なんとも思ってないわけない。貴利くんとの結婚がなくなってしまってから私の気分は塞ぎ込んだまま。

　それに昨日、三雲先生から教えてもらった貴利くんの本当の想いを知って戸惑っている。

　貴利くんは私のためを思って結婚をやめようと言ってくれた。私がこのまま日本に残って、これからも仕事を続けられるように。

　そうしてほしいと思っているのなら、仕事を辞めて貴利くんに付いていくなんて私は言えない。貴利くんの気持ちを踏みにじってしまうような気がする。

『千菜ちゃんは郡司にたっぷりと愛されているよ』

　私のために結婚をやめようと決断した貴利くんのためにも、私たちはこのまま離れた方がいい。

　貴利くんはアメリカで医者としての腕を磨いて、私は日本で子供の頃からの夢だった仕事をこれからも続けていく。きっと私たちにはそれがいいんだ。

　そんな悶々とした気持ちを抱えたままチャーハンを食べ終わり、キッチンでお皿を洗っていると、仕事があるからと玉蔵がいつものように家を出ていこうとする。

「ねぇ、玉蔵。玉蔵はどうしてこの家じゃなくて別の家で暮らしているの？」

　リビングの扉を開けた背中に声をかけると、玉蔵が振り返る。

「どうしたんだ突然？」

　大学教授の玉蔵は研究に集中したくて、都内にある勤務先の大学のすぐ近くのマンションを借りてひとり暮らしをしている。

　それは私が幼い頃からのことで我が家ではもう当たり前になっているから、どうして今さら私がそんな質問をしてきたのか玉蔵は不思議なのだろう。

　ドアノブに手をかけたままきょとんとした表情で私を見つめている玉蔵に、私は洗い物で濡れた手をタオルで拭きながら口を開く。

「寂しくないのかなと思って」

　家族と別居しているからといって、玉蔵は決して私や母をないがしろにしているわけではない。

　たまに会いに来る時はお菓子などのお土みや産げを大量に買って帰ってくるし、家にいる時は面倒くさいぐらい私に構ってくる。それに、母にベタベタとくっついているところもよく見る。

　玉蔵とはたまにしか会えないけど、玉蔵からの愛情はちゃんと伝わっている。

「千菜はパパと一緒に暮らせなくて寂しかったのか？」

　玉蔵にそう尋ねられて、私は首を横に振った。

「寂しくはなかったかな。たまにしか会えないけど玉蔵が私とママを大切にしてくれているのは子供ながらに感じていたし」

　こんなセリフを面と向かって言うのが恥ずかしくてボソボソと小声で告げれば、玉蔵はケラケラと笑った。

「そうかそうか。パパも寂しくはない。いや、たまに寂しくもなるが。でも、申し訳ないが研究に集中していると家族のことはいったん忘れてしまうんだ。そんな風にひとつのことにしか集中できない不器用な性格のパパだから、大学の近くのマンションで暮らすのを提案してくれたのはママなんだ」

「ママが？」

「パパが研究に集中できるならそうした方がいいとママが背中を押してくれた。そのおかげで今は教授にまで出世できた。本当にママには感謝している」

　私はてっきり玉蔵が自ら選んでひとり暮らしをしているのだと思っていたから驚いた。まさか母が言い出したことだったなんて。

「でも、さすがにおばあちゃんが亡くなった時は家に戻ろうと思ったな。千菜のことが心配で」

　そういえば、あの頃の玉蔵は毎日のように家に帰ってきていたし、母も仕事をセーブして私に寄り添ってくれていた。普段は仕事ばかりのふたりだけど、私のこともちゃんと大切にしてくれているのだと知って、祖母を失った悲しみも両親に支えられて少しずつ癒えていった。

　すると玉蔵はまたひとり暮らしのマンションに戻ったし、母も少しずつ仕事を増やしていき、相変わらず仕事の忙しい両親に戻った。私も大学受験があったから勉強漬けの毎日になり、祖母のいない新しい生活を少しずつ受け入れられた気がする。

「結局、あの時は家に戻らなかったけど、そろそろこの家で暮らそうとも考えているんだ。老後はママと千菜ちゃんと一緒に暮らしたい。ああ、でも千菜ちゃんは貴利くんと結婚するからこの家を出ちゃうのかな」

「えっ」

　結婚って……。私と貴利くんの結婚はなくなってしまったのに。

「千菜ちゃんは貴利くんと結婚したいんだろ？」

　玉蔵のその言葉に私はハッと顔を上げる。

「ずっと浮かない表情でため息ばかりついて。未練たらたらだって顔に出ているぞ」

「玉蔵」

　たまにしか会わないのに私のことがわかりすぎだ。

「それにママが心配していた。千菜ちゃんがさとしくんと別れた時よりも落ち込んでいるから、このままだと男性不信になって一生結婚できないかもしれないって。だからパパが今回も一肌脱いだぞ」

「え？」

　玉蔵がまた私の元彼の名前を間違えていることはもうどうでもいいとして。それよりも一肌脱いだって今度はいったいなにをしたんだろう。

　もしかして、また別の結婚相手を探してきたのだろうか。

　そうだとしても今度はきっぱりと断ろう。だって、私の気持ちはまだ貴利くんに向かったまま。他の人と結婚なんてありえない。

「今日の夜七時。ここに書いてある住所に行きなさい」

　そう言って玉蔵がポケットからぐちゃぐちゃになったメモ用紙を取り出すと私に手渡す。恐る恐る受け取ると、そこにはどこかの住所が書かれていた。

「これって……」

　確か、貴利くんのマンションのある場所だ。でも、どうして玉蔵がそんなメモを私に渡すのだろう。

「本当は今夜、パパが貴利くんともう一度しっかりと話をしようと思っていたんだ。それで、貴利くんのマンションを訪ねる約束をしていたから住所を聞いたんだが、やっぱり千菜ちゃんが行った方がいい」

　玉蔵の手が私の肩にそっと乗ると、優しく撫でられる。

「ふたりでしっかりと話をしてくるんだよ、千菜ちゃん」

「うん」

　私は玉蔵から渡されたぐちゃぐちゃのメモ用紙を両手で強く握りしめた。

　うじうじと落ち込んで悩んでいても仕方がないし私らしくない。

「私、行ってくる。貴利くんとしっかり話をする」

「ああ。そうしなさい」

　玉蔵が力強く頷いてくれる。そんな彼に、私は貴利くんのマンションの住所が書かれたメモを返した。

「でも、これはいらない。私、貴利くんのマンション知ってるから」

　もう何度も行ったからしっかりと道は覚えている。玉蔵にそう言うと、彼の表情がみるみる凍りついていくのがわかった。

「何度も行ったのか。泊まりか？　泊まったのか千菜ちゃん!?」

「えっ」

　玉蔵の両手が私の肩をがっしりと掴み、ぐらぐらと揺らしてくる。

「答えなさい、千菜ちゃん。結婚もまだなのに貴利くんのマンションに泊まったりして……つまり、パパのかわいい千菜ちゃんはもう身も心も貴利くんのものになってしまったということか!?」

「玉蔵」

　なにが言いたいのかをなんとなく理解した私は、玉蔵に呆れた視線を向けてしまう。

「あのね、私もう二十六歳だよ。そんなこといちいち気にしないでもらえるかな」

「いいや、それでもパパはショックだ」

　そう言われても困る。

　私も貴利くんももう大人なんだから、付き合っていれば自然と身体を重ねる関係にもなってしまうわけで。

「貴利くんは紳士だと信じていたのに。結婚前に千菜ちゃんに手を出すとは。よしっ。こうなったらパパもやっぱり一緒に行こう。貴利くんにはガツンと言ってやらないと」

「ちょ、ちょっと玉蔵、落ち着いて」

　その後、ぷりぷりと怒りながら家を飛び出していこうとする玉蔵をなんとか宥なだめるのに一時間はかかってしまった。

　渋々とした様子で仕事に向かうため家を出ていく玉蔵を見送った私は、さっそく貴利くんの家に向かう準備を始めた。
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　夜の七時。

　貴利くんのマンションのエントランスで深呼吸を繰り返す。何度か来たことがあるものの、こんなに緊張をするのは初めてだ。

　追い返されてしまったらどうしよう。そんな不安を抱えつつ、震える指で操作パネルに部屋番号を打ち込み呼び出しのボタンを押す。

　けれど、待っても応答がない。もう一度鳴らしてみるものの、やっぱりオートロック式の扉は開かなかった。

　まだ病院で仕事をしているのだろうか。

　でも、玉蔵と会う約束をしていたならこの時間は家にいるはず。

　とはいえ、イレギュラーな出勤の多い貴利くんのことだ。予定なんてあってないようなものなので、もしかしたら今もまだ仕事をしているのかもしれない。

　部屋番号も知っているし、返しそびれた合鍵もまだ持っている。部屋に行こうと思えば行けるけれど、今の私は貴利くんの彼女ではないので、勝手に入るのはためらわれた。

「待ってみようかな」

　私はエントランスから外に出て、扉から少し離れた場所で膝を抱えて座った。

「さむ～」

　それにしても一月の夜は冷える。コートにマフラー、手袋にニット帽。かなり着こんできたけどそれでも寒い。

　ぶるぶると震えながら夜空を見上げているとふと一カ月前のことを思い出した。

〝結婚はやめよう〟

　一方的にそう突きつけられたのがショックで貴利くんのマンションを飛び出した。とぼとぼと歩きながらなんとなく視界に入った空にも、今日のように星がひとつだけ輝いていた。

　本当なら今頃は両家の顔合わせがすんで、入籍日や式の日取りも具体的に決まっていたはずなのに――。

「千菜？」

　不意に聞こえた低い声にハッとなり、私は慌てて立ち上がる。

「貴利くん」

　一カ月振りに会う貴利くんが懐かしくて、思わず彼の胸に飛び込みたくなった。自然と足が一歩だけ前に出てしまったけれど静かに戻す。

　ほんの一カ月前ならなにも考えずに抱きつけていたのに。結婚がなくなった今、貴利くんは以前のように私を抱きとめてはくれないだろう。

「玉蔵さんはどうした？」

　本当なら今日、貴利くんは玉蔵と会う約束をしていた。それなのに私がいるから不思議に思っているのかもしれない。

「代わりに私が来た。私、貴利くんとしっかり話がしたい」

　そう告げた私に貴利くんは「そうか」と静かに頷いた。そして、無表情のまま私に近付いてくる。

　相変わらず貴利くんの無表情はちょっとこわい。約束と違って私が来たから怒っているのだろうか。感情が読めない。

　貴利くんはゆっくりとした足取りで私のすぐ目の前まで来た。そして、片手で私をそっと抱き寄せる。

「待たせてごめん。寒かっただろ」

　その瞬間、じわっと瞳に涙が浮かんだ。

　この場所で待ち続けた私の身体はすっかり冷えきっているのに、病院からいつもみたいに自転車を走らせてきた貴利くんの身体はなんだかぽかぽかとしていて温かい。

　その熱をもっと分けてほしくて、私は貴利くんの背中に腕を回すとしがみつくように抱きついた。

「寒かったよ。どうして貴利くんはいつも時間に遅れてくるの」

「すまん。急患が入った」

「いつもそれだよ」

　仕方がないとわかっている。でも私は、貴利くんに再会した日からずっと彼には待たされてばかりだし、デートだって途中で帰っちゃうし。

　それでも私は貴利くんが好きなんだ……。

「俺が遅れてきたから怒っているのか？」

　無言で抱きついているとそんな私を気にしてか、貴利くんは私を抱きしめる腕の力を少し弱める。そのまま顔を覗き込まれた私は、貴利くんの胸に顔を押しつけた。

「怒ってるよ。貴利くんが私との結婚やめたりするから」

　静かにそう告げたら、貴利くんの身体がピクッと跳ねた。

「千菜……」

　少し困ったような声が聞こえると、貴利くんがゆっくりと私の身体を離す。

「とりあえず中に入ろう。ここは寒い」

　それから私たちはエントランスをくぐると貴利くんの部屋に向かった。

　しばらく家に帰れていなかったのだろうか。リビングはひんやりとした空気に包まれていたけれど、暖房を入れると少しずつ温まってきた。

　仕事帰りで疲れているのに貴利くんがコーヒーを出してくれたので、ソファで隣り合わせに座りながらそれを飲む。

　お互いなにもしゃべらずに沈黙が続く。

　話がしたくてここへ来たのに、貴利くんを目の前にするとなにから話を始めたらいいのかわからない。

　でも、いい加減にこの沈黙もつらい。なにか話さないと……。

「千菜。俺は四月からアメリカへ行く。三雲から聞いたんだよな？」

　先に話を切り出したのは貴利くんだった。私は静かに頷く。

「しっかりと話をしないまま結婚をやめたりしてすまない。俺のせいで千菜の人生を犠牲にしたくなかった」

　貴利くんが私との結婚をやめた本当の理由は三雲先生から教えてもらったからもう知っている。

　どんな言葉を返そう。いろいろと迷いながら、でもやっぱり一番知りたいことを聞いてみる。

「貴利くんは私のこと好き？」

　しっかりと目を見つめてそう問いかけると、貴利くんは一瞬だけ大きく目を見開いた。でも、すぐにはっきりと答えてくれる。

「もちろん。千菜のことは好きだ」

「私も貴利くんが好き。だから私もアメリカに行くよ。貴利くんと一緒にいたい」

　お願い連れていってと隣に座る貴利くんの腕を掴めば、彼は困ったように笑った。

「俺も千菜と一緒にいたい。でも、千菜には日本にいてほしい。仕事が好きなんだろ？　俺のために辞めることはない。千菜には千菜の人生がある」

　そう言われて黙ってしまう。

　私の人生……。

　子供の頃から図書館で働くのが夢だった。それが叶った今は毎日仕事が楽しい。この先もずっと続けていけたらいいなと思っている。

　貴利くんはそんな私の気持ちを思って、私をアメリカには連れていきたくないのだろう。

　付いてきてほしいとはやっぱり言ってくれそうにないし、私から一緒に行くと言ってみたけどきっぱりと断られてしまった。

　そんな私たちはやっぱりもう別々の道を歩くべきなのかもしれない――。

『千菜ちゃんは郡司にたっぷりと愛されているよ』

　――それは伝わってくる。

　三雲先生の話を聞いて、貴利くんがどれだけ私を大切に想ってくれているのかを知った。

　でも、それならどうして私を信じてくれないんだろう。

「待っていて。とは言ってくれないんだね」

　ぽつりとそうこぼして、私は貴利くんの腕を掴んでいる手をそっと離した。

「ずっとアメリカにいるわけじゃないんでしょ。また日本に戻ってくるなら私は待ってるよ。戻ってきたら結婚すればいいじゃん」

　貴利くんがそうしてほしいなら私は日本に残る。そして、自分の仕事を続けながら貴利くんが日本に戻ってくるのを待っている。離れてもまた会えると信じている。

「こんなに好きになっちゃったら、私はもう貴利くんがいないとダメだよ」

　泣いている顔を見られたくなくて、私は両手で自分の顔を覆った。

　私だって貴利くんのことが好きで、大切に思っている。

　あの日、貴利くんは港町総合病院の屋上で、助けられなかった患者さんを思って塞ぎ込んでいた。

　私は子供の頃から貴利くんはなにもこわいものなんてない強い人だと思っていたから、そんな彼にも脆もろくて弱いところもあるのだと初めて気付いた。

　だから、私が支えてあげられたらいいなって思ったのに……。

「それなのに貴利くんは勝手に私との結婚をやめて、私から離れていこうとする」

「千菜」

　次の瞬間、貴利くんの腕が私を引き寄せた。そして強く抱きしめられる。

「すまない。千菜の幸せのためにも俺が身を引いて、結婚をやめることが千菜のためだと思っていた。こんな風に泣かせたかったわけじゃないんだ」

「私の幸せを勝手に決めないでよ」

　私は貴利くんの胸に顔を押しつけると、両手を背中に回してしがみついた。

「私、待ってるよ。貴利くんが日本に戻ってくるの。ずっと待っているから。離れていても大好き」

　大嫌いだったのに、私はいつからこんなに貴利くんに惹かれてしまったのだろう。

　貴利くんの方が先に私を想っていてくれたみたいだけど、今は私の想いの方がずっと強いと思う。

　だから、これからも私と一緒に生きてほしい。

　そのためなら何年でも私は待っていられるから。

「ありがとう千菜」

　貴利くんの声が耳に届いた。

　彼の胸に埋めていた顔をゆっくりと上げると視線がぶつかる。

　抱きしめられた後はキスをする。結婚をやめようと言われたあの日はしてくれなかったけど、今度はしっかりとキスをしてほしい。

「俺を待っていてくれないか。戻ってきたら結婚しよう」

「うん」

　貴利くんの言葉に頷くと、彼の唇が私の唇を塞いだ。

　すぐに離れてもう一度。

　今度は深く絡むキスに変わると、私の身体はそのまま後ろにゆっくりと倒されていった。










離れていてもずっと




　まだ冬の寒さが続く三月上旬。

　みなとみらいにあるホテルのラウンジに約束の時間よりも十分ほど早く到着すると、そこにはすでに待ち合わせをしている人物の姿があった。

　窓側の席に座り、ぼんやりと外の景色を眺めている彼に近付くとそっと声をかける。

「珍しいね。貴利くんが私よりも早く来ているなんて」

　明日は雪でも降るんじゃないかな。そう言って笑うと、明日の天気は晴れだと真面目に返されてしまった。

　相変わらず考え方が固くて冗談の通じない人だ。

　でも、そんなところが今ではかわいくさえ思うのだから、私の貴利くんへ向ける愛はどんどん大きくなっている気がする。

　そんなことを思いながら、私は貴利くんの対面のソファに腰を下ろした。

「いつも遅れてばかりいるからな。最後くらいは千菜よりも早く着いて待っていたかった」

　貴利くんはそう言うと、静かにコーヒーを飲んだ。

　最後か……。

　不意に告げられた言葉を今はなるべく考えないようにして、私はメニュー表に視線を落とす。

「なに飲もうかな……あっ、そうだ。これも頼んでいい？」

　飲み物を選んでいたはずが、ふと視界に入り込んだスイーツに目が留まった。

　三段のケーキスタンドに、季節のフルーツをふんだんに使ったプチケーキやスコーン、サンドイッチなどが上品に盛りつけられている。

　これと同じものを去年の九月に貴利くんをこの場所で待ち続けていた時に、近くのテーブルで談笑していたマダムたちが食べていたのを思い出した。あの時は値段の高さに驚いて諦めたけど今日は食べようかな。

　今の時刻は午後三時。ちょうどおやつの時間だ。

「千菜が食べたいなら頼めばいい。俺にも少し分けてくれ」

「もちろん。一緒に食べようよ」

　私は近くにいるスタッフに声をかけるとさっそく注文をした。しばらくして運ばれてきたスイーツなどが乗った三段のケーキスタンドに思わず目が輝く。

「美味しそう」

「あまり食べすぎるなよ。今夜の食事が食べられなくなる」

　どれから食べようか迷っていると貴利くんの鋭い言葉が向けられる。わかってるよと答えながら、私は目の前のスイーツを食べ始めた。

　今日はこのラウンジのあるホテルでお泊まりデートの予定だ。

　そして、このデートを最後に私たちはしばらく会えなくなる。

　貴利くんのアメリカ行きは再来週だけど、それまでにいろいろと準備などがあるため、ふたりでゆっくりと会えるのは今日が最後。いつものデートよりも少し奮発して、貴利くんがホテルのスイートルームを予約してくれた。

　ラウンジを出るとフロントでチェックインを済ませ客室へと案内される。高層階にあるその部屋は扉を開けた瞬間、窓いっぱいに開放的な景色が広がっていた。

「わぁ～、すごいね」

　思わず駆け寄って眺めてしまう。

　眼下には大観覧車や赤レンガをはじめとした市街地が広がっている。今はまだ明るいけれど、夜になってライトアップされたらとても素敵だと思う。

　窓に張りついてうっとりと景色を眺めていると、後ろから貴利くんの両腕に抱きしめられた。

「気に入ったか？」

「うん、もちろん。ありがとう貴利くん」

　こんなに素敵な部屋を用意してくれた貴利くんに改めてお礼を言おうと振り向くと、すぐに唇を塞がれた。

　軽いキスが次第に深くなり、貴利くんの舌が私の唇を割って入ると舌をとらえる。

「……ん」

　思わず声が漏れてしまうとキスは激しさを増し、貴利くんの舌の動きが荒々しくなっていく。

　私の両手はいつの間にか貴利くんの背中に回りぎゅっと服を掴んでいる。そうしていないと力が抜けてしまいそうなほどの激しいキスだった。

　唇が離れると私はそっと視線を上げて貴利くんを見つめた。彼もまた真っ直ぐに私を見つめている。

「しばらく千菜に触れられなくなる。今日は思い切り抱いていいか？」

　熱を帯びた視線でそう問いかける貴利くんに私は静かに頷いた。

　その瞬間、身体を持ち上げられると広々としたキングサイズのベッドの上に仰向けに寝かせられる。

　すぐに貴利くんが覆い被さると、再び先ほどのようなキスが始まった。

　貴利くんの手が私の服の中へと滑り込み、荒々しいキスとは反対に優しく肌を撫でていく。激しいキスと優しい愛あい撫ぶに私はそっと目を閉じた。

　それからどのくらい続いたのだろう。

　気が付くと明るかった空がほんのりと暗くなり始めていた。

　シーツにくるまりながらぼんやりと窓の外を見つめていると、薄暗かった室内にパッと明かりが灯る。その眩しさに私は一瞬目を閉じた。

　先にベッドを抜け出た貴利くんが照明のスイッチを入れたらしい。

「千菜。大丈夫か？」

　再びベッドに戻ってきた貴利くんが、ぐったりと横たわる私を労わるようにゆっくりと頭を撫でる。

「すまん。激しくしすぎた」

　申し訳なさそうに呟く貴利くんの顔を、私はジッと見つめ返す。

　初めて貴利くんとした時から思っていたけど、この人は加減というものを知らない。いつも全力でくるから、終わった後の私の身体は悲鳴をあげる。

　今もまだ力が抜けていて、この調子だとしばらく動けそうにない。それに比べて貴利くんはなんだかとてもすっきりと調子がよさそうで少しムッとする。

「今、何時？」

　先ほどの行為で少し嗄かれてしまった声で尋ねれば、貴利くんの視線が時計に向かう。

「十八時だ」

　チェックインを済ませてこの部屋に来たのが十六時過ぎ頃だったから、それから約二時間もベッドで過ごしてしまったことになる。どうりで身体が辛いわけだ……。

　この後のディナーは十九時から。ホテルのフレンチレストランでコースメニューをいただくことになっている。

　それまであと一時間。私はのっそりとベッドから抜け出ると身体にシーツを巻きつけたまま部屋を移動して、シャワーを浴びるためバスルームへと向かう。

　追いかけてきた貴利くんも入ろうとしてきたので、その大きな身体を押し返して私は扉を閉めた。

　一緒に入って先ほどの行為の続きをされるのは困る。嫌じゃないけど、せっかくのディナーに遅れてしまうから今はダメだ。

　シャワーを浴び終えて戻ると入れ替わるように貴利くんがバスルームへと消えていった。その間に私はメイクと髪型を直し、服を着るとディナーへ向かう準備を済ませる。

　シャワーを浴び終えた貴利くんが戻ってくると、少し部屋で寛いでからレストランへと向かった。




＊　＊　＊




　食事を終えて部屋に戻ると、大きな窓の外にはみなとみらいの夜景が広がっていた。大観覧車や赤レンガ倉庫がライトアップされている。

　この部屋に初めて入った時と同じように、私は窓に張りついて景色を眺める。よく見えるようにわざと室内の照明は落としたまま。

　素敵な部屋に、美味しい料理。そして、すぐ近くには大好きな人がいる。その幸せを改めて噛みしめた瞬間、この時間がずっとは続かない現実を思い知る。

　この幸せは今だけ。再来週には貴利くんはアメリカに行ってしまう。そしてしばらくはお別れだ。

「千菜。どうした？」

　窓にべったりと張りついたまま動こうとしない私に、後ろから貴利くんの声がかけられる。

　最後のデートだから楽しく過ごしたい。そう思っていたのに、『なんでもないよ』と笑って振り向くことができない。

　途端に寂しくなってしまった。

「千菜？」

　すぐ後ろに貴利くんの気配がする。

　泣いたりしたらきっと心配させてしまうから笑っていないと。

　私は、瞬きを何度か繰り返して涙をぐっと引っ込める。そんな私の視線の先に、夜空の中を点滅して移動していく飛行機の光が見えた。

「貴利くんももうすぐあれに乗ってアメリカに行っちゃうんだね」

　思わずそんな呟きがこぼれてしまった。そんな私の視線の先を辿って貴利くんも夜空を見上げる。

　飛行機はだんだんと遠くへ向かって飛んでいき、点滅する光が小さく消えていく。

　すると、貴利くんの腕が私を後ろからそっと引き寄せた。

「寂しいか？」

　頭のすぐ上で貴利くんの低い声がそう尋ねる。

　寂しいに決まっている。でも、それを正直に伝えてしまうと貴利くんを困らせてしまうから、私は返す言葉を見つけられない。

　最後のデート。楽しく過ごすはずだったのに、込み上げるように涙が溢れてくる。泣いたりしたら貴利くんを困らせてしまうのに。

　貴利くんがアメリカから戻ってくるまで、私は日本で待っている。そう決めたのだから、寂しいと言って泣いたりしたらダメだ。

　必死に涙をこらえようとすればするほど、視界がぼやけて瞳に涙がたまっていく。

　私はくるんと窓に背中を向けると、すぐ後ろに立つ貴利くんの胸に飛び込んだ。背中に両手を回してぎゅっとしがみつくと、貴利くんの腕も私に回り強く抱きしめ返される。

「向こうで医者として今よりも腕を磨いて戻ってくる。それまで寂しい思いをさせてしまうかもしれないが待っていてほしい」

　私のために別れを選んだ貴利くんに待っていると告げたのは私だ。そう決めたんだから、めそめそと泣いていたらいけない。

「うん」

　貴利くんの腕の中で私は頷いた。すると、貴利くんが私の身体をそっと離す。

「千菜。少し目を閉じていてくれるか」

「え？　……うん」

　突然どうしたんだろうと不思議に思いながら、言われた通りに目を閉じる。

　しばらくすると「もういいぞ」と貴利くんの声が聞こえて、私はゆっくりと目を開いた。

　すると、目の前には背筋を伸ばして片膝をつく貴利くんの姿がある。その手には小さな箱があり、彼の瞳が真っ直ぐに私を見つめている。

　その姿はまるで、おとぎ話に出てくる王子様が最愛の女性に愛を誓う時のポーズと似ていて……。

「千菜。俺と結婚してください」

　そう告げた貴利くんが小さな箱をゆっくりと開けた。現れたのは、キラキラと輝くダイヤモンドが一粒留まった指輪だ。

　それを見た瞬間、私は思わず片手で口元を覆った。瞳からはぽろぽろと涙がこぼれてくる。

　まさかプロポーズをしてもらえるとは思っていなかった。

「受け取ってくれるか？」

　少し不安そうに貴利くんが私を見ている。そんな彼に私は大きく頷いた。

「もちろん。よろしくお願いします」

　泣きながら震える声で告げると、貴利くんが優しく微笑む。すっと立ち上がると、私の左手を取って薬指に指輪を嵌はめてくれた。

「ピッタリだね」

　指輪がよく見えるように手の甲を貴利くんに向ければ、彼は満足そうに頷いた。

「随分前から用意していたんだが、渡すのが遅れてしまった。サイズは玉蔵さんに教えてもらったんだ」

「玉蔵に？」

　どうして私の指のサイズを知っているのか不思議に思ったけど、玉蔵が母に聞いたのだろう。そういえば前に母とはそんな会話をした覚えがある。

「千菜との結婚を諦めた時この指輪は捨てようと思った。でも、こうして渡せる日がきてよかった。思った通り、その指輪は千菜によく似合う」

「ありがとう」

　私は改めて自分の左手薬指の指輪を見つめる。一粒ダイヤのシンプルな指輪。嬉しくて、角度を変えては何度も見てしまう。

「なんだか貴利くんらしくないキザなプロポーズだったね」

　ひざまずくプロポーズなんて、堅物の貴利くんにはなさそうな発想だ。

　どうやって思い付いたのかを不思議に思いながら、視線を薬指の指輪から貴利くんに向けると彼は真面目な顔で答えた。

「三雲にそれがプロポーズの定番だと言われた。みんなやっているものだと」

「えっ」

　確かにそういうプロポーズの仕方もあるけどみんながやっているわけじゃないし、日本では定番になっていないと思う。

　多分、三雲先生にからかわれたんじゃないかな。それを教えてあげると、貴利くんは驚いたように目を見開き「そうだったのか」とぽつりと呟いた。

「それは気が付かなかった」

「もしかして、結婚情報雑誌を買ってきたのも三雲先生に言われたから？」

「ああ。結婚することになったがまずはどうするべきか三雲に相談したら、雑誌を買いに行けと言われた。みんな読んでいるからと」

　確かに読んでいる人は多いと思うけど、それは主に女性の方なのでは？

　結婚情報雑誌をあまり男性が買うイメージがないし、ましてや貴利くんみたいなタイプの男性はそういった雑誌の存在すら知らなそうだ。

　それなのに私に見せてくるからあの時も不思議に思ったけど、やっぱりからかわれていたらしい。

　そしてその犯人はどうやら三雲先生。まだ数回しか会って話をしたことがないけど、飄々とした性格の彼ならやりそうだ。

　三雲先生に簡単に騙だまされてしまう貴利くんに対して、私は思わずため息がこぼれてしまう。

「貴利くんが心配だよ。真面目だからすぐに騙されちゃう。アメリカでセクシーな金髪美女に誘惑されても付いていっちゃダメだからね」

　貴利くんに限って浮気の心配はないと思う。

　でも、もしもの場合がある。

　例えば、か弱そうな女性が困った様子で『助けてください』とかなんとか声をかけてきたけど、それが貴利くんを誘惑するための嘘だった場合。素直な貴利くんは騙されていることに気付かないまま、ほいほいと付いていってしまいそうだ。そしてその女性の罠わなにかかって、気が付くとふたりでベッドインしていたりして……。

「浮気しないでね」

　負の妄想が爆発してしまい、つい強い口調になってしまった。

「安心しろ。俺には千菜しかいない」

　貴利くんは私を引き寄せると力を込めて抱きしめる。

「千菜こそ俺以外の男に目移りするなよ」

「しないよ。私だって貴利くんしかいないもん」

　ついさっき自分も浮気を疑ったくせに、逆に疑われてしまうと嫌な気持ちになってしまう。そんな感情がすぐに顔に出てしまい、私はムッとした表情で貴利くんを見上げた。すると、唇を塞がれる。

　触れるだけの優しいキスの後で突然、私の身体がふわっと浮いた。

　貴利くんの腕が私の膝裏に回り、もう片方の腕でしっかりと腰を抱かれて横抱きにされている。どうやらお姫様抱っこというものをされているらしい。

　私を軽々と持ち上げてしまった貴利くんの首に私はそっと自分の両腕を回した。

　窓の向こうには美しくライトアップされた大観覧車が、みなとみらいの夜景の中でキラキラと輝いている。その光が、視線を絡ませて見つめ合う私たちをそっと照らし出す。

「千菜。愛してる」

「私も」

　愛してる。

　離れていてもずっと――。

　夜はまだこれから。

　今夜はゆっくりと愛を伝え合おう。

　私たちはどちらからともなく顔を近付けるとそっと唇を重ねた。










私はあなたが大好き




　――三年後。

　白を基調とした、落ち着いた雰囲気のブライズルームには、眩しいくらいの太陽の光が差し込んでいる。その温かな光を横から受けながら、目の前にある大きなミラーをそっと見つめた。

　そこには、プリンセスラインと呼ばれるふんわりとしたドレスを身に着けた自分の姿が映し出されていて、思わず顔がにやけてしまう。何度も試着に訪れて決めたお気に入りの一着だ。

　ついに今日は結婚式。最高の一日の始まりだ。

　ようやくここまでくることができたのだとなんだかしんみりとした気持ちになっていると、ノックもなく扉が勢いよく開かれる。

「大変です。新郎が急に仕事が入ったと式場を抜け出してしまいました」

　慌てたように飛び込んできたのは式場の女性スタッフだ。彼女の報告を聞いた私はすぐにイスから立ち上がる。

「えっ。貴利くん病院に行っちゃったんですか!?」

「はい。それが、お支度を終えて待たれている間に電話がかかってきまして、すごい勢いで走り去っていかれました」

「そんな……」

　結婚式よりも病院からの呼び出しを優先させるなんて信じられない。でも、人の命がかかっているのだから仕方がないのかな。

　思わずそう納得しそうになって頭を大きく振った。

　確かに人の命は大事だけど、私たちにとっても今日は一生に一度の大事な結婚式のはずなのに。

「挙式まであと二十分」

　間に合うかしらと呟いて、スタッフが腕時計に視線を落とす。

　今から病院に向かったのならもう絶対に挙式には間に合わない。スタッフもそれを理解したのか、腕時計からすっと視線を離すと静かに告げる。

「残念ながら新郎が不在なので今日の式は中止になりますね。私からゲストの皆様に報告して参ります」

　スタッフがブライズルームから立ち去っていく。

「そんな……」

　私は、力なくイスに腰を下ろした。

　三年待って、ようやくこの日を迎えたというのに。大事な結婚式を放り出して仕事に向かうなんて貴利くんはいったいなにを考えているんだろう。

　目の前のミラーに映るウエディングドレス姿の自分がかわいそうに見えてきた。

　さっきまでなにもかもキラキラと輝いて見えたのに、突然、どん底に突き落とされたような気分だ。

　貴利くんなんてもう知らない。

　三年も待ったのに、こんなのってありえない。

　やっぱり私は貴利くんが嫌い。

　大嫌い。

　大嫌いなんだからね。

　もう本当に嫌いだ――。

「――菜。おい、千菜、起きろ」

　ぐらぐらと肩を揺すられて、パッと大きく目を開いた。

　その瞬間、太陽の光が眩しくて再び目を閉じる。

　少ししてゆっくりと目を開けると目の前には貴利くんの顔があったので、思わず彼に飛びついてしまった。

「どうしているの!?　病院から戻ってきたの？」

　そう問い詰めると、貴利くんは不思議そうに私を見つめる。

「大丈夫か、千菜。頭でも打ったか？」

「えっ」

　貴利くんの手が私の髪をそっと撫でる。

「今日は朝からずっと俺は千菜と一緒にいる。病院には行っていないし、今日は行かない」

「でも……」

　あれ？

　改めて状況の確認をするとここは車の中。どこかの駐車場に停まっているようだ。運転席には貴利くんが座っていて、助手席には私が座っている。

　あれれ？

　さっきまでブライズルームにウエディングドレス姿で座っていたはずなのに。

「もしかして、もう結婚式終わっちゃったの？」

　そもそも中止になったのだから始まりも終わりもないけれど、この状況がよく理解できなくてそんなことを呟いてしまう。

「寝ぼけているのか？　結婚式はこれからだろ」

　運転席に座る貴利くんからそんな言葉が聞こえた。

「これから？」

「ああ。これからだ」

　そう言われてもう一度よく頭の中を整理すると、確かにそんな気がしてきた。というか、そうだ。

　今朝、貴利くんと一緒に早起きして朝食を食べてマンションを出た。そして、貴利くんが運転する車で式場へ向かった。

「ということは、さっきのは夢だったんだ……」

　そうわかった瞬間、ホッと息を吐いた。

　どうやら私は移動中に眠ってしまったらしい。そういえば昨夜は結婚式が楽しみでなかなか寝つけないまま朝を迎えてしまった。そのせいか車内で突然睡魔に襲われて目を閉じたんだ。

「夢でよかった」

「変な夢でも見ていたのか？」

　シートベルトを外しながら貴利くんが尋ねるので私は頷いた。

「あと少しで式が始まるのに、貴利くんが病院から呼び出されて式場を抜け出しちゃう夢。それで結婚式が中止になった」

「ああ、なるほど。それで、俺が大嫌いだと寝言を言っていたのか」

「えっ、本当!?　私、そんなこと言ってた？」

「貴利くんなんて嫌い嫌い大嫌いと何度も言っていた。寝言だとわかっていても傷ついた」

　そう言って、貴利くんは車から降りてしまう。

　私も慌ててシートベルトを外すと、ドアを開けて車の外に出た。

「貴利くんごめんね。怒ってる？　寝言だから許して」

　無言で式場の方へ向かって歩いていく貴利くんを追いかけると、私はその腕にしがみついた。すると貴利くんが立ち止まる。

「怒ってはいない。ただ、千菜に申し訳ないと思っただけだ」

　貴利くんにしては珍しく沈んだ声でため息をこぼす。

「付き合っている時からデートにはいつも遅刻してばかりだったし、途中で帰らなければならないこともあったからな。結婚も俺の留学で三年待ってもらって、俺はいつも千菜を振り回してばかりだ。だから千菜がそんな夢を見てしまうのも仕方がないと思ったら申し訳なく思った」

「貴利くん」

　自然と貴利くんの腕を掴む手にぎゅっと力がこもる。

「今回も、日本へ戻ってきたがまた別の病院へ異動だ。結局、千菜には仕事を辞めてもらうことになってしまった」

　今はまだ港町総合病院で働いているけれど、もうすぐこの病院ともお別れになる。

　貴利くんは東とう北ほくにある病院への異動が決まっていて、結婚した私ももちろん一緒に付いていく。

　そのために私は今の職場である港町図書館を退職することになっている。今の職場が大好きだから辞めるのは正直に言って寂しかった。でも、いつまでも落ち込んではいられないと貴利くんには内緒で行動に移したことがある。

「そのことなんだけどね。実は、新しい仕事先が決まりました」

　貴利くんの異動が決まってから、私はこっそりと就活をしていたのだ。

「貴利くんの新しい勤務先の病院と同じ市内にある図書館が職員を募集していたの。臨時採用みたいなかたちなんだけど、とりあえず受けてみたら受かった。だから貴利くんに付いていっても変わらずに司書の仕事ができるよ」

　友達と旅行に出かけると嘘をついてひとりで東北まで面接を受けに行ってきた。先日、採用通知が届いたばかりだ。

「本当か？」

　突然の報告に貴利くんが驚いたように目を丸くしている。本当だよと言って頷けば、貴利くんの大きな手が私の頭を優しく撫でてくれる。

「さすが千菜だ。お前は俺よりたくましいよ」

「そうかな？」

　褒められたようで思わず顔がにやけてしまう。

　私はただ、結婚しても私らしくこれからもずっと貴利くんと一緒にいたかっただけ。

「貴利くん大好きだよ。やっと私たちの結婚式だね」

　天気は快晴。きっとフラワーシャワーの花びらが青空の下で綺麗に舞うはずだ。

「私のウエディングドレスとってもかわいいから楽しみにしていてね」

　日本に戻ってきてからの貴利くんもやっぱり仕事が忙しくてあまり一緒に式の打ち合わせには来られなかった。ウエディングドレスも私ひとりで試着をして決めた。でも、少しも寂しくなんてなかった。

　三年も離れている期間を耐えたんだ。これからはずっと一緒にいられるのだと思うと、もうなにも寂しくなんてない。

「千菜のウエディングドレス姿はきっとかわいいんだろうな。俺だけのものにして、誰にも見せたくなくなるかもしれない」

「それは困るよ。結婚式ができない」

　そう言い返した私を貴利くんが引き寄せて抱きしめる。

　今日は私と貴利くんの結婚式。

　ここまでくるのに少し時間はかかったけれど、ようやく迎えた大切な日だ。

　ゆっくりと実ったこの恋を大切に、これからも一緒に生きていこう。

　大好きなこの人と――。




end
















特別書き下ろし番外編










妊娠報告




「すみません。この本がどこにあるのかわからなくて……」

　書棚に本を戻していると、背後から声をかけられた。

　振り返ると、私とそれほど歳の変わらない女性がどこか困った様子で立っている。彼女が手に持つレシート用紙には、館内に設置されている検索機で見つけた本の所在場所が印字されていた。

　おそらくそれを頼りに書棚まで来たものの、お目当ての本が見つけられなかったのだろう。それで、たまたま近くで配架をしていた図書館職員の私に声をかけたらしい。

「お探ししますね」

　私は女性からレシート用紙を受け取ると、タイトルを確認して書棚を探す。どうやら彼女が探しているのは、赤ちゃん小物の作り方が載っている手芸関連の本。

「えっと、この辺りかな」

　一冊一冊確認しながら見ていくと、ようやくお目当ての本を発見した。手に取って、彼女に渡す。

「こちらですね。ちょっとサイズが大きいので下の棚にありました」

「ありがとうございます」

　女性が嬉しそうに本を受け取った。よく見るとそのお腹はふっくらとしていて、妊娠中だということがはっきりとわかる。斜めがけしているバッグにはマタニティーマークがついていた。

　思わずそれをジッと見つめていると、近くから男性の声が聞こえた。どうやら妊婦の女性の旦那さんらしく、彼女を探していたようだ。

「ありがとうございました」

　女性は私に頭を下げると、旦那さんと一緒にこの場を離れて、近くにある閲覧用のソファに腰を下ろした。そして、先ほど私が探した本を開き、夫婦で覗き込んでいる。

　生まれてくる赤ちゃんのためにスタイを手づくりするのだろうか。本を見ているふたりの表情が幸せそうで思わず私までほっこりとした気持ちになる。けれど、それと同時に胸がチクリと痛んで、素早く視線をそらした。

　そして、再び黙々と配架作業を始める。

「あっ、ここにいた。郡司さん、ちょっといいかしら」

　すべての本を棚に戻し終えた頃、女性の声で名前を呼ばれた。振り返ると、私の母と同じ歳くらいの同僚――倉くら本もとさんが立っている。

「私の代わりにカウンターに入ってもらいたいの。レファレンスを受けたから、これから書棚に出て資料を探したくて」

　どうやらカウンターを担当していた倉本さんに利用者から本についての質問がきたらしい。そのための資料探しに集中したいので、手が空いている私にカウンターを変わってもらいたいそうだ。

「わかりました」

　頷くと、「お願いね」と倉本さんは慌てたようにこの場を離れる。私も急いでカウンターへと向かった。

　去年の九月に貴利くんと結婚して〝郡司千菜〟になった私は、彼の新しい勤務先の病院のある県に引っ越してもうすぐ一年が経とうとしている。

　同じ市内の図書館に求人を見つけて応募した結果、晴れて採用となり、去年の十月から臨時の司書として勤務している。雇用期間は一年。延長はないので、三カ月後には退職しなければならないけれど、次の勤務先は決まっていない。

　つい二週間ほど前までは司書の求人を探していたのだけれど、訳あって求職活動をやめることにしたのだ。

「あら、郡司さん。今日もあのパン屋さんでたくさん買ったのね」

　お昼休み。職員用の休憩室で昼食を取っていると、倉本さんが隣の席に腰を下ろした。この図書館では一番のベテラン司書さんで、知識も豊富だし、性格も明るくて楽しい女性だ。

　倉本さんは手作りのお弁当の蓋を開けながら、私が食べているパンに興味を示している。

「あっ、そのパン初めて見た。新作？」

「はい、季節限定らしいです。おすすめされたので買っちゃいました」

　今日の私の昼食は、図書館と同じ通りにあるパン屋さんで購入した。週に二、三回は通っているだろうか。高齢の夫婦がふたりで経営している小さなパン屋さんだけど種類が豊富だし、なによりとても美味しいのでいつもたくさん購入してしまう。

「郡司さん、あのパン屋のご主人とすっかり仲良しだものね。うちの図書館でも年配の利用者さんから人気だし、郡司さんがここを辞めてしまったらみんな悲しむわよ。もちろん、私も寂しい」

　そう言って、倉本さんは自身のお弁当の卵焼きをぱくりと食べる。他にも野菜の肉巻きやほうれん草の胡ご麻ま和あえなど倉本さんのお弁当は彩りがよくて栄養面もとてもよさそうだ。聞いた話によると、会社員の旦那さんのお弁当のついでに自分の分も作っているらしい。

　本当は私もお弁当を持参できればいいのだけれど、貴利くんが仕事で家にいないと料理をする気にならなくて夕食はお惣そう菜ざいを買うことが多いし、お昼はこうしてパンをよく買ってしまう。

「あっ、そうだわ思い出した！　郡司さんのご主人って確か中央病院にお勤めよね」

　季節限定の枝豆チーズパンを食べていると、倉本さんが唐突に尋ねてきたので「はい」と頷いた。

「昨日の夕方のニュースに出ていたわよ。私、休みだったから夕食を作りながら見ていたんだけど、郡司先生っていうお医者さんが出てきたから、郡司さんの旦那さんかしらと思ったの」

「ニュースですか？」

　昨日は出勤日だったのでその時間帯だと私はまだ図書館で仕事をしていた。だからその番組を見ていないのだけれど、ふと思い出した。

　そういえばローカルニュースの中で貴利くんの勤務する病院の特集が組まれると言っていた。

　詳しくは聞かなかったけれど、どうやら貴利くんが医者として出たらしい。

「郡司さんの旦那さんってすごいのね。アメリカに留学していたこともあるんでしょ。県内でも数人しかできない手術ができちゃうから、郡司さんの旦那さんを頼りにしてくる患者さんがたくさんいるって言っていたわよ」

「そうなんですか？」

「あら、奥さんなのに知らないの？」

「はい」

　正直、私は貴利くんの仕事のことをあまり詳しく知らない。脳を専門にしているお医者さんというのはもちろん知っているけれど、普段からどんな病気を治して、どんな手術をしているのかまではしっかりと聞いたことがなかった。

　聞いたところで私に理解ができるわけないし、それをわかっているから貴利くんも私の前ではほとんど仕事の話をしないのだろう。

　それでも近々、とても難しい手術を控えていることだけは知っている。そのため連日のように病院に泊まり込んでいるし、家に帰ってきても書斎にこもって医学書などに目を通している時間が多い。

　今は手術のことしか頭にないのかもしれない。いつも以上に口数も少ないから、最近まともに会話ができていない。

　私はとても〝大切なこと〟を打ち明けたいのに、それを話す時間すら作れない。

　ふと先ほどの夫婦のことを思い出した。妊婦の奥さんと旦那さんが、生まれてくる子供のために手作り小物の本を読んでいる幸せそうな姿。

　羨ましいなと思うと、自分の手が自然とお腹に触れてしまう。

　二週間ほど前、私のお腹にも赤ちゃんがいることがわかった。

　毎月しっかりときていた生理が始まらないので、妊娠検査薬で調べてみたところくっきりと陽性が出たのだ。

　そろそろ病院にも行こうと思っている。でも、その前に貴利くんに妊娠の報告をしたいのに、仕事が忙しそうだから話すタイミングが見つけられない。いや、話そうと思えば話せる時間はあるはず。それでも今日まで打ち明けられていないのは私に迷いがあるから。

　こわいのだ。

　もしも貴利くんが私の妊娠を喜んでくれなかったらと思うと言えなくなってしまう。

　医師として自分の職務を全うしている貴利くんは常に仕事のことばかりを考えているし、一日の時間のほとんどを仕事に費やしている。

　たまの休みは私と一緒に食事をしたり、お出かけしたりしているものの、彼の中心にあるのは仕事。そのことに不満はないし、私が好きになった貴利くんはそういう人なのだと理解しているつもりだ。

　でも、今回の妊娠をきっかけに少し不安になってしまった。

　貴利くんは、子供を欲しいと思っているのだろうか。そういえば夫婦でしっかりと話したことがなかった気がする。

　もしも子供がいる生活を送るようになったら、きっとこれまでのように仕事だけに集中するのは難しくなるだろうし、家の中でじっくりと医学書を読めない日も多くなると思う。

　貴利くんは近々とても難しい手術を控えているし、これからもますます責任のある手術が増えるはず。きっとそのことだけに集中したいだろう。それなのに、子供ができたと告げたら迷惑に思うのでは……？

　そう考えると、妊娠したことを貴利くんにどう切り出していいのかわからない。

　最近はそんなことを悶々と悩んでいたせいか、先ほど目にした幸せそうな夫婦が羨ましく思えて、胸がズキンと痛んでしまった。




　その日の夜、病院に泊まり込んでいた貴利くんが一週間振りに帰宅した。

　着替えなどを取りにちょこちょこ家に帰ってきてはいたものの、すぐにまた病院に戻ってしまう日々が続いていたけれど、今日はもう呼び出しもおそらくないので朝まで家で過ごせるようだ。

　夕食も自宅で取ると連絡があったのですでに準備は済ませてある。温め直して一緒に食べよう。

「おかえり、貴利くん」

　リビングに入ってきた彼に声をかけると、「ただいま」と低い声が返ってくる。その表情には笑顔がない。いや、そもそも普段から笑顔を見せない人なのでこれが通常運転なのだけれど。

　それにしてもだいぶ険しい表情をしていて、疲れているのだとすぐにわかった。

「先にご飯食べる？　それともお風呂に入る？」

　貴利くんのそばに駆け寄って声をかけると、腕を掴まれてぐいっと身体ごと引き寄せられた。

「いや、まずは千菜が欲しい」

　そんな言葉の後ですぐに唇を塞がれる。気が付くと貴利くんの大きな手が私の腰と後頭部に回って、しっかりと拘束されていた。こうなってしまえば私はもう大人しく貴利くんのキスを受け入れるしかない。

　それに久しぶりなので私もちょっと嬉しかったりする。

　初めは啄ついばむような優しいキスだったものの、次第に深さを増していき互いの舌が絡み合う。だんだんと身体の力が抜けてしまい両手で貴利くんにしがみついた。すると、そのまま近くのソファに押し倒されそうになったので、私は慌てて大きな身体を引き離すとキスを中断させる。

「貴利くん！　まずはご飯かお風呂にして」

　そう告げた私を貴利くんはジッと見つめた後で、またキスをしてきた。けれど、唇を触れ合わせるだけの軽いものですぐに離れていく。

「それじゃあ先に風呂に入る」

　ようやく貴利くんは抱きしめていた私の身体を離してくれた。そのまま脱衣所に向かうのかと思っていると、リビングのドアに手をかけたところで私を振り返る。

「千菜も一緒に入るか？」

「えっ」

　突然のお誘いに私は大きく首を横に振った。

「私はもう入ったよ。夕食温め直して待ってるから、貴利くんは早く入ってきて」

「そうか。残念だ」

　そう言って、貴利くんはようやくリビングを後にした。

　途端に思わず「はぁ……」と息がこぼれてしまう。あのキスに流されていたら今頃ソファで身体を重ねてしまうところだった。

　仕事が忙しく病院に泊まり込む日の多い貴利くんだけど、家でゆっくりと過ごせる日はさっきのように私を求めてくれる。だから、彼からの愛情はたっぷりと伝わってくる。

　私も貴利くんとそういうことをするのが嫌なわけじゃないから拒んだりはしない。でも、妊娠していることがわかった今、そういう行為をするのはためらってしまう。

　影響があるのかわからないものの、お腹の中に宿ったばかりの命にもしものことがあったら大変だ。

「早く話さないと……」

　今夜こそ打ち明けよう。貴利くんがどういう反応をするのか不安だけど、いつまでも内緒にしておくわけにはいかない。こうしている間にも私のお腹の中で赤ちゃんがすくすくと育っているのだから。

　どうか、貴利くんが喜んでくれますように。

　そう願いながら、夕食を温め直した。

　けれど、結局この日も私は貴利くんに妊娠の報告ができなかった。どう切り出していいのか迷っているうちに夕食が終わってしまい、その後貴利くんは医学書を読むため書斎にこもってしまったから。




＊　＊　＊




　妊娠した時の初診のタイミングは最後に生理があった日から五週目ぐらいがいいらしい。調べたらそう載っていたので、少し遅いかもしれないけれど七週にあたる今日の午後、私は初めて産婦人科に行った。

　結果、妊娠が確定。無事に赤ちゃんの心拍も確認できた。

　診察後、待合室のソファに座ってお会計を待っていると、近くにいる夫婦が嬉しそうにエコー写真を眺めている姿が目に入る。

　羨ましいな、と思ってしまった。

　私も貴利くんと一緒に来たかった。ちなみに彼は今日も仕事で病院に行っている。当直らしく戻るのは明日らしいけれど、患者さんの容態によっては戻れないそうだ。

　次に貴利くんが家に帰ってきたら今度こそしっかりと打ち明けよう。

　妊娠していることはもうはっきりとわかったのだから、早く貴利くんに報告しないと。でも、やっぱりこわい。喜んでくれなかったらどうしよう。

　そんな不安を抱えながらマンションに帰宅すると、私はゆっくりとリビングのソファに腰を下ろした。貰ったばかりのエコー写真をバッグから取り出して手に取るとぼんやりと眺める。

　まだ豆粒のように小さいけれど、ここからどんどん成長していくんだろうな。男の子かな、女の子かな。私と貴利くん、どちらに似るのだろう。

　そんなことを想像していたら、少しずつ瞼まぶたが重たくなってきた。窓から差し込む日差しが心地よくて、いつの間にか私はソファに座ったまま眠っていた。




　目を覚ました時、外は薄暗くなっていた。時計を確認すると午後六時。病院から戻ったのが午後四時だったので、だいぶぐっすりと眠ってしまったらしい。

　寝起きのぼんやりとした意識の中でふとリビングを見渡すと、こちらに背を向けてダイニングチェアに腰を下ろしている人影が目に入る。

　リビングには私しかいなかったはずなので、驚きでドキンと心臓が跳ねた。でも、よく目をこらして確認するとどうやら貴利くんのようで、ホッと胸を撫で下ろす。

　けれど、今日は当直だったはず。どうして家にいるのだろう。

「貴利くん」

　ソファから声をかけると、彼の背中がピクッと反応した。それからゆっくりと私を振り返る。

「千菜、起きたのか」

「うん。寝ちゃってたみたい」

　私はゆっくりと起き上がり、ソファに座り直した。

「貴利くん、今日は当直って言ってたよね」

「ああ。忘れ物を思い出したから取りに帰った」

「そっか」

　当直が変更になって今日はもう帰宅できたのかと思ったけれど、どうやらそういうわけではないらしい。忘れ物を持ってこれからまた病院へ戻るのだろう。それなのに、のんびりとダイニングチェアに座っていていいのだろうか。

「病院に戻らなくていいの？」

「その前に千菜に話したいことがある」

「話したいこと？」

　なんだろう。

　貴利くんの表情がいつにも増して険しく見える。病院に戻る時間を遅らせてまで話さなければならないとても大切な話なのだろうか。

　私はダイニングチェアに腰を下ろすと、貴利くんと向かい合う。

「どうしたの？」

　問いかけると、貴利くんはダイニングテーブルに一枚の紙をすっと置いた。

　それを見た瞬間、私は思わず目を見開いてしまう。

「千菜。これはどういうことだ」

　そう言って、貴利くんが鋭く私を見つめる。

　ダイニングテーブルの上に置かれているのは、白黒のエコー写真。昼間初めて行った産婦人科で貰ったばかりの、私のお腹の中にいる赤ちゃんの写真だ。

　そういえば帰宅してからソファでエコー写真を眺めていたら眠気に襲われて、そのまま眠ってしまった。そこに貴利くんが帰宅して、私が手に握ったままのエコー写真に気が付いたのかもしれない。

「千菜、子供ができたのか」

　静かにそう問いかけられて、私は戸惑いつつもゆっくりと首を縦に振った。すると、貴利くんがさらに問い詰めてくる。

「エコー写真があるということは病院にはもう行ったんだろ。何週目だ」

「七週って言われた」

「妊娠に気付いたのはいつだ」

「二週間前。検査薬で陽性が出て」

「その時どうしてすぐ俺に言わなかった」

「それは……」

　思わず言葉に詰まる。けれど、貴利くんが私の答えをジッと待っているので、ゆっくりと口を開いた。

「貴利くん、最近仕事忙しそうだったから。病院に泊まる日も多かったし、家に帰ってきても書斎にこもっちゃうから、話すタイミングが見つけられなくて。それに、迷惑に思われたらどうしようって思って」

「迷惑？」

　貴利くんが低い声で尋ねる。

「俺が、千菜の妊娠に迷惑するとでも思ったのか？」

「だって、貴利くんが子供を欲しいと思っているのかわからなかったから。貴利くんが一番大切なのは仕事でしょ。だから、子供が仕事の邪魔になったらどうしようって思ったら言えなくて……」

　だんだんと声が震えてきた。ここ最近ずっと胸の中に閉じ込めていた感情がぶわっと溢れてくる。

「本当は早く言いたかったんだよ。でも、貴利くんが喜んでくれなかったらどうしようって思ったらこわくて言えなかった」

　瞳からぽろぽろと涙がこぼれてしまう。

　すると、貴利くんが小さく息を吐き出すのがわかった。そして、ゆっくりとイスから立ち上がると私の方に近付いてくる。そのまま腕をぐいっと引っ張られて、私もイスから立ち上がった。

　その瞬間、貴利くんに抱きしめられる。

「お前は、まだ俺を誤解しているのか」

　背中に回された腕にぎゅっと力を込められる。

「仕事の邪魔になるからと、妻が妊娠したことを迷惑に思うような冷たい男だと思っているのか」

〝冷たい男〟

　貴利くんの口からその言葉が出た時、ふと彼のことを誤解していた過去の自分を思い出した。

　祖母を失った時に言われた貴利くんのひと言をきっかけに、私はだいぶ長いこと貴利くんのことを〝人の痛みのわからない冷徹人間〟だと思い込んでしまっていた。そして、私は貴利くんのことをずっと避けていた。

　でも、その誤解が解けて、貴利くんが誰よりも優しい人だと気が付いたはずなのに。私はまた彼のことを誤解してしまった。

「迷惑になんて思うわけがないだろ。大好きな千菜が俺の子を身籠ってくれたんだ。こんなに嬉しいことはない」

　はっきりとそう言われた瞬間、ハッと気が付く。

　そうだ。貴利くんはこういう人だ。

　私は両手を貴利くんの背中に回してぎゅっとしがみついた。

「ごめんなさい。私、また……」

「いや、俺の方こそ最近は仕事ばかりですまなかった。そのせいで千菜を不安な気持ちにさせてしまったな。来週に控えている手術を終えたら少し落ち着くはずだ。帰れる日はしっかりと家に帰るし、千菜との時間をさらに大切にする」

「うん」

　貴利くんにとって仕事はとても大切だ。でも、私のこともちゃんと愛して大切にしてくれている。日々の生活の中でそう理解していたはずなのに、そんな貴利くんが私の妊娠を喜んでくれないわけがない。それなのにまたひとりで勝手に誤解して、思い悩んでしまった。

「貴利くん。そろそろ病院に戻らなくていいの？」

「もうこんな時間か」

　時計に視線を向けながらそう呟いた彼の腕がさらにきつく私を抱きしめる。そして、私の肩に顔を埋めた。

「離れたくないな。ずっと千菜とこうしていたい」

　ぼそっとこぼれた言葉に、思わずクスッと笑ってしまう。

　お堅い性格の貴利くんでもそんな甘えたようなことを言うのだと思ったら、彼のことをなんだかとてもかわいいと思った。

　できることなら私もずっとこうして抱き合っていたい。でも、私はそっと貴利くんの身体を離して彼を見上げる。

「ほら、早く病院に戻らないと」

「そうだな。名残惜しいが仕事に戻るか」

　そこでようやく私の身体に回っていた貴利くんの腕が離れていく。そして私の額にキスを落とすと、「行ってくる」と告げて背を向ける。

　そのまま仕事に向かうのかと思っていると、リビングのドアに手をかけたところで私を振り返った。

「千菜。もうひとりの身体じゃないんだからあまり無理はするなよ。俺は産婦人科専門じゃないからなにかあっても詳しくは診てやれないが、夫としてしっかりと千菜を支えるつもりだ」

　相変わらず笑顔のない真面目な表情でそう告げる貴利くんに私はクスッと笑いながら頷いた。

「うん。ありがとう、貴利くん」

「俺の方こそありがとう、千菜。俺の子を身籠ってくれて。すごく嬉しいよ」

　そう告げた貴利くんの口元が綻ぶ。滅多に見られない彼の笑顔に釣られて私まで表情が緩んでしまう。

　こんなに喜んでもらえるならもっと早く伝えればよかった。

　――大丈夫。私はもう誤解したりしない。

　貴利くんは誰よりも私を想ってくれる優しい人だ。




end










あとがき




　このたびは本作をお手に取っていただきありがとうございます。

　これまでの私の著作はすべてヒーローが社長で御曹司という設定だったので、次は違う職業のヒーローを書きたい！　そうだ、ドクターなら書けるかも！　という思いから書き始めたのが本作です。

　優秀な外科医で、性格は堅物・無愛想・不器用。そんなヒーロー・貴利が想いを寄せるヒロイン・千菜は幼い頃からの夢だった職に就いて、貴利に負けないくらい仕事を頑張る女性にしたいと思いました。

　職業を司書にしたのは私の前職だからという理由からです。千菜と同じ理由で退職して数年経ちますが、今回、作中で書くことができてとても楽しかったです。

　楽しすぎて図書館でのお仕事シーンがどんどん増えてしまい、いやいや恋愛をメインにしないと！と慌てて書き直したのを思い出しました。

　そんな私のお気に入りシーンは、冒頭から千菜が貴利に向けて「好きじゃない」とはっきり宣言するところ。そして、図書館で貴利が千菜に向けて「できれば好かれたい」と懇願するところ。

　そんな風に想いがすれ違っていたふたりが気が付くと両想いになっていて、紆余曲折ありながらも最後は幸せに結ばれたら素敵だろうな……と思い描きながら書き進めていきました。

　今作も無事に一冊の本になることができてホッとしています。

　お世話になりました編集担当様。表紙イラストを手掛けてくださった浅島ヨシユキ様。本作に携わってくださったすべての皆様に、心よりお礼申し上げます。

　そして、本作をお手に取って読んでくださった皆様。本当に、ありがとうございました！




鈴すずゆりこ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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